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Ｎ
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60
年
代
の
ポ
ッ
プ
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ

ー
ホ
ル
（
１
９
２
８
〜
87
）

の
回
顧
展
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
で

始
ま
り
話
題
と
な
っ
て
い
る

（
本
紙
11
月
17 
日
号
既
報
）

が
、
若
き
日
の
そ
の
巨
匠
に

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
描
い
て
も

ら
っ
た
４
人
の
日
本
人
女
性

の
う
ち
１
人
が
コ
ネ
テ
ィ
カ

ッ
ト
州
に
い
る
。
30
歳
の
誕

生
日
の
記
念
に
描
い
て
も
ら

っ
た
と
い
う
そ
の
ポ
ー
ト
レ

ー
ト
は
、
現
在
同
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
に
住
む
幸
子
グ
ッ
ド
マ

ン
さ
ん
の
自
宅
に
飾
ら
れ
て

い
る
。
米
不
動
産
大
手
ダ
グ

ラ
ス
エ
リ
マ
ン
の
ト
ッ
プ
・

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
活
躍

す
る
傍
ら
、
ブ
ル
ー
ス
美
術

館
の
理
事
も
務
め
、
美
術
収

集
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

さ
き
ご
ろ
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
に
幕
末-

明
治
の
日

本
画
家
岸
竹
堂
の
屏
風
絵

（
竹
堂
が
得
意
と
し
た
虎
の

絵
）
を
寄
付
し
た
こ
と
で
も

話
題
と
な
っ
た
。

グ
ッ
ド
マ
ン
さ
ん
の
古
く

か
ら
の
友
人
で
、
米
国
で
脊

椎
損
傷
治
療
の
研
究
と
患
者

の
支
援
を
行
う
ク
リ
ス
ト
フ

ァ
ー
＆
ダ
ナ
・
リ
ー
ヴ
財
団

に
15
年
間
以
上
継
続
し
て
寄

付
し
続
け
る
た
だ
一
人
の
日

本
人
女
性
、
現
同
財
団
ガ

ラ
・
パ
ー
テ
ィ
ー
副
会
長
を

務
め
るC

H
IE

IA
M

I

リ
ー

ド
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
今
井
千
恵

さ
ん
が
来
米
し
、
同
財
団
年

次
総
会
ガ
ラ
翌
日
の
16
日
、

２
人
が
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
で
「
ア
ー
ト
と
社
会
貢

献
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
対
談

し
た
。

（
対
談
14
面
に
）

ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
が
描
く

クリストファー・リーヴの遺志継ぐ

2人の日本人女性対談
◇
本
紙
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
行
の
フ
リ
ー
紙
で
Ｎ
Ｙ
、
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区
で
「
日
本
経
済
新
聞
」
と
と
も
に
折
り

込
ま
れ
て
配
達
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
国
内
で
は
紀
伊

國
屋
書
店
（
大
手
町
ビ
ル
店
）
で
無
料
配
布
の
ほ
か
、
青
山

学
院
大
学
図
書
館
（
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
常
備
、
東
京
大

学
本
郷
・
駒
場
両
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は
来
年
４
月
よ
り

地
下
鉄
Ｌ
線
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

バ
ー
グ
の
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
街

駅
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
14
丁

目
８
番
街
駅
の
間
を
、
カ
ナ
ー

シ
ー
ト
ン
ネ
ル
の
改
修
工
事
の

た
め
15
か
月
間
、
一
時
運
行
を

停
止
す
る
と
発
表
し
た
。
毎
日

延
べ
40
万
人
が
利
用
す
る
路
線

と
あ
っ
て
、
利
用
者
か
ら
は
不

安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

イ
ー
ス
ト
川
の
地
底
を
通
る

カ
ナ
ー
シ
ー
ト
ン
ネ
ル
（
全
長

１
・
４
マ
イ
ル
）
は
２
０
１
２

年
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
サ
ン
デ
ィ

で
甚
大
な
洪
水
被
害
を
受
け
て

お
り
、
修
理
は
必
須
と
さ
れ
て

い
た
。
Ｌ
線
は
毎
日
22
万
５
千

人
が
利
用
。
Ｍ
Ｔ
Ａ
で
は
閉
鎖

中
、
そ
の
う
ち
の
80
％
は
ほ
か

の
地
下
鉄
を
利
用
す
る
こ
と
に

な
る
と
見
積
も
っ
て
い
る
。
こ

の
た
め
平
日
の
運
行
数
を
Ｇ
線

で
66
本
、
Ｍ
線
で
62
本
増
や
す
。

Ａ
、
Ｅ
、
Ｆ
、
Ｊ
、
Ｚ
線
も
平

も
考
え
、
14
丁
目
を
東
西
に

走
る
バ
ス
を
運
行
開
始
す
る
。

こ
ち
ら
は
一
足
先
に
１
月
６

日
（
日
）
か
ら
開
始
す
る
。

ま
た
フ
ェ
リ
ー
利
用
も
勧
め

て
い
る
。
１
時
間
に
８
隻
で

１
１
９
０
人
が
運
べ
る
と
い

う
。

日
で
20
本
増
便
す
る
。
　

ま
た
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
で
は
バ
ス

利
用
を
勧
め
て
い
る
。
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
か
ら
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
へ
は
１
時
間
に
80
台
の
バ

ス
で
４
２
０
０
人
が
通
う
こ

と
が
で
き
る
計
算
だ
。
ま
た

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
内
で
の
移
動

さ
あ
ど
う
す
る
Ｌ
線

４
月
か
ら
地
下
鉄
ス
ト
ッ
プ
１
年
半

https://www.restaurantnippon.com/
http://amnet-usa.com
https://nipponexpressusa.com/
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■堂園まり子ジュエリー・絵画展「Color Passion Elegance」＝12/6

（木）〜12（水）。

パステルと金箔が

かもし出す鮮やか

なカラー、キャン

バスからはみ出さ

んばかりのパッシ

ョンあふれる油

絵、そして個性的

でエレガンスなジ

ュエリー。観る人

に「力と希望」を伝える堂園の絵画と、「装うアート」ジュエリ

ーの数々を展示する。会場：７階ギャラリー。月〜金10：00〜

18：00、土曜10：00〜17：00、日曜休館。

■「俳句2018」＝12/13（木）俳人、大高翔さんによる俳句教室。

１部＝11：00〜12：30「ゼロから始める俳句教室」俳句の歴史

や字余り、季語や歳時記などの基礎知識を学ぶ入門講座。２部＝

14：00〜15：30「俳句実践教室」心地よい緊張感のなか、俳句

の深い魅力を味わう句会の体験講座。１人２句まで投句でき、大

高さんが選者となり講評する。参加費：会員＄15、一般＄20

（１部と２部は別料金）。会場：５階サクラルーム

■日本クラブ恒例「ホリデーパーティー」＝12/20（木）18：00〜

20：00。クラブ全館オープンして食べて飲んで音楽を聴いて楽

しむホリデーパーティー。今年のメインエンターテインメントは

「ウェストサイド・ストーリー」からトニーとマリアのラブスト

ーリーにフォーカスしたオリジナル脚本をブロードウェーシンガ

ーが熱唱。すしバーとビュッフェ料理の食べ放題＋ビールと日本

酒飲み放題で2018年をしめくくる。会費：会員＄120、一般＄180。

＊日本クラブは以下の部活動を行っています。各部では常に部員を

募集しています。興味がある方はお気軽に見学にお越しください。

★将棋部12月月例会＝12/13（木）18：30〜21：30 

★ブリッジ部＝毎週水曜日10：30〜13：30 

★女声コーラス部＝毎週木曜日10：00〜12：30 

★囲碁部＝毎週金曜日18：00〜21：00 

★男声コーラス部＝毎週金曜日19：00〜21：00。

＊ダイニングルームの営業は12/24（月）ランチまで、またオフィ

スはクリスマス（25日）クローズ、大晦日（31日）は午後３時まで

とさせて頂きます。新年は1月4日（金）より通常営業となります。

詳細はwww.nipponclub.orgからご確認ください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St.,   New York, NY 10019

Tel: 212-581-2223 info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

12月 日本クラブの行事

最
近
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
中

東
料
理
が
話
題
だ
。
そ
の
一
つ

が
２
０
１
７
年
５
月
に
開
い
た

現
代
イ
ス
ラ
エ
ル
料
理
店
「
ミ

ス
・
ア
ー
ダ
」
。
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
の
ト
マ
ー
・
ブ
レ
ッ
チ
マ

ン
氏
は
テ
ル
ア
ビ
ブ
出
身
。
全

米
屈
指
の
調
理
師
校
「
カ
リ
ナ

リ
ー
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
」
を
卒

業
後
、
名
高
い
現
代
米
国
料
理

店
「
グ
ラ
マ
シ
ー
・
タ
バ
ー
ン
」

な
ど
で
修
業
し
、
同
店
を
開
い

た
。

「
イ
ス
ラ
エ
ル
料
理
の
魅
力

は
、
東
欧
や
中
東
、
北
ア
フ
リ

カ
を
は
じ
め
と
す
る
各
国
移
民

が
持
ち
寄
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

風
味
を
融
合
さ
せ
た
独
自
性
で

す
」
と
氏
。

メ
ニ
ュ
ー
は
小
皿
、
串
、
自

家
製
フ
ム
ス
、
前
菜
、
主
菜
と

多
彩
な
内
容
（
各
８
〜
28
ド

ル
）
。
伝
統
に
創
意
を
加
え
た

個
性
的
な
各
品
を
揃
え
て
い

る
。
一
例
は
自
家
製
フ
ム
ス

「
マ
サ
バ
ハ
」
。
米
国
で
一
般
的

な
ひ
よ
こ
豆
と
練
り
白
ゴ
マ
で

作
る
ク
リ
ー
ミ
ー
な
フ
ム
ス
と

違
い
、
豆
を
丸
の
ま
ま
柔
ら
か

く
煮
た
の
が
マ
サ
バ
ハ
。
そ
こ

に
氏
は
ホ
ク
ホ
ク
に
茹
で
た
旬

の
え
ん
ど
う
豆
を
盛
り
、
さ
ら

に
通
常
の
フ
ム
ス
も
皿
に
敷

き
、
豆
の
異
な
る
食
感
を
そ
の

旨
味
と
と
も
に
楽
し
ま
せ
る
。

ま
た
子
羊
の
ひ
き
肉
を
焼
い
た

伝
統
料
理
「
コ
フ
タ
・
ケ
バ
ブ
」

は
、
シ
ナ
モ
ン
を
串
に
使
い
、

肉
の
風
味
に
深
み
を
加
え
つ

つ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
料
理
に
欠
か

せ
な
い
ヨ
ー
グ
ル
ト
「
ラ
ブ
ネ
」

と
辛
い
ハ
リ
サ
（
唐
辛
子
ブ
レ

ン
ド
）
ソ
ー
ス
を
添
え
て
味
に

多
面
性
を
与
え
る
。

野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
た
ヘ
ル
シ
ー
さ
も
人
気
の
理

由
だ
。
氏
い
わ
く
「
ナ
ス
は
和

種
、
米
国
種
、
オ
ラ
ン
ダ
種
を

使
い
分
け
て
い
ま
す
。
和
種
は

火
入
れ
で
口
ど
け
す
る
個
性
が

あ
り
、
ソ
ー
ス
の
役
割
も
果
た

す
な
ど
、
野
菜
の
魅
力
は
尽
き

ま
せ
ん
」
。
氏
は
ハ
ー
ブ
を
育

て
る
菜
園
も
敷
地
内
に
設
け
て

い
る
。
　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
フ
ォ
ー
ト

グ
リ
ー
ン
に
あ
る
同
店
の
内
装

は
、
居
心
地
良
さ
を
意
識
し
な

が
ら
ブ
レ
ッ
チ
マ
ン
氏
が
自
ら

デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
。
連
日
近

隣
住
人
と
美
食
家
が
同
店
を
埋

め
る
。

「
建
国
70
年
で
イ
ス
ラ
エ
ル

が
作
り
上
げ
て
き
た
食
文
化

を
、
自
分
な
り
に
進
化
さ
せ
な

が
ら
米
国
に
伝
え
て
い
き
た

い
」
と
ブ
レ
ッ
チ
マ
ン
氏
は
話

す
。

（
片
山
晶
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

在
住
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

Ｎ
Ｙ
感
覚
の
イ
ス
ラ
エ
ル
料
理

タ
ー
キ
ー
が
実
は
不
人
気

米
国
人
の
65
%
が
「
今
年

の
感
謝
祭
に
は
七
面
鳥
以
外

の
料
理
を
考
え
て
い
る
」
と

い
う
こ
と
が
こ
の
ほ
ど
、
食

品
小
売
業
者
オ
マ
ハ
・
ス
テ

ー
ク
ス
社
の
調
べ
で
わ
か
っ

た
。同

社
が
２
０
０
０
人
を
対

象
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
に
よ
る
と
、
七
面
鳥
の
代

わ
り
と
し
て
最
も
人
気
が
高

い
メ
イ
ン
料
理
は
ク
ラ
ウ
ン

ド
・
ハ
ム
の
60
%
、
次
い
で

チ
キ
ン
が
41
%
、
ロ
ー
ス

ト
・
ビ
ー
フ
37
%
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
今
年
は
、
感
謝

祭
デ
ィ
ナ
ー
の
ホ
ス
ト
の
44

%
が
新
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
む
と
答

え
て
い
る
が
、
毎
年
料
理
が
成

功
す
る
ケ
ー
ス
は
平
均
64
%
に

過
ぎ
な
い
と
い
う
。

感
謝
祭
デ
ィ
ナ
ー
に
対

す
る
典
型
的
な
苦
情
に
関

す
る
質
問
で
は
41
%
が

「
空
腹
の
ま
ま
長
時
間
待

た
さ
れ
る
」
、
感
謝
祭
デ

ィ
ナ
ー
の
失
敗
に
つ
い
て

は
26
%
が
「
七
面
鳥
を
焼

き
過
ぎ
」
「
テ
ー
ブ
ル
席

が
足
り
な
い
」
、
23
%
が

「
ク
ラ
ン
ベ
リ
ー
・
ソ
ー

ス
を
忘
れ
た
」
で
、
最
も

多
か
っ
た
。
料
理
が
口
に

合
わ
な
か
っ
た
時
の
言
い

訳
で
最
も
多
か
っ
た
の
は

「
デ
ザ
ー
ト
の
た
め
に
胃

袋
に
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
て

お
く
」（
43
%
）、
次
い
で

「
朝
食
を
食
べ
過
ぎ
た
」
「
体
型

を
気
に
し
て
い
る
か
ら
」
と
な

っ
て
い
る
。

感謝祭ディナーの本音

Miss Ada
184 Dekalb Avenue,
Brooklyn, NY 11205
TEL (917) 909-1023

日　11:00-14:30, 17:30-22:30
火ー木　17:30-22:30
金土　17:30-23:30

https://www.missadanyc.com/

https://kashiyama1927.com/
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出
店
団
体
も
公
募
開
始

ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
（Jap

an
D

ay

）
事
務
局
は
、
２
０
１
９

年
５
月
に
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

で

開

催

予

定

の

「Jap
an

D
ay

@
 

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

２
０
１
９
」
に
向
け
、
第
８
回

「Japan
D

ay

ア
ー
ト
コ
ン
テ

ス
ト
」
、
並
び
に
ス
テ
ー
ジ
出

演
者
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
＆

フ
ー
ド
・
テ
ン
ト
出
店
団
体
の

公
募
を
開
始
し
た
。

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
イ

ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル

と
し
て
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
モ
チ
ー
フ
に
使
用

さ
れ
る
ほ
か
、
受
賞
者
に
Ａ
Ｎ

Ａ
よ
り
日
本
行
き
ペ
ア
往
復
航

空
券
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
）

が
贈
呈
さ
れ
る
。
最
優
秀
賞
に

加
え
佳
作
も
数
点
選
出
し
、
佳

作
を
含
む
受
賞
者
全
員
に
、
ニ

コ
ン
製
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
が

贈
呈
さ
れ
る
。

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
締

め
切
り
は
12
月
21
日
（
金
）
。

出
演
と
出
店
の
応
募
締
め
切
り

は
２
０
１
９
年
１
月
25
日
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w

w
.japan

day
n

y
c.org

を
参
照
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
開
催

さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
「
ジ
ャ
パ
ン

デ
ー
２
０
１
９
」
で
は
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集

中
。最

優
秀
作
品
は
イ
ベ
ン
ト
の

公
式
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
ポ
ス
タ

ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
使

用
さ
れ
、
受
賞
者
に
は
Ａ
Ｎ

Ａ
か
ら
日
本
行
き
往
復
航
空

券
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
）

が
ペ
ア
で
贈
呈
さ
れ
る
。
ま

た
、
審
査
員
特
別
賞
受
賞
者

に
は
、
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州

ノ
ー
ス
グ
ラ
ン
ビ
ー
で
日
本

式
の
Ｂ
＆
Ｂ
を
堪
能
で
き
る

「O
gaw

a-shou

」
一
泊
無
料

券
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
佳
作

を
含
む
受
賞
者
全
員
に
ニ
コ

ン
製
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
も
贈

呈
さ
れ
る
。

応
募
締
め
切
り
は
12
月
21

日
（
金
）
。w

w
w

.jap
an

-
d

a
y

n
y

c
.o

rg
/a

rtc
o

n
-

test2019/

か
ら
申
し
込
む
。

ア
ー
ト
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
を
募
集
中

NYに大雪

交通網大荒れ

米
東
海
岸
一
帯
は
15
日
夕

か
ら
大
荒
れ
と
な
り
、
飛
行

機
や
陸
上
交
通
網
が
大
幅
に

乱
れ
た
。
普
段
な
ら
40
分
も

あ
れ
ば
着
く
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ

ス
タ
ー
・
タ
カ
ホ
の
自
宅
ま

で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
56
丁
目

か
ら
乗
っ
た
バ
ス
が
着
い
た

の
は
翌
朝
の
午
前
４
時
だ
っ

た
と
い
う
人
も
い
た
。
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
は
ホ
リ
デ
ー

シ
ー
ズ
ン
の
冬
景
色
。
29
日

に
は
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ

ン
タ
ー
の
ツ
リ
ー
も
点
灯
さ

れ
、
街
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
華
や
か
さ
を
増
し
て
い

く
。

（
写
真
・
植
山
慎
太
郎
）

都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
は

14
日
、
貧
困
線
以
下
の
生
活
者

が
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
を
半
額
で
取

得
で
き
る
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

の
新
た
な
公
正
な
運
賃
制
度

（
フ
ェ
ア
・
フ
ェ
ア
ー
ズ
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
）
を
来
年
１
月
か
ら

始
め
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

同
制
度
の
対
象
は
、
７
日
間

ま
た
は
30
日
間
有
効
の
カ
ー
ド

で
、
Ｍ
Ｔ
Ａ
の
駅
で
は
な
く
同

市
庁
舎
を
通
し
て
購
入
す
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、
同
補

助
金
制
度
に
第
一
段
階
と
し
て

１
億
６
０
０
万
ド
ル
を
投
じ
、

完
全
に
実
施
さ
れ
た
後
は
年
間

２
億
１
２
０
０
万
ド
ル
必
要
に

な
る
と
推
測
し
て
い
る
。

同
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
、

貧
困
撲
滅
運
動
グ
ル
ー
プ
や
通

勤
者
の
権
利
擁
護
団
体
ラ
イ
ダ

ー
ズ
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
、
ス
コ

ッ
ト
・
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
同
市
監

査
官
は
「
７
日
お
よ
び
30
日
間

有
効
の
カ
ー
ド
の
半
額
さ
え
も

賄
え
な
い
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
は

多
い
。
乗
る
た
び
に
支
払
う
片

道
切
符
も
値
引
き
対
象
に
す
る

べ
き
だ
」
と
否
定
的
だ
。

批
判
的
な
意
見
に
対
し
、
ジ

ャ
ク
リ
ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
バ
ー
グ

同
市
副
報
道
官
は
「
当
面
は
、

同
制
度
が
早
く
浸
透
す
る
よ
う

７
日
お
よ
び
30
日
間
有
効
の
カ

ー
ド
に
限
る
が
、
利
用
者
の
カ

ー
ド
の
使
用
状
況
を
観
察
し
な

が
ら
、
前
向
き
に
内
容
の
更
新

を
検
討
す
る
」
と
話
し
て
い
る
。

乳
幼
児
睡
眠
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
・
ス
マ
ー

ト
代
表
の
愛
波
文
（
あ
い
ば
・

あ
や
）
さ
ん
が
12
月
２
日
（
日
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
正
午
ま

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
西
45
丁
目
49
番
地

11
階
）
で
「
科
学
的
根
拠
に
基

づ
い
た
乳
幼
児
の
睡
眠
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
す
る
。

愛
波
さ
ん
は
２
０
１
２
年
に

長
男
出
産
後
、
夜
泣
き
や
子
育

て
に
悩
ん
だ
こ
と
か
ら
乳
幼
児

の
睡
眠
科
学
に
つ
い
て
の
勉
強

を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
で
の
公

認
資
格
を
日
本
人
で
初
め
て
取

得
。
現
在
は
２
人
の
子
育
て
を

し
な
が
ら
、
子
供
の
睡
眠
に
悩

む
保
育
者
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
や
個
別
相
談
、
日
本
人
向
け

の
子
供
の
睡
眠
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
提
供
し
て
い
る
。
セ
ミ
ナ

ー
で
は
日
本
の
子
供
の
睡
眠
の

現
状
や
、
な
ぜ
赤
ち
ゃ
ん
は
上

手
に
眠
れ
な
い
の
か
、
寝
な
い

原
因
、
ね
ん
ね
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
概
要
な
ど
を
説
明
す
る
。

参
加
費
は
10
ド
ル
。
申
し
込

み
は
氏
名
、
子
供
連
れ
の
場
合

は
子
供
の
年
齢
を
明
記
し
25
日

（
日

）

ま

で

に

Ｅ

メ

ー

ル

N
Y

Sukusuku@
gm

ail.
com

ま
で
。

睡眠セミナー

愛波 文さん

12月2日JAAで

メ
ト
ロ
カ
ー
ド
半
額
に

低
所
得
者
を
対
象
に

オ
ペ
ラ
歌
手
の
田
村
麻
子

が
、
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
の

ワ
イ
ル
・
リ
サ
イ
タ
ル
ホ
ー
ル

で
20
日
、
コ
ン
サ
ー
ト
「
オ
ペ

ラ
チ
ッ
ク
・
リ
サ
イ
タ
ル
」
を

開
催
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に
お
か
れ
た
10
人
の
歌
姫
を
ナ

レ
ー
タ
ー
の
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ソ

ラ
が
サ
ポ
ー
ト
、
ク
リ
ス
テ
ィ

ン
・
ケ
ン
プ
の
ピ
ア
ノ
に
乗
せ

て
田
村
が
歌
い
演
じ
分
け
、

聴
衆
を
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ペ
ラ
の

世
界
に
引
き
込
ん
だ
＝
写
真
・

三
浦
良
一
＝
。

演
目
は
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
の
「
椿

姫
」
か
ら
「
さ
よ
う
な
ら
、
過

ぎ
去
っ
た
日
々
よ
」
、
プ
ッ
チ

ー
ニ
の
「
マ
ダ
ム
・
バ
タ
フ
ラ

イ
」
か
ら
「
あ
る
晴
れ
た
日
に
」

な
ど
世
界
的
に
知
ら
れ
る
舞
台

の
見
所
、
聞
き
所
を
再
現
し
た
。

ま
る
で
10
本
の
オ
ペ
ラ
を
見
に

行
っ
た
か
の
よ
う
な
充
実
感
と

楽
し
さ
あ
ふ
れ
る
同
舞
台
は
今

年
、
京
都
、
埼
玉
、
東
京
と
日

本
国
内
３
都
市
で
開
催
し
て
大

絶
賛
さ
れ
た
。
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ

ー
ル
に
上
質
な
笑
い
を
織
り
ま

ぜ
な
が
ら
の
歌
声
が
響
い
た
。

田
村
さ
ん
の
話
「
満
席
の
熱

気
を
感
じ
、
楽
し
く
本
番
が
で

き
た
。
列
に
並
び
入
場
で
き
な

か
っ
た
皆
様
に
は
申
し
分
け
な

い
気
持
ち
。
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
い
た
だ
き
、

準
備
は
大
変
だ
っ
た
が
、
皆
さ

ん
の
笑
顔
を
見
て
や
っ
て
よ
か

っ
た
と
心
か
ら
思
っ
た
」
。

歌姫10人を表現
カーネギーホール

田村麻子オペラメドレー

ア
メ
リ
カ
は
、
ど

う

な

ん

で

し

ょ

う

か
？

確
か
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
は

特
別
な
場
所
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
ツ
ア

ー
や
優
先
的
に
入
る

こ
と
が
で
き
る
チ
ケ

ッ
ト
も
あ
る
は
ず
。

そ
し
て
、
日
本
に
は
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

と
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス

タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

が
あ
る
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

が
あ
る
場
所
は
東
京
。
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン

(

以
下
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
は
大
阪
。

そ
し
て
こ
の
Ｕ
Ｓ
Ｊ
、
「
ほ

ん
ま
、
大
阪
人
は
お
金
や
わ
」

な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
。
理
由

は
、
入
場
料
と
別
に
売
ら
れ
て

い
る
乗
り
物
に
並
ば
ず
に
乗
れ

る
エ
キ
ス
プ
レ
ス
パ
ス
や
シ
ョ

ー
の
鑑
賞
券
の
こ
と
。
そ
れ
も

い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
っ
て
、
決

し
て
安
く
な
い
も
の
も
あ
る
。

文
句
を
聞
い
て
い
て
も
始
ま

ら
な
い
。
せ
っ
か
く
な
ん
で
購

入
し
て
行
っ
て
み
た
。
意
外
と

こ
れ
が
優
れ
も
の
だ
っ
た
。
秋

晴
れ
の
日
曜
日
。
人
気
の
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
１
２
０
分
待

ち
と
か
１
０
０
分
待
ち
。
で
も
、

並
ば
ず
に
入
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

エ
キ
ス
プ
レ
ス
パ
ス
の
数
は
決

ま
っ
て
い
る
。
な
の
で
そ
の
日

の
パ
ス
は
、
完
売
し
て
い
た
。

１
万
円
く
ら
い
の
パ
ス
だ
け
れ

ど
、
お
そ
ら
く
数
千
枚
は
売
れ

て
い
る
は
ず
。
シ
ョ
ー
の
特
別

鑑
賞
券
も
１
０
０
０
円
、
３
０

０
０
円
と
あ
っ
た
け
れ
ど
、
こ

ち
ら
も
完
売
し
て
い
た
。

と
い
う
こ
と
は
、

１
日
に
す
れ
ば
、
数

千
万
円
の
ア
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
が
で
き
て
い

る
は
ず
。
し
か
も
、

購
入
し
た
人
は
、
納

得
し
て
買
っ
て
い
る
。

実
際
、
子
連
れ
の
人

な
ど
待
た
ず
に
乗
れ

た
ら
あ
り
が
た
い
は

ず
。
「
大
阪
人
は
、
商

魂
た
く
ま
し
い
わ
」

な
ど
と
言
う
人
も
い

る
け
れ
ど
、
見
て
い

る
か
ぎ
り
、
買
っ
た
人
た
ち
は
、

わ
た
し
も
含
め
て
ご
き
げ
ん
。

「
次
回
も
エ
キ
ス
プ
レ
ス
パ
ス

で
遊
び
た
い
」
そ
う
思
わ
せ
て

も
ら
っ
た
。

時
間
が
無
い
人
、
た
ま
に
し

か
行
け
な
い
人
に
と
っ
て
お
金

で
解
決
で
き
る
な
ら
こ
ん
な
あ

り
が
た
い
こ
と
は
な
い
か
も
。

「
お
金
で
買
え
な
い
も
の
は
た

く
さ
ん
あ
る
け
れ
ど
、
お
金
で

解
決
で
き
る
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
る
」
と
、
あ
る
大
阪
の
芸
人

さ
ん
が
テ
レ
ビ
で
言
っ
て
い

た
。
本
当
に
そ
う
か
も
し
れ
な

い
。

お
お
た
に
・
ゆ
り
こ：

１
９
６
３

年
、
奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」
を

取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話
題
に
。

著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ
ー
（
Ｋ
Ｋ

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）
」
「
は
じ
め
て

講
師
を
頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
（
中

経
出
版
）」
な
ど
多
数
。

221

お金で解決！

ジ
ャ
パ
ン
デ
ー
出
演
者
求
む

http://www.takumijob.com/
http://www.omen-azen.com
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●明治大学NY紫紺会年次総会＝11/30（金）18:30 新橋レストラン（7
E.48th St.）Tel: 212- 813-1009   会費:$50程度  参加申し込み・問い合わ
せはEメールyusui@verizon.net（うすいさん）まで。●NJ補習授業校

「2019年度入園・入学説明会」＝12/1（土）9:15　パラマス校（425
Paramus Rd., Paramus, NJ 07652）Tel：201-493-9222（土曜のみ）参
加無料　新入生募集は12月１日から開始。●ニュー
ヨーク稲門会「2018年新入会員歓迎会」＝12/7(金)
18:30〜21:00（一次会）新橋レストラン（7 E.48th St）
Tel:212-813-1009 参加費：$80（当日支払い、一般
会員・同伴者。ビュッフェ形式の食事とクリスマス
スイーツ、フリービール） アルコールなしは$10引。11月30日まで早割
や若手会員割引あり。未成年の参加は不可。参加申し込みは12月４日(火)
までにウェブサイトwww.waseda-ny.orgまたはEメールwasedain-
newyork@gmail.comまで。申し込み詳細などウェブサイト参照。新企
画「日本酒シャンパン祭り」を同時開催。●Passion Flute Choir「ファミ
リーコンサート＝12/2（日）15：00　Cafe Victoria（70　W. 107 th
St.) 参加費：$ 20 (アフタヌーンティー付き、子供は半額、３歳以下は無

料) 　問い合わせはメールpassionfluteorchestra@gmail.comまで。●ニ
ューヨーク鳥取県人会忘年会＝12/8（土）17:00〜 Shinbashi
Restaurant（7 E.48th St)ﾊTel: 212-813-1009  参加費：$30程度を予定

（飲み物は各自で別途支払い）参加申し込みは11月16日（金）までに藤
森 さ ん ま で 連 絡 を 。 詳 細 は ウ ェ ブ サ イ ト

http://nytottorikenjinkai.edublogs.orgを参照。●第
２回長崎県人会＝12/8（土）18:30〜 日系人会館

（ 49 W.45th St 11FL) 参加費：$30（一般）、$20
（学生）要事前登録。参加申し込みはEメールnyna-
gasaki@gmail.comまで。問い合わせは電話まで。

詳細はwww.facebook.com/NYNagasaki●2019年北海道ゆかりの会忘
年会＝12/11（火）18:00〜20:30　Method (746 10th Ave) 参加費:
$50（現金、料理＋ドリンク１杯）　焼酎２本持ち込み可能　参加申し込
みはEメールshion.hoshino@gmail.com（星野さん）まで。●石川県人会
忘年会＝12/12（水）18:30　Saigon Market（93 University Pl）参加
費: $50〜60（飲み物代込み）申し込みは12月７日（金）までにEメール
ny.ishikawa.kenjinkai@gmail.com（南部さん）まで。

www.nyseikatsu.comで詳報

東京五輪官民あげて

国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）

の
ト
ー
マ
ス
・
バ
ッ
ハ
会
長
が

12
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
、

国
連
の
ス
ポ
ー
ツ
関
心
国
大
使

会
合
に
出
席
し
た
。
バ
ッ
ハ
会

長
は
今
年
２
月
の
平
昌
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
成
功
、
特
に
北
朝
鮮

チ
ー
ム
の
大
会
参
加
や
「
難
民

チ
ー
ム
」
の
初
参
加
な
ど
、
政

治
的
中
立
を
守
り
な
が
ら
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
国
際
平
和
へ
の
貢
献
を
果
た

し
た
こ
と
を
強
調
し
た
。

バ
ッ
ハ
会
長
は
出
席
し
た
川

村
泰
久
国
連
大
使
と
の
会
談
で

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
準

備
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と

は
嬉
し
い
。
今
月
24
日
か
ら
の

日
本
訪
問
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

川
村
大
使
か
ら
は
「
日
本
は

２
０
２
０
年
東
京
大
会
に
向
け

て
官
民
一
丸
と
な
っ
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ぜ
ひ
そ
の
様
子
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
。
東
京
大
会
が
ア
ス
リ

ー
ト
に
と
っ
て
最
高
の
大
会
と

な
る
よ
う
今
後
と
も
Ｉ
Ｏ
Ｃ
と

協
力
し
て
い
き
た
い
」
と
応
じ

た
。さ

ら
に
バ
ッ
ハ
会
長
は
「
２

０
２
０
年
東
京
大
会
は
国
連
が

２
０
３
０
年
達
成
を
目
指
す
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目

標
）
の
実
現
の
場
と
し
て
も
重

要
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
な

か
で
日
本
企
業
が
素
晴
ら
し
い

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
」
と
発

言
。
最
新
の
日
本
の
技
術
を
ア

ス
リ
ー
ト
の
移
動
手
段
に
応
用

し
な
が
ら
、
人
々
の
幸
福
へ
の

貢
献
を
問
い
か
け
て
い
る
先
進

的
な
企
業
の
姿
勢
を
歓
迎
し

た
。
川
村
大
使
か
ら
は
「
今
や

日
本
主
力
企
業
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
胸
に

Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
が
国
連
会
議
出
席

日
本
が
準
備
ア
ピ
ー
ル

イエローキャブ
運転手カレンダー
今年のテーマは多国籍

毎
年
好
評
の
Ｎ
Ｙ
Ｃ
タ
ク
シ

ー
運
転
手
の
カ
レ
ン
ダ
ー
が
こ

の
ほ
ど
発
売
に
な
っ
た
。

第
６
弾
目
と
な
る
２
０
１
９

年
版
は
、
長
身
や
骨
格
の
い
い

男
性
ド
ラ
イ
バ
ー
た
ち
だ
け
で

な
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ら
し
い

多
様
性
を
表
現
し
て
い
る
の
が

特
徴
だ
。

例
え
ば
２
月
は
、
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
の
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
さ
ん

が
、
家
族
が
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
で

経
営
す
る
自
動
車
修
理
会
社
で

撮
影
し
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
掲
載
さ
れ
た
運

転
手
12
人
の
う
ち
11
人
の
出
身

は
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
や
パ

ナ
マ
、
ロ
シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ど
多
国

籍
な
こ
と
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ら
し
い
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

値
段
は
１
部
14
ド
ル
99
セ
ン

ト
。
売
り
上
げ
の
一
部
は
、
貧

困
層
の
教
育
や
福
祉
を
支
援
す

る
非
営
利
団
体
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ

ィ
ー
セ
ト
ル
メ
ン
ト
に
寄
付
さ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
寄
付
金
の

合
計
額
は
、
７
万
ド
ル
に
達
し

て
い
る
と
い
う
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

ny
ctaxicalender.com

か
ら

購
入
で
き
る
。

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
バ
ッ
ジ
が
つ
い

て
い
る
。
東
京
２
０
２
０
年

大
会
を
通
じ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
精
神

と

Ｓ

Ｄ

Ｇ

ｓ

の

シ

ナ

ジ

ー

（
協
働
）
が
大
い
に
期
待
さ
れ

る
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ピ
ー
ク
ス

キ
ル
の
チ
ェ
イ
ス
銀
行
支
店
で

14
日
午
前
８
時
頃
、
ナ
チ
ス
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鉤
十
字
と
白

人
至
上
主
義
団
体
ク
ー
・
ク
ラ

ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
を
意
味
す
る

Ｋ
Ｋ
Ｋ
と
落
書
き
さ
れ
て
い
る

新
聞
が
発
見
さ
れ
た
。

新
聞
は
地
元
の
週
刊
新
聞
ノ

ー
ザ
ン
・
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
・
エ
グ
ザ
ミ
ナ
ー
の
11
月
13

〜
19
日
号
で
、
同
州
ヨ
ー
ク
タ

ウ
ン
高
校
の
卒
業
生
、
ア
レ
ク

サ
ン
ド
リ
ア
・
オ
カ
シ
オ
＝
コ

ル
テ
ス
さ
ん
（
29
）
が
連
邦
下

院
議
員
に
当
選
し
た
こ
と
を

「
歴
史
的
」
と
称
え
る
記
事
が
ト

ッ
プ
を
飾
っ
て
い
る
。
落
書
き

に
気
付
い
た
人
が
警
察
に
届
け

た
。同

州
ウ
エ
ス
ト
ハ
リ
ソ
ン
に

あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と

人
権
教
育
セ
ン
タ
ー
（
Ｈ
Ｈ
Ｒ

Ｅ
Ｃ
）
の
広
報
担
当
の
ア
ダ

ム
・
ス
ト
ー
ン
氏
は
、
す
ぐ
さ

ま
届
け
出
た
人
が
あ
っ
た
こ
と

を
評
価
し
つ
つ
、「
全
米
で
起
こ

っ
て
い
る
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
人

種
差
別
的
な
事
件
は
す
べ
て
深

刻
な
も
の
で
あ
り
、
過
去
２
年

間
で
そ
の
数
が
増
え
て
い
る
。

ピ
ー
ク
ス
キ
ル
の
法
執
行
機
関

が
偏
見
や
偏
見
を
示
す
行
動
を

容
認
し
な
い
と
い
う
明
確
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
こ
の
問
題

を
完
全
に
調
査
す
る
よ
う
要
請

す
る
」
と
語
っ
た
。

対
象
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る

オ
カ
シ
オ
＝
コ
ル
テ
ス
さ
ん
は

母
親
が
プ
エ
ル
ト
リ
コ
出
身
。

民
主
社
会
主
義
者
を
標
榜
し
、

中
間
選
挙
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

下
院
選
14
選
挙
区
予
備
選
で
民

主
党
重
鎮
を
破
る
一
大
旋
風
を

巻
き
起
こ
し
た
。
本
選
で
も

78
％
を
獲
得
し
共
和
党
候
補
に

圧
勝
、
史
上
最
年
少
の
女
性
下

院
議
員
の
一
人
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
道

路
で
ガ
ス
欠
で
車
が
動
か
な
く

な
っ
た
女
性
に
ホ
ー
ム
レ
ス
の

男
性
が
な
け
な
し
の
20
ド
ル
を

は
た
い
て
ガ
ソ
リ
ン
代
を
渡
し

た
と
い
う
話
を
元
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
約
40
万
ド

ル
を
だ
ま
し
取
っ
た
と
し
て
15

日
、
男
女
３
人
が
逮
捕
さ
れ
た
。

逮
捕
さ
れ
た
の
は
ホ
ー
ム
レ

ス
の
ジ
ョ
ニ
ー
・
ボ
ビ
ッ
ト
容

疑
者
（
35
）
と
、
フ
ロ
ー
レ
ン

ス
在
住
の
ケ
イ
ト
・
マ
ク
ル
ー

ア
容
疑
者
（
28
）
お
よ
び
そ
の

交
際
相
手
の
マ
ー
ク
・
ダ
ミ
コ

容
疑
者
（
39
）
。
Ｎ
Ｊ
州
バ
ー

リ
ン
ト
ン
郡
の
ス
コ
ッ
ト
・
コ

フ
ィ
ー
ナ
郡
検
事
は
記
者
会
見

で
、
「
実
話
に
し
て
は
う
ま
す

ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
も
し

れ
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
そ
の

通
り
だ
っ
た
」
と
話
し
た
。

ボ
ビ
ッ
ト
容
疑
者
は
昨
年
10

月
、
道
路
で
車
が
動
か
な
く
な

っ
た
マ
ク
ル
ー
ア
容
疑
者
の
た

め
に
、
ガ
ソ
リ
ン
代
と
し
て
最

後
の
所
持
金
だ
っ
た
20
ド
ル
を

提
供
。
こ
れ
に
心
打
た
れ
た
と

い
う
マ
ク
ル
ー
ア
容
疑
者
が
交

際
相
手
の
ダ
ミ
コ
容
疑
者
と
共

に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
イ
ト
「G

oF
u

n
dM

e

」
を

使
っ
て
、
ボ
ビ
ッ
ト
容
疑
者
の

た
め
の
寄
付
金
を
集
め
た
。
メ

デ
ィ
ア
も
取
り
上
げ
た
こ
と
か

ら
、
寄
付
は
世
界
中
１
万
４
千

人
以
上
か
ら
集
ま
り
、
合
計
40

万
ド
ル
に
も
な
っ
た
。
マ
ク
ル

ー
ア
容
疑
者
は
、
支
援
者
に
は

ボ
ビ
ッ
ト
容
疑
者
た
め
の
信
託

フ
ァ
ン
ド
を
作
っ
て
収
支
や
使

途
は
会
計
士
や
弁
護
士
に
任
せ

る
と
説
明
し
て
い
た
。

ボ
ビ
ッ
ト
容
疑
者
の
た
め
に

服
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
が
購

入
さ
れ
、
一
時
は
３
人
一
緒
に

暮
ら
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
今

年
８
月
、
ボ
ビ
ッ
ト
容
疑
者
は
、

マ
ク
ル
ー
ア
容
疑
者
と
ダ
ミ
コ

容
疑
者
が
旅
行
や
ギ
ャ
ン
ブ
ル

な
ど
に
勝
手
に
使
っ
て
い
る
と

Ｎ
Ｊ
州
マ
ウ
ン
ト
ホ
リ
ー
の
裁

判
所
に
２
人
を
訴
え
た
。
マ
ク

ル
ー
ア
氏
側
は
ボ
ビ
ッ
ト
氏
の

方
こ
そ
薬
物
に
金
を
使
っ
て
い

る
な
ど
と
と
反
論
。
一
方
、

G
oF

u
n

dM
e

の
広
報
は
「
不

正
利
用
の
訴
え
に
つ
い
て
調
べ

て
い
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
　
　

裁
判
を
受
け
て
捜
査
が
開
始

さ
れ
、
９
月
に
家
宅
捜
査
な
ど

が
行
わ
れ
た
が
、
警
察
は
数
千

通
に
及
ぶ
テ
キ
ス
ト
メ
ッ
セ
ー

ジ
な
ど
を
把
握
、
話
自
体
が
作

り
話
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。
　

コ
フ
ィ
ー
ナ
検
事
に
よ
る

と
、
ダ
ミ
コ
と
マ
ク
ル
ー
ア
両

容
疑
者
が
受
け
取
っ
た
額
は
36

万
７
千
ド
ル
以
上
に
達
し
、
車
、

高
級
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
、
旅
行
、

カ
ジ
ノ
で
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
な
ど

に
使
わ
れ
て
い
た
。
ボ
ビ
ッ
ト

容
疑
者
は
約
７
万
５
千
ド
ル
を

受
け
取
っ
て
い
た
と
い
う
。

ダ
ミ
コ
容
疑
者
は
大
工
で
、

マ
ク
ル
ー
ア
容
疑
者
は
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
交
通
局
の
受
付

係
と
し
て
働
い
て
い
た
。
米
海

兵
隊
出
身
の
ボ
ビ
ッ
ト
容
疑
者

は
薬
物
中
毒
の
ホ
ー
ム
レ
ス
だ

っ
た
。

３
人
は
第
２
級
犯
罪
で
最
高

10
年
の
禁
固
刑
が
言
い
渡
さ
れ

る

可

能

性

が

あ

る

。

G
oF

u
n

dM
e

は
寄
付
は
全
額

返
金
す
る
と
発
表
し
た
。

親
切
ホ
ー
ム
レ
ス
う
そ

40
万
ド
ル
集
め
た
３
人
逮
捕

ケ
イ
ト
・
マ
ク
ル
ー
ア
被
告
、
マ
ー

ク
・
ダ
ミ
コ
被
告
、
ジ
ョ
ニ
ー
・
ボ

ビ
ッ
ト
被
告P

hoto
: B

urlington
C

outy, N
ew

Jersey
P

rosecutor's
O

ffice.

地
元
紙
に
落
書
き

ナ
チ
ス
や
Ｋ
Ｋ
Ｋ

バ
ッ
ハ
Ｉ
Ｏ
Ｃ
会
長
（
左
）

に
日
本
の
取
り
組
み
を
説
明

す
る
川
村
国
連
大
使

http://www.sakuraradio.com
https://ibec-usa.com/


2018年（平成30年）11月24日（土） 週刊NY生活　SHUKANNEWYORKSEIKATSU ［総　合］　(6)

昨
年
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
な

っ
て
か
ら
各
国
の
ア
メ
リ
カ
大

使
館
や
領
事
館
で
ビ
ザ
面
接
の

審
査
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

こ
の
傾
向
は
今
年
に
入
り
さ
ら

に
強
ま
っ
て
い
ま
す
。
Ｏ
１
ビ

ザ
の
更
新
・
延
長
の
場
合
は
、

３
年
前
か
ら
現
在
ま
で
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
証
明
に
な
る
ポ
ー

ト
フ
ォ
ー
リ
オ
の
提
出
を
求
め

ら
れ
た
り
、
Ｉ
ビ
ザ
の
場
合
は
、

５
年
前
か
ら
現
在
ま
で
記
載
し

た
記
事
の
コ
ピ
ー
を
求
め
ら
れ

ま
す
。

例
え
ば
、
Ｏ
１
ビ
ザ
を
取
得

し
て
提
出
す
る
作
品
例
が
古
い

場
合
、
過
去
３
年
間
何
も
し
て

い
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
期
間

は
別
の
仕
事
を
し
て
い
た
の
で

は
な
い
か
、
と
疑
わ
れ
た
り
し

ま
す
。
さ
ら
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
や

写
真
家
な
ど
で
、
作
成
し
た
作

品
や
作
品
が
発
表
さ
れ
た
新

聞
、
雑
誌
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に

製
作
者
の
名
前
が
ク
レ
ジ
ッ
ト

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
そ
れ

を
証
明
す
る
書
類
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
以
前
は
求
め
ら

れ
な
か
っ
た
連
邦
個
人
税
申
告

書
（F

orm
I-1040

）
も
要
求

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
提
出
時
に
出
さ
な
か
っ
た

場
合
は
、
後
日
提
出
も
求
め
ら

れ
ま
す
。
Ｉ
ビ
ザ
も
同
様
に
日

本
で
の
確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー

ま
た
はF

orm
I-1040

の
コ
ピ

ー
を
要
求
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

現
行
移
民
法
の
元
で
は
、
Ｏ
１

ビ
ザ
も
Ｉ
ビ
ザ
も
ア
メ
リ
カ
で

の
就
労
予
定
が
あ
る
限
り
、
Ｏ

１
ビ
ザ
の
場
合
は
３
年
ま
た
は

１
年
、
Ｉ
ビ
ザ
は
５
年
、
何
回

も
更
新
、
延
長
が
可
能
で
す
。

こ
れ
ら
の
ビ
ザ
で
20
年
以
上
も

ア
メ
リ
カ
に
滞
在
さ
れ
て
い
る

方
々
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
、
ア
メ
リ
カ
大
使
館
で

は
今
年
に
入
り
「
ア
メ
リ
カ
に

い
つ
ま
で
滞
在
す
る
つ
も
り

か
？

こ
れ
は
永
住
権
で
は
な

い
。
も
う
必
要
な
い
は
ず
だ
」

と
し
て
反
論
も
聞
か
ず
に
却
下

に
し
て
し
ま
う
と
い
う
例
が
何

件
も
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
在
日
本
ア

メ
リ
カ
大
使
館
で
Ｏ
１
ビ
ザ
や

Ｉ
ビ
ザ
申
請
で
聞
か
れ
る
こ
と

が
多
い
の
が

「
ア
メ
リ
カ
で

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
？
」
で
す
。

「
貴
方
の
職
業
は
何
？
」
の
次

に
、
突
然
主
語
も
述
語
も
な
く

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
フ
リ
ー
ラ

ン
ス
？
」
と
だ
け
聞
か
れ
た
り

し
ま
す
。
な
か
に
は
、
提
出
し

た
書
類
を
見
て
、
何
を
し
て
い

る
か
な
ど
と
聞
く
こ
と
も
な

く
、
「
ふ
ー
ん
。
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
ね
」
と
決
め
つ
け
る
よ
う
な

言
い
方
を
さ
れ
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
Ｏ
１
ビ
ザ
や
Ｉ
ビ
ザ
保

持
者
は
一
雇
用
者
で
は
な
く
数

社
で
働
く
こ
と
も
で
き
る
場
合

も
あ
る
の
で
、
そ
れ
で
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
で
働
い
て
い
る
と
思
い

が
ち
で
す
。
た
だ
し
、
実
際
は

違
う
の
で
す
。
Ｏ
１
ビ
ザ
で
複

数
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
は
、

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
立
て
て
そ
こ

か
ら
派
遣
さ
れ
る
と
い
う
形
で

ア
メ
リ
カ
で
就
労
で
き
る
の
で

す
。
Ｉ
ビ
ザ
の
場
合
は
日
本
の

雇
用
者
か
ら
派
遣
さ
れ
て
ア
メ

リ
カ
で
就
労
し
て
い
る
の
で

す
。
そ
こ
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
う
っ
か
り
、
「
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
で
す
」
と
答
え
た
場
合
、

「
こ
の
ビ
ザ
は
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

で
は
働
け
な
い
の
で
は
な
い
の

か
？
」
「
実
際
に
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
で
働
い
て
い
る
の
か
？

今
す
ぐ
働
い
て
い
る
と
こ
ろ
の

連
絡
先
、
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
な
ど

を
知
ら
せ
な
さ
い
」
「
そ
こ
か

ら
の
契
約
書
を
出
し
な
さ
い
」

と
い
う
流
れ
に
な
り
、
過
去
の

作
品
例
も
含
め
て
再
度
書
類
を

吟
味
す
る
と
い
う
こ
と
で
面
接

の
日
に
許
可
を
出
さ
れ
ず
に
、

１
〜
５
か
月
審
査
の
た
め
に
日

本
に
滞
在
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

よ
う
で
す
。
　

ア
メ
リ
カ
大
使
館
や
領
事
館

で
の
面
接
前
に
は
、
提
出
書
類

と
と
も
に
Ｄ
Ｓ-

１
６
０
の
吟

味
、
そ
し
て
予
定
質
問
な
ど
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
専
門
家
に
確
認

し
て
か
ら
面
接
に
臨
む
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

（
か
と
う
・
け
い
こ
／
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
）

Ｏ
Ｉ
ビ
ザ
の
注
意
点

ビ
ザ
の
面
接

厳
し
さ
増
す

加
藤
恵
子

前
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
で
資

産
家
の
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ム

バ
ー
グ
氏
（
76
）
は
18
日
付
の

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
に
寄

稿
し
、
母
校
の
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ

プ
キ
ン
ス
大
学
に
18
億
ド
ル

（
約
２
１
３
０
億
円
）
を
寄
付

す
る
と
発
表
し
た
。

寄
稿
に
よ
る
と
ブ
ル
ー
ム
バ

ー
グ
氏
は
、
大
学
は
入
学
審
査

に
お
い
て
学
費
の
支
払
い
能
力

を
調
べ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り

低
・
中
所
得
層
の
学
生
が
多
数

拒
否
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
問
題

視
。
寄
付
は
、
低
中
所
得
層
の

学
生
へ
の
学
費
援
助
で
あ
り
、

ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学

が
今
後
、
経
済
状
況
を
合
否
要

件
に
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

と
し
て
い
る
。

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
氏
は
「
自

分
は
幸
運
だ
っ
た
」
と
述
懐
。

父
親
は
年
収
６
千
ド
ル
の
簿
記

係
だ
っ
た
が
、
国
防
総
省
の
学

生
ロ
ー
ン
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
て
大
学
に
入
れ
た
。
「
卒

業
証
書
は
閉
鎖
さ
れ
た
ド
ア
を

開
き
、
ア
メ
リ
カ
の
夢
を
生
き

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
て

い
る
。

卒
業
し
た
年
に
５
ド
ル
を
寄

付
し
て
以
来
、
こ
れ
ま
で
母
校

の
研
究
や
教
育
指
導
、
運
営
な

ど
に
寄
付
し
た
総
額
は
15
億
ド

ル
（
約
１
７
０
０
億
円
）
に
上

る
と
い
う
。
大
学
は
低
所
得
層

お
よ
び
中
所
得
層
の
学
生
を
受

け
入
れ
る
必
要
が
あ
り
、
連
邦

政
府
と
州
政
府
も
も
っ
と
そ
の

た
め
の
努
力
を
す
べ
き
だ
と
提

言
し
て
い
る
。

同
氏
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の

ユ
ダ
ヤ
系
の
両
親
の
も
と
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
ボ
ス
ト
ン
生

ま
れ
。
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン

ス
大
学
電
気
工
学
科
を
卒
業

し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
ス
ク
ー
ル
で
経
営
管
理
学

修
士
号
（
Ｍ
Ｂ
Ａ
）
を
取
得
し

た
。
証
券
会
社
大
手
の
ソ
ロ
モ

ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
を
経
て
１
９

８
１
年
に
通
信
会
社
ブ
ル
ー
ム

バ
ー
グ
を
設
立
し
、
ウ
ォ
ー
ル

街
の
企
業
へ
金
融
情
報
端
末
を

販
売
し
て
巨
万
の
富
を
築
き
上

げ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
長
に

共
和
党
（
の
ち
に
無
所
属
に
）

か
ら
出
馬
し
当
選
、
２
０
０
２

か
ら
２
０
１
３
年
ま
で
務
め

た
。

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
元
Ｎ
Ｙ
市
長

母
校
に
18
億
ド
ル
寄
付

グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
は

12
日
か
ら
、
毎
年
恒
例
の
催
し

「
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
・

ホ
リ
デ
ー
・
フ
ェ
ア
」
を
開
催

し
て
い
る
。

ヴ
ァ
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
・
ホ
ー

ル
に
は
、
芸
術
家
の
作
品
や
雑

貨
、
ペ
ッ
ト
用
品
、
写
真
、
衣

類
な
ど
を
販
売
す
る
店
が
今
年

は
40
店
並
ぶ
。
ま
た
、
12
月
17

日
（
月
）
か
ら
24
日
（
月
）
ま

で
は
、
メ
イ
ン
コ
ン
コ
ー
ス
で

同
駅
を
象
徴
す
る
十
二
宮
図
柄

の
包
装
紙
を
使
っ
た
ラ
ッ
ピ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す
る
。

ま
た
駅
構
内
の
Ｎ
Ｙ
交
通
博

物
館
で
は
、
今
年
で
17
回
目
と

な
る
鉄
道
模
型
の
ホ
リ
デ
ー
・

ト
レ
イ
ン
・
シ
ョ
ー
を
開
催

中
。
リ
オ
ネ
ル
社
製
の
模
型
列

車
が
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
摩
天

楼
な
ど
を
通
る
２
階
建
て
Ｏ
字

型
線
路
を
走
行
す
る
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.g
ran
dcen

tralter-
m
inal.com

を
参
照
。

駅に歳末商戦
グランドセントラル駅

ホリデーフェア盛況

■
12
月
３
日
（
月
）
　

「
次
の
金
融
危
機
は
近
づ
い
て

い
る
の
か
？
」

連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ

Ｒ
Ｂ
）
元
副
議
長
の
ア
ラ
ン
・

ブ
ラ
イ
ン
ダ
ー
氏
と
、
英
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
紙

米
国
版
編
集
長
の
ジ
リ
ア
ン
・

テ
ッ
ト
氏
を
迎
え
た
対
談
「
次

の
金
融
危
機
は
近
づ
い
て
い
る

の
か
？
」
が
12
月
３
日
（
月
）

午
後
１
時
か
ら
、
ジ
ャ
パ
ン
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
（
東
47
丁
目
３
３

３
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
住
宅
ロ
ー
ン

問
題
を
発
端
と
し
た
前
回
の
世

界
金
融
危
機
か
ら
10
年
が
経
過

し
た
い
ま
。
世
界
経
済
の
現
状

と
次
の
金
融
危
機
が
発
生
す
る

可
能
性
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

参
加
費
は
一
般
65
ド
ル
（
昼

食
＆
講
演
）
、
20
ド
ル
（
講
演

の
み
）
。
法
人
会
員
は
無
料
。

■
12
月
５
日
（
水
）
　

「
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
と
日

本
へ
の
影
響
」

討
論
会
「
米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
命
と
日
本
へ
の
影
響
」
が
12

月
５
日
（
水
）
午
後
６
時
30
分

か
ら
ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

（
東
47
丁
目
３
３
３
番
地
）
で

開
催
さ
れ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
界
の
専
門
家
を

招
聘
し
、
米
州
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
イ
ン
フ
ラ
と
日
本
へ

の
影
響
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ス
ピ
ー
カ
ー
は
マ
ジ
ェ
ッ
ド
・

リ
マ
ム
氏
（
ポ
ー
テ
ン
＆
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
社
米
州
Ｌ
Ｎ
Ｇ
＆
天

然
ガ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
担

当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
、
ギ
ル
バ

ー
ト
・
ポ
ー
タ
ー
氏
（
ヘ
イ
ン

ズ
＆
ブ
ー
ン
社
パ
ー
ト
ナ
ー
）
、

サ
リ
ム
・
サ
マ
ハ
氏
（
グ
ロ
ー

バ
ル
・
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
社
パ
ー

ト
ナ
ー
）
。
司
会
は
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ン
・
キ
セ
イ
ン
氏
（
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
大
学
教
授
）
。
討
論
会

後
は
質
疑
応
答
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
る
。

参
加
費
は
一
般
20
ド
ル
。
法

人
会
員
は
無
料
。

両
セ
ミ
ナ
ー
と
も
、
参
加
申

し
込
み
は
電
話
２
１
２
・
７
１

５
・
１
２
０
８
、
Ｅ
メ
ー
ル

register@
japansociety.or

g

ま
で
。

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

w
w
w
.japansociety

.org

を

参
照
。

ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
セ
ミ
ナ
ー

ア
メ
リ
カ
ン
航
空
は
６
日
、

ナ
ッ
ツ
・
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

乗
客
が
座
席
付
近
を
拭
き
、
ア

レ
ル
ギ
ー
性
物
質
と
の
接
触
を

避
け
ら
れ
る
よ
う
、
他
の
乗
客

よ
り
も
早
く
搭
乗
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
12
月
12
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

今
年
３
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在

住
の
母
親
が
、
致
命
的
な
ア
レ

ル
ギ
ー
症
状
を
起
こ
し
た
息
子

に
乗
務
員
が
十
分
な
対
応
を
怠

っ
た
と
し
て
ア
メ
リ
カ
ン
航
空

を
告
訴
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ

ン
航
空
が
こ
の
ほ
ど
米
運
輸
省

と
更
新
し
公
表
し
た
航
空
サ
ー

ビ
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
と
、

米
国
人
の
約
１
５
０
０
万
人
が

食
品
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い

る
と
い
う
。

ナ
ッ
ツ
ア
レ
ル
ギ
ー

Ａ
Ａ
航
空
対
応

https://www.slidemethod.com/
http://www.abps-us.org/
http://jweeklyusa.com
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税
法
上
、
米
国
居
住
者
が
日

本
か
ら
受
け
取
る
退
職
年
金
そ

の
他
こ
れ
に
類
す
る
国
民
年

金
、
厚
生
年
金
、
保
険
年
金
な

ど
の
給
付
金
に
対
し
て
は
、
本

人
の
居
住
国
で
あ
る
米
国
に
お

い
て
の
み
課
税
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
〈
日
米
租
税

条
約
第
17
条
〉
。
同
様
に
、
日

本
居
住
者
が
米
国
か
ら
受
け
取

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
手
当
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン
、
そ
の
他
の
給
付
金
は
、

本
人
の
居
住
国
日
本
に
お
い
て

の
み
課
税
さ
れ
ま
す
。
退
職
年

金
と
は
、
過
去
の
勤
務
に
関
連

し
、
提
供
し
た
役
務
に
対
す
る

対
価
と
し
て
、
ま
た
は
受
け
た

障
害
に
対
す
る
補
償
と
し
て
退

職
後
ま
た
は
死
後
に
行
わ
れ
る

定
期
的
給
付
を
い
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
日
米
双
方
の
国
で
そ

れ
ぞ
れ
の
国
内
法
に
基
づ
い
て

支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
を
意
味

し
て
い
ま
す
。
ま
た
保
険
年
金

と
は
、
過
去
の
役
務
提
供
の
対

価
で
は
な
い
が
、
適
正
か
つ
十

分
な
対
価
に
応
ず
る
給
付
を
行

う
義
務
に
従
い
、
終
身
ま
た
は

特
定
の
期
間
中
に
定
期
的
に
支

払
わ
れ
る
所
定
の
金
額
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

年
金
給
付
を
海
外
に
送
る

際
、
日
本
で
は
20
％
、
米
国
で

は
30
％
の
源
泉
徴
収
税
を
差
し

引
か
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

源
泉
徴
収
を
回
避
す
る
た
め
に

は
、
然
る
べ
き
申
請
を
し
て
お

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
間
違
え

て
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
は
、

還
付
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
還

付
さ
れ
ま
す
。

（
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
）

年
金
に
か
か
る
税
金

696

戦後生まれの世代はBaby Boomer Generation、次に
Generation X、そしてMillenial（Generation Yとも言う）。今、
脚光を浴びてきたのが、Generation Z、略してGen Zです。90年
代半ばから2010年頃に生まれたこの世代は、アメリカ人口の4分
の1を超える規模を誇ります。

物心ついた頃からスマホと遊ぶGen Zは、正にDigital Nativeで、友人たちと
InstagramやSnapchat などのSNSで常に繋がっている若者たちです。彼らはテレビや
新聞よりも、SNSを介して情報を得るのが普通です。
多文化主義（Multi-culturalism）と多様性（Diversity）という言葉と共に育ってき

たGen Zは、一人一人の個性を重要視するようで、人種や性的少数派への差別を、年上
の世代より強く拒否するとの調査結果があります。
Gen Zが社会を主導して行く2045年ごろには、白人が少数派になることが予想されて

います。成長するGen Zが、アメリカ社会を寛容なものにし、分断を抑える力となれる
のか。それを期待する声が既に聞かれるようになってきました。

（旦 英夫／ニューヨーク州弁護士）

Gen Z Z世代

【145】

米語
Watch

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
内
で
は
数
少
な

く
な
っ
た
男
性
限

定
の
会
員
制
ク
ラ

ブ
の
ひ
と
つ
「
フ

レ
ン
ド
リ
ー
・
サ

ン
ズ
・
オ
ブ
・
セ

ン
ト
・
パ
ト
リ
ッ

ク
」
は
２
日
、
来

年
３
月
の
記
念
ガ

ラ
に
女
性
の
参
加

を
認
め
る
、
と
い

う
文
書
を
会
員
宛

て
に
送
っ
た
。

１
７
７
１
年
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
人
移

民
の
た
め
に
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に

創
立
し
た
同
ク
ラ
ブ
に
は
、
名

誉
会
員
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
ワ
シ
ン

ト
ン
を
は
じ
め
、
革
命
戦
争
で

闘
っ
た
英
雄
や
大
陸
会
議

の
代
表
者
た
ち
が
名
を
連

ね
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支

部
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
銀

行
の
創
始
者
ダ
ニ
エ
ル
・

マ
コ
ー
ミ
ッ
ク
氏
が
１
７

８
４
年
に
設
立
し
た
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
本

部
は
２
０
１
６
年
、
当
時

の
ア
ン
・
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
大
使

を
名
誉
会
員
と
し
、
以
降

女
性
会
員
の
入
会
を
認
め

て
い
る
。
同
ク
ラ
ブ
の
ケ

ヴ
ィ
ン
・
ル
ー
ニ
ー
会
長

は
会
員
に
向
け
「
来
年
の

聖
パ
ト
リ
ッ
ク
ス
・
デ
ー

記
念
祝
典
に
は
、
夫
人
や

姉
妹
、
娘
、
母
親
、
叔
母
、
姪
、

従
姉
妹
を
招
待
す
る
こ
と
を
奨

励
す
る
」
と
伝
え
て
い
る
。

初
の
女
性
会
員
を
承
認

NYの男性限定クラブ

Ｎ
Ｙ
州
都
市
交
通
局

グ
ラ
セ
ン
駅
を
買
収

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
都
市
交
通

局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
の
財
政
委
員
会

は
15
日
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ

ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
メ
ト
ロ
ノ

ー
ス
鉄
道
お
よ
び
ハ
ド
ソ
ン
鉄

道
を
、
保
有
会
社
の
ミ
ッ
ド
タ

ウ
ン
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ヴ
ェ
ン

チ
ャ
ー
ズ
か
ら
３
５
０
０
万
ド

ル
で
買
収
す
る
計
画
を
承
認
し

た
。同

駅
は
１
９
１
３
年
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
セ
ン
ト
ラ
ル
鉄
道

社
が
開
設
し
、
現
在
は
１
日
平

均
約
75
万
人
が
利
用
し
て
い
る
。

Ｍ
Ｔ
Ａ
が
不
動
産
を
所
有
す
る

こ
と
は
今
回
が
初
め
て
で
、
同

駅
の
２
８
０
年
間
の
賃
貸
借
契

約
に
終
止
符
が
打
た
れ
る
。
ジ

ャ
ノ
・
リ
ー
バ
ー
Ｍ
Ｔ
Ａ
最
高

開
発
責
任
者
は
買
収
に
関
し

「
今
後
２
７
０
年
間
賃
貸
料
を
支

払
い
続
け
て
い
く
べ
き
か
検
討

し
て
い
た
が
、
所
有
者
か
ら
50

万
ド
ル
の
値
引
き
の
提
示
が
あ

っ
た
の
と
同
時
に
、
金
利
環
境

の
好
条
件
が
重
な
っ
た
。
同
ト

ラ
ン
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
で
Ｍ
Ｔ
Ａ

は
、
将
来
的
に
高
質
な
公
共
交

通
指
向
型
開
発
（
Ｔ
Ｏ
Ｄ
）
を

目
指
し
、
２
鉄
道
の
開
発
権
を

管
理
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
話

し
て
い
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｐ
Ｎ
の
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス

ト
「
30
・
フ
ォ
ー
・
30
」
は
、

12
月
３
日
（
月
）
午
後
７
時
30

分
か
ら
９
時
30
分
ま
で
日
本
ク

ラ
ブ
（
西
57
丁
目
１
４
５
番
地
）

で
、
日
本
野
球
界
か
ら
Ｍ
Ｌ
Ｂ

へ
の
道
を
切
り
開
い
た
野
茂
英

雄
氏
の
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
の
製
作
を
記
念
し

た
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
・
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
。

出
演
は
「
30
・
フ
ォ
ー
・
30
」

司
会
者
ジ
ョ
デ
ィ
・
ア
ビ
ガ

ン
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
ム
ス
カ
ト
、
野
茂

氏
の
前
弁
護
士
で
現
在
は
Ｎ
Ｙ

ヤ
ン
キ
ー
ス
の
ア
シ
ス
タ
ン

ト
・
ジ
ェ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
を
勤
め
る
ジ
ー
ン
・
ア
フ
タ

ー
マ
ン
ほ
か
。
今
月
６
日
に
公

開
さ
れ
、
「T

he
L
oophole

（
抜
け
道
）
」
と
題
さ
れ
た
こ
の

ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
は
、
１
９
９

５
年
に
野
茂
氏
が
30
年
来
誰
も

成
し
遂
げ
な
か
っ
た
メ
ジ
ャ
ー

へ
の
転
身
を
図
っ
た
軌
跡
を
辿

る
。
野
茂
氏
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

は
、
日
本
野
球
界
で
の
キ
ャ
リ

ア
に
リ
ス
ク
を
負
い
な
が
ら

も
、
法
的
、
文
化
的
障
壁
を
乗

り
越
え
る
計
画
を
策
定
。
ポ
ッ

ド
キ
ャ
ス
ト
で
は
、
野
茂
氏
が

ど
の
よ
う
に
メ
ジ
ャ
ー
へ
の
道

を
切
り
拓
き
、
「
ノ
モ
マ
ニ
ア
」

旋
風
を
起
こ
し
、
日
米
の
野
球

を
変
え
た
の
か
、
そ
の
真
実
に

迫
る
。
ポ
ッ
ド
キ
ャ
ス
ト
は

30for30Podcasts.com
/th

e-loophole

よ
り
ア
ク
セ
ス
可

能
。
開
場
後
30
分
の
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
で
は
お
つ
ま
み
と
飲
み
物

が
振
る
舞
わ
れ
、
パ
ネ
ル
ト
ー

ク
後
に
は
質
疑
応
答
も
予
定
。

参
加
費
は
５
ド
ル
、
ウ
ェ
ブ

30for30podcasts.com
/ev

ents

か
ら
。
定
員
に
達
し
次
第

受
付
終
了
。

12月3日

日本クラブでポッドキャスト記念イベント

野
茂
英
雄
の
レ
ガ
シ
ー

http://www.terailaw.com
http://www.rostamilaw.com
https://hls-global.com
http://www.hkateadvisors.com
https://michaeldunnlaw.com
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LIVING in USA
米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察するNYライフスタイル

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
は
、
今
や
ミ

レ
ニ
ア
ル
世
代
を
中
心
に
ト
レ

ン
デ
ィ
な
居
住
地
、
米
国
中
や

世
界
中
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

に
来
る
人
の
憧
れ
の
地
だ
。
か

つ
て
の
「
怖
い
」
と
い
う
ス
テ

レ
オ
タ
イ
プ
イ
メ
ー
ジ
は
払
拭

さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

エ
リ
ア
に
よ
っ
て
雰
囲
気
も
治

安
も
が
ら
り
と
変
わ
る
。

近
年
、
比
較
的
家
賃
な
ど
安

価
で
治
安
も
よ
く
、
庶
民
的
で

人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
の
が
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
南
西
部
、
海
に

面
し
た
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク
。

も
と
も
と
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

系
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の
移
民
が

住
ん
で
い
た
が
、
こ
こ
数
十
年

で
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
や
中
国
系

移
民
が
急
増
し
、
庶
民
的
な
住

宅
街
と
な
っ
て
い
る
。
　

歴
史
的
町
並
み
が
美
し
く
学

校
区
と
し
て
も
評
価
の
高
い
パ

ー
ク
ス
ロ
ー
プ
へ
も
近
く
、
隣

接
す
る
広
大
な
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ

ド
墓
地
は
緑
が
多
く
、
さ
わ
や

か
な
空
気
が
送
り
込
ま
れ
る
。

地
区
名
に
な
っ
た
公
園
「
サ
ン

セ
ッ
ト
パ
ー
ク
」
は
大
き
く
な

い
が
歴
史
が
あ
り
、
小
高
い
丘

で
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
の
摩
天
楼
や
自
由
の
女
神

が
見
渡
せ
、
地
域
住
民
の
憩
い

の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
や
ブ
ラ

イ
ト
ン
ビ
ー
チ
な
ど
の
海
辺

に
も
近
く
、
地
下
鉄
や
バ
ス

の
便
も
よ
い
。
８
番
街
は

「
八
大
道
」
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン

が
約
20
ブ
ロ
ッ
ク
続
き
、
５

番
街
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系

の
住
民
が
多
く
、
買
い
物
も

便
利
。

注
目
ス
ポ
ッ
ト
、
大
型
集

合
施
設
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
シ

テ
ィ
ー
に
24
日
に
は
ジ
ャ
パ

ン
タ
ウ
ン
も
オ
ー
プ
ン
す
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
と
を
結
ぶ
Ｎ

Ｙ
Ｃ
フ
ェ
リ
ー
で
の
交
通
も
便

利
で
、
さ
ら
に
住
み
や
す
い
エ

リ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
　

街はホリデーシーズンの飾りや電飾で華
やぐこの季節、家にもクリスマスツリーを置
いて森林のアロマを楽しみたい。しかし、キ
リスト教徒ではないし、部屋も狭いし…とい
う人におすすめなのが、生木のリース
(Wreath)。手作りするのも楽しいが、街角の
クリスマスツリー屋さんで買ったり農園直送
のオンライン販売を利用することもできる。　　　　
ワシントン州にあるリンチグリーク農園で

は、さまざまなリースを製造販売している。
写真は、同農園の商品の中で最も一般的な「トラディッショナル・レッド」。
地上配送なら無料。Traditional Red $45.95
www.lynchgreekwreaths.com Tel:�888-426-0781

沿
線
紹
介
　
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー
ク

農園から直送 フレッシュリース

コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ
チ
は
、
閑
静
な
高
級
住
宅
地

と
し
て
有
名
で
、
町
民
用
ゴ
ル
フ
場
と
ビ
ー
チ
３
か
所
、
島
も

所
有
し
て
お
り
町
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
が
素
晴
ら
し
い
。
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
に
通
勤
す
る
の
に
も
メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
の
ニ
ュ
ー

ヘ
ブ
ン
・
ラ
イ
ン
で
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
ま
で
約
50
分
弱
。

教
育
水
準
も
高
く
、
全
日
制
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
も

こ
の
町
の
行
政
区
に
あ
る
。
写
真
の
家
は
、
１
９
６
６
年
に
建

築
さ
れ
た
ラ
ン
チ
ハ
ウ
ス
タ

イ
プ
の
３
寝
室
７
部
屋
の
一

戸
建
て
賃
貸
住
宅
。
床
の
リ

フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
も
終
わ
り
、

キ
ッ
チ
ン
の
冷
蔵
庫
な
ど
ア

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
ど
は
す
べ

て
ス
テ
ン
レ
ス
製
に
取
り
替

え
ら
れ
、
３
つ
あ
る
バ
ス
ル

ー
ム
の
う
ち
２
つ
は
改
装
済

み
。
キ
ッ
チ
ン
も
明
る
く
、

リ
ビ
ン
グ
に
は
暖
炉
が
あ

り
、
外
庭
に
通
じ
る
デ
ッ
キ

が
あ
る
。
天
井
に
近
い
壁
に

窓
が
つ
い
て
い
て
い
る
の
で

室
内
全
体
が
明
る
い
雰
囲

気
。
広
さ
は
１
７
９
８
平
方

フ
ィ
ー
ト
で
２
台
駐
車
可
能

な
ガ
レ
ー
ジ
が
あ
る
。
来
客

や
、
親
、
知
人
、
親
戚
な
ど

の
宿
泊
滞
在
の
部
屋
の
確
保

も
問
題
は
な
い
。
家
賃
は
月

額
５
０
０
０
ド
ル
。
敷
金
は

２
か
月
分
。
　
問
い
合
わ
せ

は
荘
園
不
動
産
・
古
旗
（
こ

ば
た
）
修
さ
ん

電
話
９
１
４
・
９
２
１
・
１

６
１
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

info@
shoenrealty

.com

（
写
真
提
供
・
荘
園
不
動
産
）

グ
リ
ニ
ッ
チ
の
賃
貸
住
宅

森林のアロマを楽しむ

http://brooklyntime.net
https://www.mtckitchen.com
https://interiordesigncrafted.com/
http://kiku-ny.com
https://www.suhakobi.com
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http://www.sumitomo-ny.com
http://www.taichirealty.com
http://www.startsnewyork.com
http://newyork-apartment-realestate.com
http://www.nikkeius.com
https://www.redacinc.com/
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New Okinawa Prefectural
Governor Denny Tamaki made his
first visit to the United States since
his election on October 4, 2018 (he
visited the United States on three
occasions when he was a congress-
man between 2009 and 2018) and
gave a speech at N.Y.U. (New York
University) on November 11 under
the title, “Power of Diversity and
Pride of Democracy.” In front of
Okinawan residents in America and
American citizens, he criticized the
Japanese government in enforcing
its policy to build a new American
military base at Henoko District in
Nago City, Okinawa.

He decided to make a speech in
the highly diversified city of New
York in order to discuss the power
of diversity and democracy in
Okinawa. In his speech, he stated,
“Okinawa has been struggling with
the American military base issue for
73 years after the War. We cannot

back up the construction of a new base
at Henoko, Nago City. Now I am the
new governor, and the Japanese media
is watching out for what sort of steps
could be taken to stop this new base
construction. I wish that the citizens of
Japan and the United States take this as
a guideline for their future actions, not
just seeking a solution in Okinawa.”
He further mentioned, “This conflict is
not an ideological argument from the
viewpoint of anti-American sentiment
or anti-bases. We simply do not need
another base; that is the real voice of
Okinawans living there.” He detailed
the current issue of the new base con-
struction at Henoko, Okinawa. The gist
of his speech is as follows:

“ The present population of
Okinawa Prefecture is 1,450,000. It
enjoys a strong economy mainly with
its tourist industry that rivals that of
Hawaii. The base-related income is just
4.5% of the total prefectural income.
Although the area of Okinawa is only
0.6% of the total area of Japan, 70.3%
of the exclusive American military
bases in Japan are concentrated there.
Despite its overwhelming concentra-
tion, the Japanese government is trying
to force a new base construction at
Henoko. 60 to 70% of Okinawans

oppose it. I do not demand the imme-
diate closure of all American bases as
a political issue; I oppose a further
burden on Okinawans due to the con-
struction at Heneko. We support the
United States-Japan Security
Arrangement. This is our dilemma;
the government presses that dilemma,
taking it for granted. If Japan is a
democratic nation, Japan should face
this dilemma and make efforts to
resolve it between the government and
the people regarding the American

base issue. As long as Okinawa has
this dilemma, Okinawans say that it is
impossible to solve the democracy
issue of Japan without solving the
issue of Okinawa. On August 31,
Okinawa Prefecture cancelled the
landfill work approval for a new base
at Henoko. The government then nul-
lified the cancelling under the
Administrative Appeal Act. It means
that the government exercised its
authority as a private entity, twisting
the law. I am critical about this,

because it is not an action for a law-
abiding nation to take. The govern-
ment even applies the exception
clause of the law to enforce Okinawa
to have another American base. The
United States is the other party
involved. Okinawa Prefecture wishes
to hold a tripartite meeting among
Japan, the United States and Okinawa.
The United States simply treats the
issue as irrelevant to them, saying that
it is an internal affair of Japan. If
Okinawa complains to the United
States, it is conveyed to the Japanese
government, and the Japanese govern-
ment cuts off Okinawa under the
Japan-United States Status of Forces
Agreement. The base issue is then
erased as if there were no voice of the
people. No politician either in Japan
or the United States listens to the
voice of Okinawans concerning the
issue of the American military base.
Under these circumstances, how can
Okinawans raise their voices? Both
Japan that builds the base and the

United States that uses it are the
parties involved. Where can we
deliver the voice of Okinawans?
How can Okinawans define what
democracy should be? How can we
Okinawans realize our desire to
share the dignity of democracy with
the United States? Dignity is very
precious. The government should
seriously meet with Okinawa. It
would be like opening the pandora’s
box of Asian security if Okinawa is
neglected. As a prefectural gover-
nor, I strongly urge the United
States to respect the voice of the
people living in the Okinawan com-
munity. Japan is one of the most
important allies for the United
States. But, the United States is tak-
ing a stance to kick out democracy
from Okinawa. Security is not an
ideological issue; it is a matter of
reality.” 
(Article and Photograph by Ryoichi
Miura/Translated by Kunio
Shimura)                    

https://www.yomiuri-info.jp/daily_yomiuri/nys/

“Power of Diversity and 
Pride of Democracy”

New Okinawa Governor Denny Tamaki
Criticizes Governments at N.Y.U.

Opera Pomme Rouge presented a
novel production of The Diary of
Anne Frank from November 1 to 4 at
the Producers Club Theater in
Midtown. 

The General Director of this com-
pany, Anna Etsuko Tsuri, directed
this monodrama as a magical fusion
of animation and opera with her cut-
ting-edge ideas. Music Director
Ishmael Wallace’s live accompani-
ment and lead soprano Kate

Fruchterman’s beautiful voice and
acting finesse expressed a remarkable
range of emotions: an average day in
a girl’s life, the fear of being discov-
ered by the Gestapo, the terror of the
prospect of concentration camps and
the desire to be a part of a better
future. Projection Designer Yuriko
Katori’s 2,000 animations made a
great impact on this production. All
the words of the show were projected
in the animation, designed as if the
audience were watching Anne write
the diary throughout the entire per-
formance, creating a true people’s
opera. 
(Article by Kaoru Komi/Photo and
Translated by Opera Pomme Rouge)

The Diary of Anne Frank
on Innovative Stage with

Impact of Animated Space

Advertisement ●Focusing historical issue from the overseas point of view chapter 22

The Japanese government paid one
billion yen twice to the government of South
Korea as a reparation for the former “Comfort
Women.” However, the Korean government
keeps condemning the Japanese government
and saying that Japan has never officially
apologized or paid any reparations to former
“Comfort Women.” The Korean government
furthermore has appealed to the Human
Rights Committee of the United Nations and
allowed former “Comfort Women” to talk
about their experience at the meetings of the
Human Rights Committee of the United
Nations. All of them who appeared at the
meetings of the Human Rights Committee
insisted that their experience was almost
comparable to the “Holocaust.” Furthermore,
on July 30th of this year, a ceremony was
held in Glendale, California to commemorate
the 5th anniversary of the “Comfort Women”
statue in the park.

According to the KAFC (Korean
broadcasting company), Akira Chiba,
Japanese Consul-General in Los Angeles,
California, requested the influential members
of the City Council to help remove the statue
of “Comfort Women” from the public space.
However, those members of the City Council

revealed their firm resolve not to remove the
statue. Consul General Chiba also visited the
Mayor of Los Angeles with some Japanese
scholars and explained that the story of
“Comfort Women” is completely fabricated.
In order to promote good relations, Consul-
General Chiba made arrangements to invite a
garden architect from Japan for repair work at
the Japanese Garden in Los Angeles. In April
2018, Consul General Chiba co-hosted a
“Cherry Blossom Festival” along with the
Mayor of Los Angeles. Thus, he has been try-
ing to promote good relations between Japan
and the City of Los Angeles, but it seemed to
be difficult to persuade the Council members
to remove the “Comfort Women” statue. 

On December 13, 2017, Osaka City
had decided to dissolve its Sister City rela-
tionship with the City of San Francisco. In
terminating the agreement, he insisted that
“to record the one-sided and untrustworthy
assertion as the real historical fact does not
only distort the real history but also smears
the good relations between our two coun-
tries.” Mayor Lee of San Francisco who was
a Korean-American suddenly passed away on
December, 2017. Therefore, the dissolution
of the “Sister City” relationship was post-
poned and officially notified to the new

mayor in October 2018 after the Mayoral
election. 

On August 15 and 17 of this year
2018, the Human Rights Committee of the
United Nations decided to take up such sub-
jects as “Ainu,” “Okinawa,” “Koreans who
live in Japan” and “Comfort Women.” The
representatives of the Japanese Government
headed by Masato Otaka, Director General of
the Foreign Policy Bureau, Ministry of
Foreign Affairs, explained the present status
of those subjects, and he received fairly good
comments from the members of the commit-
tee about each subject, except for “Comfort
Women.” Some members of the Committee
insisted that the issue of “Comfort Women”
still has to be examined further. There is
much evidence that the story of “Comfort
Women” has been told plausibly. However,
since the Japanese government paid a large
amount of indemnity twice to former
“Comfort Women,” most Committee mem-
bers firmly believe that “Comfort Women”
were abducted and forced to be sex slaves by
the Japanese military. It was a vital mistake
by the Japanese government to pay indemnity
without a correct description that 70 years
ago the brothels were approved as commer-
cial activities both in Japan and Korea. Even

though the ways of handling this matter by
the Japanese government were awkward, the
Korean government shamelessly distorts and
fabricates the facts of “Comfort Women” on
the international stage and keeps asking for
indemnity.  

On September 22, 2017, the
“Coalition of Justice for Comfort Women”
commemorated the first anniversary of the
statue. Some members insisted that the pur-
pose of this ceremony is to remember those
women who were forced to be sexual slaves
by the Japanese military. This is good evi-
dence that those who are urging to build the
statue of “Comfort Women” are completely
ignorant about the history of Asian countries.
The statue, which has been approved by the
San Francisco City Council, was built at St.
Mary’s Park. 

I am shocked and disappointed by
some Koreans and Japanese who live in the
United States and fully believe the allegations
of former “Comfort Women.” They are com-
pletely ignorant about the history of the coun-
try which their parents came from.

Yoko Wiles
Publisher, Potomac Newsletter

Potomac Newsletter

73 Years After World War II, Two Billion Yen Paid by the Japanese Government
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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
で

は
、
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
を
本
紙
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（w
w

w
.n

y
seikatsu.com

）

内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
展

示
作
品
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

対
象
作
品
は
、
絵
画
、
写
真
、

彫
刻
な
ど
平
面
メ
デ
ィ
ア
で
表

現
で
き
る
も
の
で
、
最
大
10
作

品
ま
で
展
示
で
き
、
販
売
も
で

き
ま
す
。
定
員
は
１
０
０
人
。

応
募
規
定
詳
細
は
次
の
通
り
。

◇

《
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ
リ
ー

応
募
規
定
》

■
募
集
対
象：

本
紙
で
過
去
に

記
事
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ま
た

は
将
来
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個

展
開
催
や
グ
ル
ー
プ
展
参
加
を

希
望
す
る
作
家
。
日
本
を
含
む

米
国
外
居
住
者
も
受
け
付
け

る
。
■
展
示
作
品：

絵
画
、
写

真
、
彫
刻
（
写
真
）
な
ど
平
面

で
表
現
で
き
る
画
像
と
し
て
最

大
10
点
ま
で
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

（
日
本
語
と
英
語
）
、
作
家
の
顔

写
真
、
作
家
の
ブ
ロ
グ
、
Ｈ
Ｐ

も
記
載
。
■
展
示
期
間：

１
年

間
。
更
新
可
能
（
更
新
時
に
作

品
の
入
れ
替
え
が
可
能
で
す
）

■
掲
載
料：

年
間
２
０
０
ド

ル
。
■
販
売
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン：

２
割
。
■
掲
載
後
の
作
品
の
入

れ
替
え
料：

１
作
品
に
つ
き
手

数
料
20
ド
ル
。

■
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ：

電
話
２
１
２
・
２
１
３
・
６
０

６

９

、

Ｅ

メ

ー

ル

m
iura@

nyseikatsu.com

（
担
当
・
三
浦
）
ま
で
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

多摩美大同窓会と仲間たち

Love, Family and Friends展
12月4日からNY総領事館広報センター

多
摩
美
術
大
学
の
同
窓
生
と

そ
の
仲
間
た
ち
に
よ
る
展
覧
会

「

L
ov

e, 
F

am
ily

an
d

F
rien

d
s

」
展
が
12
月
４
日

（
火
）
か
ら
19
日
（
水
）
ま
で
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館

18
階
広
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
パ
ー

ク
街
２
９
９
番
地
）
で
開
催
さ

れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
区
在

住
と
日
本
在
住
の
同
大
同
窓
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
13
人
と
そ
の
仲
間

５
人
に
よ
る
合
同
展
で
、
絵
画

と
映
像
で
開
催
す
る
。

同
展
を
主
催
す
る
多
摩
美
術

大
学
校
友
会
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ク

ラ
ブ
は
今
年
で
15
周
年
を
迎

え
、
現
在
会
員
が
１
０
０
人
を

超
え
る
規
模
と
な
っ
て
い
る
。

同
ク
ラ
ブ
代
表
幹
事
の
越
光
桂

子
さ
ん
は
「
よ
り
よ
い
世
界
を

築
く
た
め
に
最
も
大
切
な
も

の
、
当
企
画
の
根
底
に
流
れ
る

友
愛
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
私
た
ち

の
ア
ー
ト
か
ら
感
じ
取
っ
て
も

ら
え
た
ら
」
と
話
し
て
い
る
。

参
加
作
家
は
、
越
光
桂
子
、

及
川
ひ
ろ
み
、
山
本
あ
き
こ
、

キ
ム
・
ミ
ジ
ュ
ン
、
ト
シ
コ
・

ニ
シ
カ
ワ
、
松
尾
明
子
、
イ
・

ス
ン
ジ
ン
、
ペ
ク
・
リ
ョ
ク
ヒ

ュ
ン
、
安
井
雪
絵
、
堀
井
清
孝
、

白
石
順
子
、
上
田
優
子
、
飯
塚

国
雄
、
三
浦
良
一
、
植
山
慎
太

郎
、
松
窪
英
二
、
鈴
木
ま
り
こ
、

小
林
健
。

開
館
時
間
は
午
前
９
時
30
分

か
ら
午
後
４
時
。
週
末
は
休
館
。

入
館
す
る
た
め
の
身
分
証
明
書

の
提
示
が
必
要
。
詳
細
は

w
w

w
.tam

abiny.com

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
写
真

家
３
人
が
日
常
生
活
で
出
会
う

非
凡
な
一
瞬
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
で
と
ら
え
た
「
あ
る
日
の
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
展
が
12
月
４
日

（
火
）
か
ら
22
日
（
土
）
ま
で
、

ソ
ー
ホ
ー
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ

ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ブ
ロ

ー
ド
ウ
エ
ー
５
５
２
番
地
４
０

１
号
、
ブ
ザ
ー
＃
９
）
で
開
催

さ
れ
る
。

６
回
目
と
な
る
今
年
は
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
主
宰
の
マ
ッ
ク
ス

藤
島
、
ひ
ゃ
く
だ
か
ず
こ
の
シ

リ
ー
ズ
作
品
に
加
え
、
建
築
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
小
島
龍
史
が
静
と

動
の
二
局
面
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
表
情
を
と
ら
え
た
ス
ト
リ

ー
ト
写
真
を
発
表
す
る
。
ま
た

同
時
期
に
ス
ペ
ー
ス
Ⅱ
で
即
売

方
式
に
よ
る
版
画
グ
ル
ー
プ
展

「PR
IN

T
S

O
N

B
'D

W
A

Y

」

が
開
催
さ
れ
る
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
火

〜
土
曜
の
午
前
11
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
。
日
・
月
休
廊
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

４
日
（
火
）
午
後
６
時
か
ら
８

時
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル

info@
gallerym

axny.com

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

gallerym
axny.com

を
参
照
。

「
あ
る
日
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
写
真
展

ギャラリーMAXニューヨーク
12月4日から22日

写真3人合同展

あ
な
た
の
ア
ー
ト
作
品
を

本
紙
ウ
ェ
ブ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

展示作品受け付け開始

ウェブギャラリー展示紹介例 www.nyseikatsu.com

小
島
龍
史

マックス藤島

ひゃくだかずこ

https://carnegiehall.org/
https://www.onlyjapan.net/
http://www.suzukishokudo.com/
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第
１
回
ニ
ッ
ポ
ン
・
ア
メ
リ

カ
・
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
映
画
祭

（
共
催
・
マ
ー
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
よ
み
タ
イ
ム
、
Ｒ
Ｈ+

）

が
16
、
17
の
両
日
、
イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
の
「
ア
ン
ソ
ロ
ジ

ー
・
フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
」
で
開
催
さ
れ
た
。
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
や
実
在
の
人
物
や

出
来
事
を
テ
ー
マ
に
し
た
５
作

品
が
上
映
さ
れ
た
。
上
映
作
品

は
「
ま
っ
白
の
闇
」
（
内
谷
正

文
監
督
）
＝
写
真
＝
、
「
凍
蝶

圖
鑑
（
い
て
ち
ょ
う
ず
か
ん
）
」

（
田
中
幸
夫
監
督
）
、
「
ハ
ー
フ
」

（
西
倉
め
ぐ
み
、
高
木
ラ
ラ
監

督
）
、
「
草
間
彌
生
わ
た
し
大
好

き
」
（
松
本
貴
子
監
督
）
、
「
デ

ン
サ
ン
」
（
金
森
正
晃
監
督
）
。

「
ま
っ
白
の
闇
」
は
ニ
ュ
ー

ヨ

ー

ク

で

一

人

体

験

劇

「A
D
D
IC
T
IO
N

今
日
一
日
を

生
き
る
君
」
で
２
回
舞
台
披
露

し
た
内
谷
監
督
に
よ
る
薬
物
依

存
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
を

映
画
化
し
た
も
の
で
、
日
本
公

開
に
先
駆
け
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
プ

レ
ミ
ア
と
な
っ
た
。
米
国
で
は

医
療
目
的
で
の
使
用
か
ら
さ
ら

に
進
ん
で
、
マ
リ
フ
ア
ナ
（
大

麻
）
の
嗜
好
品
と
し
て
の
使
用

が
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
な
ど

米
国
内
の
い
く
つ
か
の
州
で
合

法
化
さ
れ
始
め
て
い
る
。
映
画

の
中
で
「
マ
リ
フ
ア
ナ
は
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
進
む
入
口
」
と
し

て
警
告
す
る
。

上
映
前
に
観
客
に
聞
い
て
み

る
と
「
逮
捕
さ
れ
る
の
が
黒
人

ば
か
り
な
の
で
、
差
別
的
な
逮

捕
を
な
く
す
た
め
に
は
合
法
に

し
た
方
が
い
い
」
と
言
っ
て
い

た
白
人
男
性
は
、
映
画
を
見
た

あ
と
「
マ
リ
フ
ア
ナ
は
使
用
し

過
ぎ
て
死
ぬ
こ
と
は
な
い
。
逮

捕
さ
れ
て
刑
務
所
に
入
っ
て
自

分
を
罪
人
、
犯
罪
者
と
し
て
負

の
刻
印
を
自
ら
押
し
て
し
ま
う

場
所
よ
り
も
、
映
画
の
よ
う
な

ハ
ウ
ス
が
あ
る
と
い
い
」
と
話

し
て
い
た
。
ノ
ル
ウ
エ
ー
か
ら

来
た
と
い
う
ス
コ
ッ
ト
・
ラ
ミ

ン
グ
ト
ン
さ
ん
は
「
素
晴
ら
し

い
映
画
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
人

に
も
っ
と
多
く
見
せ
た
い
作
品

だ
」
と
感
想
。
映
画
監
督
の
香

純
恭
さ
ん
は
「
カ
メ
ラ
ワ
ー
ク

に
頼
ら
な
い
と
こ
ろ
が
良
か
っ

た
」
。
女
優
の
本
田
真
穂
さ
ん

は
「
映
画
の
役
割
、
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
」
と
話

し
て
い
た
。
　
　
　
（
三
浦
）

ガ
ラ
ス
造
形
作
家
の
奥
島
圭

二
の
作
品
展
が
30
日
（
金
）
ま

で
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ

る
和
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
「
マ
カ
リ
」
（
３
番
街
97

番
地
）
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

奥
島
に
と
っ
て
２
年
ぶ
り
２

度
目
と
な
る
同
展
で
は
、
抹
茶

碗
や
茶
器
、
酒
器
や
オ
ブ
ジ
ェ

な
ど
の
ほ
か
、
今
回
の
た
め
に

考
案
し
た
グ
ラ
ス
の
シ
リ
ー
ズ

を
発
表
。
60
点
以
上
を
展
示
・

販
売
し
て
い
る
。
17
日
夜
に
行

わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
は
日
本
で
も
奥
島
の

作
品
を
購
入
し
た
こ
と
の
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
な
ど
多
く
の

フ
ァ
ン
が
訪
れ
、
賑
や
か
に
談

笑
し
て
い
た
。
ま
た
、
茶
道
の

心
得
が
あ
る
奥
島
が
自
身
の
茶

器
を
使
っ
て
来
場
者
に
抹
茶
を

ふ
る
ま
っ
た
。

奥
島
は
、
内
側
に
金
箔
や
銀

箔
を
あ
し
ら
い
、
一
見
ガ
ラ
ス

製
に
は
見
え
な
い
抹
茶
碗
な
ど

の
作
品
に
つ
い
て
、
「
ガ
ラ
ス

の
存
在
感
を
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
落

と
し
て
見
え
て
く
る
ガ
ラ
ス
ら

し
さ
を
出
し
た
。
こ
れ
ら
を
通

し
て
日
本
の
伝
統
文
化
や
茶
の

湯
の
精
神
を
伝
え
て
い
け
た
ら

と
思
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

ガ
ラ
ス
造
形
作
家
・
奥
島
圭
二

マ
カ
リ
で
30
日
ま
で
作
品
展

第
３
回
Ｎ
Ｙ
東
京
藝
大
美

術
・
音
楽
合
同
展
が
29
日
（
木
）

か
ら
12
月
12
日
（
水
）
ま
で
、

天
理
文
化
協
会
（
西
13
丁
目
43

Ａ
番
地
）
で
開
催
さ
れ
る
。

今
回
は
「
現
代
の
日
本
人
ペ

イ
ン
タ
ー
５
人
」
と
題
し
、
油

絵
作
家
を
特
集
す
る
。
出
展
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
は
篠
原
有
司
男
、

澤
野
水
纓
、
大
橋
篤
史
、
秋
好

恩
、
あ
べ
ゆ
か
。
30
日
（
金
）

午
後
６
時
か
ら
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
白
崎
彩

子
（
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
）、
中

川
直
子
（
声
楽
、
ソ
プ
ラ
ノ
）
、

金
澤
恵
之
（
作
曲
）
が
ラ
イ
ブ

演
奏
を
行
う
。

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
金
曜
が
正
午
か
ら
午
後
６
時

ま
で
、
土
曜
が
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
。
問
い
合
わ
せ

は
Ｅ
メ
ー
ルgeidaiex

hibi-
tion@

gm
ail.com

ま
で
。

29
日
か
ら

天
理
文
化
で

第
１
回
ニ
ッ
ポ
ン
・
ア
メ
リ
カ
・
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
ー
映
画
祭

「
ま
っ
白
の
闇
」
に
衝
撃

日
本
ク
ラ
ブ
（
西
57
丁
目
１

４
５
番
地
）
は
、
12
月
13
日

（
木
）
に
俳
人
の
大
高
翔
さ
ん

を
迎
え
て
、
俳
句
教
室
と
句
会

を
開
催
す
る
。

第
１
部
「
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る

俳
句
教
室
」
と
第
２
部
「
俳
句

実
践
教
室
」
。
第
１
部
で
は
俳

句
の
歴
史
、
字
余
り
、
季
語
や

歳
時
記
な
ど
の
基
礎
知
識
を
大

高
さ
ん
が
分
か
り
や
す
く
解

説
。
俳
句
の
本
質
に
つ
い
て

「
感
じ
る
心
」
を
大
切
に
、
基

本
か
ら
実
作
ま
で
を
学
ぶ
。
第

２
部
で
は
「
句
会
」
を
楽
し
む
。

一
人
２
句
ま
で
投
句
し
、
大
高

さ
ん
が
選
句
、
講
評
を
す
る
。

第
１
部
は
午
前
11
時
か
ら
午

後
12
時
30
分
ま
で
、
第
２
部
は

午
後
２
時
か
ら
３
時
30
分
ま

で
。
ど
ち
ら
か
だ
け
参
加
も
可

能
。
参
加
費
は
各
部
ご
と
日
本

ク
ラ
ブ
会
員
15
ド
ル
、
一
般
20

ド
ル
。
参
加
希
望
者
は
、
電
話

２
１
２
・
５
８
１
・
２
２
２
３

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルy
h
on
-

d
a
@
n
ip
p
o
n
c
lu
b
.o
rg

か
ら
申
し
込
み
後
、
11
日
（
火
）

ま
で
に
事
務
局
宛
に
参
加
費
を

郵
送
す
る
。

大高翔
俳句ワークショップ

日本クラブで12月13日

大高翔氏　（撮影：上野照文）

第3回NY
東京藝大

美術・音楽合同展

https://nytoumon.exblog.jp/
http://www.meiseimotors.com
https://www.iace-usa.com


秋
の
里
帰
り
。
日
本
の
紅
葉

と
温
泉
を
楽
し
み
た
く
て
群
馬

県
に
あ
る
水
上
温
泉
を
訪
れ

た
。
東
京
か
ら
は
約
２
時
間
の

ド
ラ
イ
ブ
、
関
越
自
動
車
道
の

水
上
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
お

り
て
ま
ず
は
車
で
20
分
ほ
ど
の

場
所
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
上

越
線
の
土
合
（
ど
あ
い
）
駅
へ

向
か
っ
た
。
「
関
東
の
駅
百
選
」

認
定
駅
の
ひ
と
つ
で
、
県
内
の

普
通
鉄
道
駅
と
し
て
最
北
端
に

位
置
す
る
土
合
駅
は
越
後
湯

沢
・
長
岡
方
面
行
き
の
下
り
ホ

ー
ム
が
ト
ン
ネ
ル
内
に
あ
り
、

駅
舎
か
ら
４
８
６
段
も
の
階
段

を
下
り
な
い
と
到
達
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
「
日
本
一
の
モ
グ

ラ
駅
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

紅
葉
し
た
山
を
背
景
に
、
谷

川
岳
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
三
角

屋
根
の
駅
舎
入
り
口
に
は
「
よ

う
こ
そ
日
本
一
の
モ
グ
ラ
え
き

土
合
へ
」
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
駅
舎
の
標
高
は
６
５

３
メ
ー
ト
ル
、
下
り
ホ
ー
ム
ま

で
の
標
高
差
は
70
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
、
午
前
８
時
台
か
ら
午
後

８
時
台
ま
で
に
１
日
５
本
の
電

車
が
到
着
す
る
。
１
９
３
１

（
昭
和
６
）
年
、
上
越
線
水
上

〜
越
後
湯
沢
間
開
通
と
と
も
に

信
号
場
と
し
て
開
設
し
、
36
年

に
は
駅
に
昇
格
し
た
が
、
上
越

新
幹
線
開
業
（
82
年
）
や
関
越

自
動
車
道
開
通
（
85
年
）
の
影

響
を
受
け
て
乗
降
客
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
、
85
年
３
月
か

ら
無
人
駅
と
な
っ
た
。
谷
川
岳

登
山
客
を
中
心
に
一
定
数
の
利

用
者
が
あ
る
に
し
て
も
、
群
馬

県
統
計
年
鑑
公
式
サ
イ
ト
に
よ

る
と
１
日
の
平
均
乗
車
数
は
20

人
ほ
ど
。
確
か
に
、
そ
こ
に
駅

員
を
配
置
し
て
い
た
ら
赤
字
に

な
る
か
ら
無
人
化
も
仕
方
な
か

っ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
駅
の
こ
と
を
知
っ
た
の

は
横
山
秀
夫
の
小
説
で
２
０
０

８
年
に
公
開
さ
れ
た
堤
真
一
主

演
の
同
名
映
画
「
ク
ラ
イ
マ
ー

ズ
・
ハ
イ
」
だ
っ
た
。
１
９
８

５
年
８
月
に
群
馬
県
御
巣
鷹
山

で
起
き
た
日
航
１
２
３
便
墜
落

事
故
を
誰
よ
り
も
早
く
伝
え
よ

う
と
ス
ク
ー
プ
へ
の
執
念
を
燃

や
す
地
方
新
聞
記
者
を
描
い
た

物
語
で
、
土
合
駅
は
冒
頭
シ
ー

ン
に
登
場
す
る
。
主
演
・
堤
の

演
技
も
い
い
が
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ

を
泥
だ
ら
け
に
し
て
山
に
登
り

修
羅
場
と
化
し
た
墜
落
現
場
に

入
っ
て
取
材
す
る
若
き
新
聞
記

者
役
・
堺
雅
人
の
迫
真
の
演
技

も
み
ど
こ
ろ
。
映
画
は
日
本
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
優
秀
作
品
賞
、
監

督
賞
、
脚
本
賞
な
ど
10
賞
を
獲

得
し
て
い
る
。

つ
い
に
こ
こ
に
来
ら
れ
た
。

そ
ん
な
思
い
で
こ
れ
か
ら
見
る

モ
グ
ラ
ト
ン
ネ
ル
に
少
し
わ
く

わ
く
し
な
が
ら
１
４
３
メ
ー
ト

ル
の
長
い
連
絡
通
路
を
通
過
す

る
と
、
し
ー
ん
と
静
ま
り
返
り

湿
っ
た
空
気
の
漂
う
ト
ン
ネ
ル

の
入
り
口
に
到
着
す
る
。
静
寂

と
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
な
闇
、

ど
こ
ま
で
も
続
く
よ
う
な
暗
い

階
段
が
ど
ー
ん
と
現
れ
る
。
さ

て
。
降
り
よ
う
か
、
途
中
ま
で

に
し
て
お
こ
う
か
。
躊
躇
し
て

い
る
と
友
人
が
ど
ん
ど
ん
階
段

を
下
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
、
後
に
続
い
た
。
「
こ
れ
を

ま
た
あ
と
で
登
る
の
か
」
と
思

い
な
が
ら
ホ
ー
ム
へ
向
か
っ
て

ひ
た
す
ら
階
段
を
お
り
る
。
壁

か
ら
湧
き
水
が
し
た
た
り
小
さ

な
水
筋
と
な
っ
て
音
も
な
く
流

れ
落
ち
て
い
る
。
異
空
間
、
い

や
異
次
元
、
別
世
界
へ
の
入
り

口
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
だ
。

途
中
の
数
か
所
に
休
憩
用
の
ベ

ン
チ
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
れ
は
登
り
の
時
に
使
う
と
し

て
、
10
分
ほ
ど
で
湿
気
の
あ
る

空
気
が
漂
う
ホ
ー
ム
に
到
着
し

た
。
ホ
ー
ム
に
は
「
土
合
駅
」

の
看
板
と
、
電
車
が
到
着
す
る

時
の
騒
音
と
風
圧
か
ら
利
用
者

を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
小

さ
な
待
合
室
と
ト
イ
レ
が
あ
る

だ
け
。
長
い
ホ
ー
ム
に
は
誰
も

い
な
か
っ
た
。
静
か
す
ぎ
て
新

鮮
な
経
験
と
な
っ
た
。
何
も
考

え
ず
に
訪
れ
て
ほ
し
い
場
所
と

し
て
お
す
す
め
。

帰
り
の
登
り
階
段
で
汗
を
か

い
た
ら
近
く
の
水
上
温
泉
や
湯

檜
曽
（
ゆ
び
そ
）
温
泉
、
宝
川

温
泉
、
法
師
温
泉
、
上
牧
温
泉
、

月
夜
野
温
泉
、
猿
ケ
京
温
泉
な

ど
、
み
な
か
み
町
に
は
効
能
豊

か
な
名
湯
が
18
か
所
も
あ
り
、

日
帰
り
温
泉
や
足
湯
施
設
も
点

在
す
る
の
で
ぜ
ひ
お
試
し
を
。

土
合
駅
を
後
に
し
10
分
ほ
ど

山
道
を
走
る
と
、
群
馬
・
新
潟

の
県
境
に
あ
る
日
本
百
名
山
の

ひ
と
つ
、
谷
川
岳
の
登
山
口
に

到
着
す
る
。
谷
川
岳
は
初
級
者

か
ら
上
級
者
向
け
ま
で
の
コ
ー

ス
に
年
間
４
万
人
の
登
山
者
が

訪
れ
る
が
、
危
険
個
所
の
多
さ

と
急
激
な
気
候
変
化
が
影
響

し
、
遭
難
者
の
多
い
山
と
し
て

も
知
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
プ
ウ

ェ
イ
が
麓
か
ら
谷
川
岳
天
神
平

ス
キ
ー
場
の
あ
る
天
神
尾
根
ま

で
の
２
・
４
キ
ロ
を
７
分
で
繋

ぐ
。
私
が
訪
れ
た
10
月
下
旬
は

す
で
に
山
頂
の
紅
葉
は
終
わ
っ

て
い
た
が
、
麓
か
ら
中
腹
ま
で

の
秋
景
を
楽
し
め
た
。
ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
か
ら
お
り
る
と
強
い
風

が
灰
色
の
雲
を
す
ご
い
ス
ピ
ー

ド
で
押
し
流
し
て
霧
が
出
た
。

小
雨
が
降
り
出
し
た
と
思
っ
た

ら
青
空
が
顔
を
出
し
、
ま
た
雨

が
強
く
な
る
の
繰
り
返
し
。
本

当
に
山
の
天
気
は
あ
な
ど
れ
な

い
。
雨
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
残

念
と
思
っ
て
い
た
ら
、
そ
こ
に

鮮
明
な
虹
が
２
重
に
現
れ
た
。

谷
川
連
峰
を
眺
め
な
が
ら
、

た
ま
に
は
せ
わ
し
な
い
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
生
活
か
ら
脱
出
し
自

然
の
な
か
に
身
を
置
く
、
そ
し

て
新
鮮
な
山
の
空
気
も
吸
い
に

来
な
い
と
、
と
思
っ
た
。
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
は
春
と
秋
に
夜
の
特

別
運
行
「
天
空
の
ナ
イ
ト
ク
ル

ー
ジ
ン
グ
」
を
開
催
し
、
山
頂

の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
で
気
象
予
報

士
に
よ
る
星
に
ま
つ
わ
る
話
や

月
の
撮
影
会
な
ど
を
行
っ
て
い

る
と
い
う
。
次
回
は
標
高
１
３

０
０
メ
ー
ト
ル
ま
で
夜
空
の
空

中
散
歩
と
大
き
な
月
の
光
を
浴

び
に
来
よ
う
。

（
高
田
由
起
子
／
本
紙
）
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今
年
も
ま
た
、
11
月
２
日
か

ら
８
日
に
か
け
て
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
シ
ェ
ム
リ

ア
ッ
プ
で
「
ア
セ
ア
ン
２
０
１

８
文
化
財
と
博
物
館
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（A

SE
A

N
2018

CulturalProperties
and

M
useum

International
W

orkshop

）
」
が
開
催
さ
れ
、

私
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
文
化

庁
の
文
化
遺
産
国
際
協
力
拠
点

交
流
事
業
の
委
託
を
受
け
て
上

智
大
学
が
昨
年
度
か
ら
開
催
し

て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
日
本

を
含
む
11
か
国
か
ら
31
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、

仕
事
の
都
合
で
昨
年
は
後
半
だ

け
し
か
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
は
逆
に
前
半
だ
け

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

第
２
４
１
回
で
も
紹
介
し
た

よ
う
に
、
上
智
大
学
は
、
石
澤

良
昭
教
授
の
主
導
で
「
カ
ン
ボ

ジ
ア
人
に
よ
る
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
た
め
の
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡

保
存
修
復
」
を
掲
げ
、
１
９
９

６
年
に
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
に

「
ア
ジ
ア
人
材
養
成
研
究
セ
ン

タ
ー
（Sophia

A
sia

Center
for

R
esearch

and
H

um
an

D
evelopm

ent

）
」
を
開
設
し
、

20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
ア
ン
コ

ー
ル
遺
跡
の
現
場
で
人
材
育
成

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
参
加
者
は
ま
ず
首
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
到
着
し
、
初
日

と
な
る
11
月
３
日
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
文
化
芸
術
省
講
堂
で
開

会
式
が
行
わ
れ
、
文
化
芸
術
省

局
長
（H

. E. Prak
Sonnara

）

に
よ
る
基
調
講
演
が
あ
り
、
石

澤
教
授
に
よ
る
歓
迎
あ
い
さ

つ
、
そ
し
て
文
化
芸
術
大
臣

（H
. E. M

adam
e

Phoeurng
Sackona

）
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

が
行
わ
れ
、
参
加
者
一
人
一
人

が
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昼
食
を
は
さ
ん
で

国
立
博
物
館
を
訪
問
し
、
文
化

芸
術
省
の
担
当
課
長
の
案
内
で

見
学
を
行
い
ま
し
た
。
同
館
は

フ
ラ
ン
ス
統
治
下
に
あ
っ
た
１

９
１
３
年
に
建
て
ら
れ
、
１
９

２
０
年
に
開
館
し
ま
し
た
。
６

世
紀
か
ら
15
世
紀
ま
で
に
カ
ン

ボ
ジ
ア
各
地
か
ら
出
土
し
た
ク

メ
ー
ル
遺
跡
の
彫
刻
、
漆
器
、

青
銅
器
、
陶
磁
器
、
木
彫
り
な

ど
が
収
集
・
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
入
口
左
手
か
ら
順
番
に
プ

レ
ア
ン
コ
ー
ル
期
、
ア
ン
コ
ー

ル
期
、
宮
廷
用
具
な
ど
が
年
代

順
に
展
示
さ
れ
て
お
り
、
回
廊

に
沿
っ
て
見
学
す
る
と
、
時
代

の
変
遷
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の

は
、
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
を
超
す

ブ
ロ
ン
ズ
の
「
横
た
わ
る
ヴ
ィ

シ
ュ
ヌ
神
」
、
腕
の
な
い
「
ジ

ャ
ヤ
ヴ
ァ
ル
マ
ン
７
世
」
像
、

バ
ン
テ
ア
イ
チ
ュ
マ
ー
ル
の
盗

掘
か
ら
助
け
出
さ
れ
た
「
千
手

観
音
」
の
彫
刻
、
そ
し
て
入
っ

て
す
ぐ
に
あ
る
コ
ミ
カ
ル
な
ス

タ
イ
ル
の
神
鳥
ガ
ル
ー
ダ
の
彫

像
等
で
し
ょ
う
か
。
ガ
ラ
ス
ケ

ー
ス
も
保
護
柵
も
空
調
も
な
い

展
示
ス
タ
イ
ル
は
発
展
途
上
国

の
博
物
館
で
は
よ
く
見
ら
れ
る

光
景
で
す
が
、
少
々
不
安
に
な

り
ま
す
。
夜
は
庭
園
で
伝
統
舞

踊
の
シ
ョ
ー
を
観
る
こ
と
も
で

き
る
よ
う
で
す
。

博
物
館
見
学
の
あ
と
は
同
館

内
で
、
ま
ず
カ
ン
ボ
ジ
ア
東
北

部
に
あ
る
コ
ン
ポ
ン
ト
ム
博
物

館
長
に
よ
る
基
調
講
演
「
地
方

博
物
館
が
抱
え
る
諸
問
題
に
つ

い
て
」
が
行
わ
れ
、
続
い
て
私

か
ら
、
日
本
の
文
化
財
保
護
法

及
び
博
物
館
法
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
講
演
を
行
い
、
来
年

９
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ

京
都
大
会
に
つ
い
て
も
ア
ピ
ー

ル
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
栗
原
祐
司
／
京
都
国
立
博
物

館
副
館
長
）

第284回

ASEAN

ワークショップ

谷川岳のロープウェイからの秋景

群
馬
県
で
紅
葉
と
温
泉
を
楽
し
む

日
本
一
の
モ
グ
ラ
駅
と
秋
の
谷
川
岳

http://hinomaru-limo.com
http://amnet-usa.com
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脊
椎
損
傷
治
療
の
研
究
と
患
者
の
支
援
を
行
う
ク
リ
ス
ト

フ
ァ
ー
＆
ダ
ナ
・
リ
ー
ヴ
財
団
に
15
年
間
以
上
継
続
し
て
寄

付
し
続
け
る
た
だ
一
人
の
日
本
人
女
性
、
フ
ァ
ー
デ
ザ
イ
ナ

ー
の
今
井
千
恵
さ
ん
と
今
年
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
に
幕

末-

明
治
の
日
本
画
家
岸
竹
堂
の
屏
風
絵
（
竹
堂
が
得
意
と
し

た
虎
の
絵
）
を
寄
付
し
た
幸
子
グ
ッ
ド
マ
ン
さ
ん
（
コ
ネ
テ

ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ
チ
在
住
）
が
16
日
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
美
術
館
で
「
ア
ー
ト
と
社
会
貢
献
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
対

談
し
た
。

（
聞
き
手
・
写
真
・
本
紙
　
三
浦
良
一
）

今
井

「
祖
父
が
ア
メ
リ
カ
の

西
海
岸
で
大
成
功
し
た
人
（
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
米
の
父
と
言
わ

れ
る
宮
田
武
二
）
だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
ま
だ
男
尊
女
卑
の
風

土
が
残
る
鹿
児
島
に
あ
り
な
が

ら
、
私
は
小
さ
い
時
か
ら
男
の

子
に
負
け
な
い
女
性
と
し
て
育

て
ら
れ
ま
し
た
。
外
で
泣
か
さ

れ
て
帰
っ
て
き
て
も
父
が
『
男

と
同
じ
よ
う
に
勝
っ
て
帰
っ
て

来
い
』
と
言
っ
て
家
に
入
れ
て

く
れ
な
い
よ
う
な
そ
ん
な
厳
し

い
家
で
し
た
。
小
さ
い
時
か
ら

ず
っ
と
言
わ
れ
続
け
た
の
は

『
世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ
と

を
し
な
さ
い
』
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
起
業

し
た
あ
と
も
現
在
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
し
て
き

て
い
ま
す
」

グ
ッ
ド
マ
ン
「
自
分
が
死
ん
で

も
残
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
の

は
い
い
で
す
ね
。
私
も
絵
を
描

く
の
が
子
供
の
頃
か
ら
好
き
で

し
た
が
、
そ
れ
で
は
食
べ
て
行

け
な
い
か
ら
と
、
大
学
を
出
た

あ
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
入
り

ま
し
た
。
社
会
人
に
な
り
た
て

の
頃
は
印
象
派
の
絵
な
ど
は
と

て
も
手
が
届
か
な
か
っ
た
の
で

数
百
ド
ル
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ

ー
作
品
か
ら
収
集
し
ま
し
た
」

今
井
「
私
も
絵
を
描
く
の
が
大

好
き
で
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ほ
と
ん
ど

の
美
術
館
を
２
度
巡
っ
て
ス
ペ

イ
ン
に
あ
っ
た
サ
ラ
ガ
ス
・
パ

ー
ル
と
い
う
画
廊
で
毎
年
ピ
カ

ソ
の
作
品
を
買
っ
て
い
ま
し

た
。
あ
の
時
に
世
界
の
名
画
に

触
れ
て
身
に
付
け
て
帰
っ
て
き

た
も
の
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
上
で
大
き
く

役
立
ち
、
あ
の
モ
ザ
イ
ク
・
ド

ゥ
・
チ
エ
の
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま

れ
た
の
で
す
。
私
に
と
っ
て
フ

ァ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
ア
ー
ト
な

ん
で
す
」

グ
ッ
ド
マ
ン
「
リ
キ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
や
、
ジ
ャ
コ
メ
テ
ィ
、

ハ
ン
ス
・
ホ
フ
マ
ン
、
ジ
ャ
ク

ソ
ン
・
ポ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
作
品

を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
る
な

か
で
ア
ン
デ
ィ
ー
・
ウ
オ
ー
ホ

ル
と
も
出
会
い
ま
し
た
。
私
の

30
歳
の
誕
生
日
の
お
祝
い
に
と

何
百
枚
も
写
真
を
撮
っ
て
く
れ

て
、
ど
の
顔
が
い
い
か
っ
て
聞

く
の
で
、
私
は
当
時
は
自
分
の

顔
を
見
る
の
が
あ
ま
り
好
き
じ

ゃ
な
か
っ
た
の
で
、
お
任
せ
し

た
ん
で
す
。
そ
し
た
ら
４
枚
選

ん
で
絵
を
描
い
て
く
れ
ま
し

た
。
今
回
の
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美

術
館
の
回
顧
展
に
は
出
て
い
ま

せ
ん
が
、
最
新
の
カ
タ
ロ
グ
に

は
載
っ
て
い
ま
す
。
自
宅
に
飾

っ
て
い
ま
す
が
、
昨
年
は
グ
リ

ニ
ッ
チ
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

ウ
ォ
ー
ホ
ル
展
に
も
貸
出
し
ま

し
た
」

今
井
「
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
お
金

が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
が
、
ア

メ
リ
カ
は
、
あ
る
時
は
ド
ー
ン

と
出
し
て
も
、
景
気
が
悪
く
な

る
い
と
ピ
タ
っ
と
出
さ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
15
年
間
ず
っ
と
、
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
＆
ダ
ナ
・
リ
ー
ヴ
財

団
に
日
本
人
と
し
て
ひ
と
り
、

サ
ポ
ー
ト
し
続
け
て
い
る
の

は
、
脊
椎
損
傷
治
療
の
研
究
と

患
者
の
支
援
を
日
本
に
も
繋
げ

た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
て
で

す
。
今
回
、
財
団
の
ピ
ー
タ

ー
・
ウ
ィ
ル
ダ
ロ
ッ
タ
ー
会
長

と
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
本
部

で
対
談
も
し
て
そ
の
思
い
も
伝

え
て
き
ま
し
た
」

グ
ッ
ド
マ
ン
「
日
本
人
は
、
や

っ
て
い
る
こ
と
を
う
ま
く
表
現

し
た
り
Ｐ
Ｒ
し
た
り
す
る
こ
と

が
下
手
で
す
ね
。
い
つ
か
は
分

か
る
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
込
み

も
あ
っ
て
、
私
も
含
め
て
そ
う

い
う
の
は
得
意
じ
ゃ
な
い
け
れ

ど
、
自
分
が
死
ん
で
も
あ
と
に

残
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
は

い
い
こ
と
で
す
。
今
回
、
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
か
ら
幕

末-

明
治
の
日
本
画
家
岸
竹
堂

の
屏
風
絵
（
竹
堂
が
得
意
と
し

た
虎
の
絵
）
を
購
入
し
た
い
の

で
寄
付
し
て
も
ら
え
な
い
か
と

の
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
り
、
そ
ん

な
思
い
の
タ
イ
ミ
ン
グ
も
あ
っ

て
思
い
き
っ
て
購
入
し
、
寄
贈

し
ま
し
た
」

今
井
「
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
＆
ダ

ナ
・
リ
ー
ヴ
財
団
の
ピ
ー
タ
ー

会
長
が
『
我
々
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

T
oday's

care,T
om

orrow
's

cu
re

（
今
日
の
ケ
ア
、
明
日

の

治

療

）

を

１

日

も

早

く

Y
esterday

's
care, Y

es-
terday

's
cu

re
(

昨
日
の
ケ

ア
、
昨
日
の
治
療)

と
す
る
こ

と
だ
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
し

た
。
そ
の
言
葉
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
20
年
前
に
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
・
リ
ー
ヴ
は
、
日
本

の
脊
椎
損
傷
患
者
の
た
め
に
励

ま
し
の
手
紙
を
送
っ
て
い
た
の

で
す
。
そ
の
言
葉
は
『all

of
you

in
Japan

w
ith

spinal
cord

in
ju

ries
an

d
dear

fam
ily, I

say
" D

on't
give

up. T
hink

w
hat

you
can

do
to

help
fund

reserch
because

now
w

e
know

that
repairing

dam
aged

spinal
cord

is
no

longer
dream

』
で
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
脊
椎
損

傷
患
者
と
家
族
の
た
め
に
支
援

を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」

グ
ッ
ド
マ
ン
「
こ
れ
か
ら
も
、

お
互
い
の
信
頼
と
リ
ス
ペ
ク
ト

を
大
切
に
仲
良
く
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
ね
」

今
井
「
え
え
も
ち
ろ
ん
、
ぜ
ひ
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
　
　
　

クリストファー・リーヴ（1952-

2004）。米国の俳優.。19788年映

画「スーパーマン」役に抜擢され

３本の同タイトル映画に出演。95

年に乗馬中に落馬し、脊椎損傷を

起こし、脊椎損傷治療研究の財団

に協力し自らの名前を冠にしたク

リストファー＆ダナ・リーヴ財団

を通じて支援活動を続けた。

自
分
が
死
ん
で
も
残
る
も
の

グ
ッ
ド
マ
ン

世
の
中
の
た
め
に
な
る
こ
と

今
井

ア
ー
ト
通
じ
て
社
会
貢
献

継続は人のためなり

特

別

対

談

CHIE IMAIグループ代表
リードデザイナー

今井 千恵さん

ブルース美術館理事
ダグラスエリマン・トップエージェント

幸子グッドマンさん

グ
ッ
ド
マ
ン
さ
ん
の
寄
付
で
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
に
所
蔵
さ
れ
た
日
本
画
家
岸
竹
堂
の
屏
風
の
前
で

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
リ
ー
ヴ

の
次
男
で
俳
優
の
ウ
ィ
ル
・
リ

ー
ヴ
さ
ん
（
中
央
）
と
今
井
さ

ん
の
長
女
でC

H
IE

 IM
A

I

代
表

取
締
役
社
長
の
今
井
千
晶
さ
ん

（
左
）
、
今
井
さ
ん
（
右
）
（
15

日
夜
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
・
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
）

クリストファー・リーヴ
ピーター・

ウィルダロッター会長

グ
ッ
ド
マ
ン
さ
ん
の
自

宅
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ

れ
て
い
る
ア
ン
デ
ィ
ー
・

ウ
ォ
ー
ホ
ル
が
描
い
た
グ

ッ
ド
マ
ン
さ
ん
の
肖
像
画

（
写
真
・
グ
ッ
ド
マ
ン
さ

ん
提
供
）
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カ
ブ
と
金
山
寺
味
噌
が
よ
く

合
う
１
品
で
す
。
ミ
ョ
ウ
ガ
と

カ
ブ
の
葉
を
加
え
る
こ
と
で
ア

ク
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

作
り
方

①

カ
ブ
は
洗
っ
て
皮

の
ま
ま
６
つ
割
り
に

切
る
。

②

カ
ブ
の
葉
は
み
じ

ん
切
り
す
る
。
茗
荷

は
輪
切
り
に
し
ま
す
。

③

ボ
ウ
ル
に
①
の
カ

ブ
、
②
の
カ
ブ
の
葉
、

ミ
ョ
ウ
ガ
を
入
れ
て

塩
を
少
々
ふ
り
手
で

よ
く
混
ぜ
、
金
山
寺

味
噌
を
加
え
て
軽
く

混
ぜ
て
白
胡
麻
を
ふ

る
。

材料

カブ２個に対して

ミョウガ１個　

金山寺味噌　大さじ２

白胡麻少々

カブの金山寺味噌和え

ア
メ
リ
カ
の
伝
統
で
あ
る
感

謝
祭
に
は
ロ
ー
ス
ト
タ
ー
キ
ー

と
パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ
を
食
べ
て

祝
お
う
。
家
族
と
友
達
を
迎
え

て
食
卓
を
か
こ
ん
で
愉
快
に
楽

し
く
食
事
を
し
よ
う
。

作
り
方

タ
ー
キ
ー
は
ド
ラ
イ
し
て
皮

部
分
に
バ
タ
ー
を
塗
り
、
を
付

け
て
パ
ッ
ト
に
入
れ
オ
ー
ブ
ン

で
４
０
０
度
で
色
づ
く
ま
で
焼

き
３
６
５
度
に
し
て
１
時
間
半

く
ら
い
焼
き
あ
げ
る
。

Ａ
＝
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ベ
ー
コ
ン

を
入
れ
て
炒
め
、
野
菜
入
れ
て

軽
く
炒
め
、
食
パ
ン
に
卵
と
水

を
加
え
別
皿
に
入
れ
て
レ
ン
ジ

で
３
分
火
を
通
す
。

Ｂ
＝
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
は
ス
ラ

イ
ス
し
て
フ
ラ
イ
パ
ン
に
バ
タ

ー
ひ
き
弱
火
で
炒
め
て
オ
レ
ン

ジ
ジ
ュ
ー
ス
、
メ
ッ
プ
ル
シ
ロ

ッ
プ
で
火
を
通
す
。

＊
パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ
の
作
り
方

生
地
を
空
焼
き
、
十
分
焼
い

て
お
く
。
別
ボ
ウ
ル
に
ピ
ュ
ー

レ
と
砂
糖
、
卵
、
シ
ナ
モ
ン
を

加
え
て
混
ぜ
、
焼
い
た
生
地
に

入
れ
、
３
７
５
度
で
90
分
ほ
ど

よ
く
焼
き
あ
げ
る
。

世
界
的
に
大
人
気
の
ヘ
ー
ゼ

ル
ナ
ッ
ツ
を
ベ
ー
ス
に
し
た
イ

タ
リ
ア
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・
ス

プ

レ

ッ

ド

「

ヌ

テ

ラ

（N
utella)

」
の
カ
フ
ェ
が
14

日
、
ユ
ニ
オ
ン
・
ス
ク
エ
ア

（
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
プ
レ
イ

ス
１
１
６
番
地
、
東
13
丁
目
の

角
）
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ヌ
テ
ラ
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー

に
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
バ
ジ
ル
、

ベ
リ
ー
を
添
え
た
パ
ウ
ン
ド
ケ

ー
キ
や
、
刻
ん
だ
ヘ
ー
ゼ
ル
ナ

ッ
ツ
付
き
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ

ィ
ー
、
バ
ナ
ナ
ブ
レ
ッ
ド
な
ど

多
数
が
並
ぶ
。
ま
た
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ク

レ
ー
プ
、
ワ
ッ
フ
ル
、
フ
レ
ン

チ
ト
ー
ス
ト
、
パ
ン
ケ
ー
キ
を

含
む
ベ
ー
ス
に
、
ベ
リ
ー
や
バ

ナ
ナ
、
ア
ッ
プ
ル
コ
ン
ポ
ー
ト

の
フ
ィ
リ
ン
グ
、
生
ク
リ
ー
ム
、

ヘ
ー
ゼ
ル
ナ
ッ
ツ
ま
た
は
ジ
ェ

ラ
ー
ト
を
好
み
で
ト
ッ
ピ
ン
グ

で
き
る
。

ま
た
15
日
に
は
、
同
じ
く
イ

タ
リ
ア
の
老
舗
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

ブ

ラ

ン

ド

「

ヴ

ェ

ン

チ

（V
en
chi)

」
の
初
の
旗
艦
店

（
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
８
６
１
番

地
）
も
オ
ー
プ
ン
。
店
内
に
入

る
と
、
幅
45
フ
ィ
ー
ト
高
さ
10

フ
ィ
ー
ト
の
全
米
最
大
の
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
滝
が
ま
ず
目
に
入

る
。
そ
の
ほ
か
チ
ョ
コ
バ
ー
が

壁
一
面
に
並
び
、
ピ
ッ
ク
＆
ミ

ッ
ク
ス
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
２

０
０
種
類
か
ら
好
み
の
商
品
を

選
べ
る
。
ま
た
ピ
ス
タ
チ
オ
や

ビ
ー
ガ
ン
チ
ョ
コ
を
は
じ
め
と

す
る
20
種
類
以
上
の
手
作
り
ジ

ェ
ラ
ー
ト
や
ク
レ
ー
プ
な
ど
も

堪
能
で
き
る
。

み
ん
な
が
大
好
き

ヌ
テ
ラ
の
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

ク
イ
ー
ン
ズ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
ホ
ー
ル
・
オ
ブ
・
サ
イ
エ

ン
ス
（
コ
ロ
ナ
パ
ー
ク
、
１
１

１
丁
目
47-

01
番
地
）
は
10
日
、

ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
登
録
さ
れ

た
世
界
最
大
の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

レ
ッ
ド
村
の
展
示
を
始
め
た
。

同
「
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ

ド
・
レ
ー
ン
」
は
、
毎
年
シ
ェ

フ
の
ジ
ョ
ン
・
ロ
ヴ
ィ
ッ
チ
さ

ん
が
１
年
を
か
け
て
ジ
ン
ジ
ャ

ー
ブ
レ
ッ
ド
を
焼
き
上
げ
、
カ

ラ
フ
ル
に
装
飾
さ
れ
た
１
０
０

０
件
以
上
の
家
々
が
並
ぶ
村
を

完
成
さ
せ
て
い
る
。
今
年
の
作

品
の
特
徴
は
、
ピ
ク
ル
ス
＆
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
・
プ
レ
グ
ナ
ン

シ
ー
・
ブ
テ
ィ
ッ
ク
（
妊
娠
中

に
酸
っ
ぱ
い
ピ
ク
ル
ス
や
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
ほ
し
が
る
妊
婦

が
多
い
こ
と
に
ち
な
ん
で
）
や
、

ク
リ
ス
マ
ス
の
12
日
間
の
歌
詞

に
因
み
、
卵
を
生
ん
で
い
る
６

羽
の
ガ
チ
ョ
ウ
の
ブ
ラ
ン
チ
・

カ
フ
ェ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
リ
ン

グ
ス
宝
石
店
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク

な
店
名
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
こ

と
だ
と
い
う
。

同
展
示
の
開
催
中
は
、
ジ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
作
り
（
入
館

料
＋
１
人
15
ド
ル
）
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
最
終
日
の
１
月
21
日
に
は
、

ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
・
レ
ー

ン
を
壊
し
、
壊
さ
れ
た
か
け
ら

が
入
場
者
た
ち
に
配
布
さ
れ

る
。そ

の
ほ
か
の
同
館
の
ホ
リ
デ

ー
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
や
チ

ケ
ッ
ト
の
購
入
な
ど
、
詳
細
は

nysci.org

を
参
照
。

世界最大の
ジンジャーブレッド
今年もクイーンズに

千葉真知子の

ART COOKING

タ
ー
キ
ー
と
パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ

材料（２〜４人分）

ターキー胸肉.........................２ポンド（800グラム）

Ａ＝スタッフィング（詰め物）
食パン角切り........................................................................10枚
バター...........................................................................................大５
ニンニク.....................................................................................２片
玉ねぎ・セロリ・ベーコン........各々みじん切り
水...........................................................................................２カップ
卵.......................................................................................................２個
シナモン、オレンジジュース、メイプルシロ
ップ.....................................................................................各々適量

Ｂ 
スイートポテト......................................大４個皮をむく
バター...........................................................................................大４
シナモン、オレンジジュース..........................各適量

パンプキンパイ

８インチ 冷凍生地(空焼きしておく) 
市販のパンプキンパイピューレ..............３カップ
シナモンパウダー
砂糖.................................................................................................大５
生たまご.....................................................................................１個

https://sapporobeer.com/age-gate/
https://www.rokiny.com/


ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
シ
ー
プ
ス

ヘ
ッ
ド
ベ
イ
に
住
む
香
港
出
身

の
エ
ル
ザ
さ
ん
が
エ
ッ
グ
タ
ル

ト
を
作
っ
て
く
れ
る
と
言
う
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ャ
イ
ナ
タ

ウ
ン
で
よ
く
見
か
け
る
こ
の
お

菓
子
は
私
の
大
好
物
。
「
わ

あ
！

家
庭
で
も
作
る
ん
で
す

か
？
」
と
思
わ
ず
歓
声
。

調
べ
て
み
た
ら
、
エ
ッ
グ
タ

ル
ト
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
焼
き

菓
子
が
香
港
で
定
着
し
て
国
民

的
ス
イ
ー
ツ
に
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
は
表
面
を
焦
が
す
が
、
香
港

式
（
イ
ギ
リ
ス
式
）
は
表
面
が

黄
色
く
光
る
よ
う
に
な
め
ら
か

な
の
が
特
徴
。
澳
門
（
マ
カ
オ
）

で
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
風
と
の
こ

と
。

「
手
順
は
簡
単
、
で
も
上
手

に
き
れ
い
に
焼
き
上
げ
る
の
が

難
し
い
」
と
い
う
エ
ル
ザ
さ
ん

の
作
業
は
、
ク
ラ
ス
ト
の
材
料

を
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
、
ゴ
ム
ベ

ラ
、
最
後
に
両
手
で
と
加
減
を

見
な
が
ら
混
ぜ
、
生
地
を
塊
に

し
た
時
も
型
に
押
し
付
け
た
時

も
、
さ
さ
っ
と
冷
蔵
庫
で
冷
や

す
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
だ
。

次
に
真
ん
中
の
フ
ィ
リ
ン
グ

に
着
手
。
見
た
目
も
舌
ざ
わ
り

も
よ
く
す
る
に
は
３
回
濾
す
の

が
ポ
イ
ン
ト
。
温
度
も
大
切
な

ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
で
、
焼
き
具

合
を
み
な
が
ら
少
し
温
度
を
下

げ
て
合
計
30
分
弱
焼
く
。
エ
ル

ザ
さ
ん
は
熱
々
が
一
番
と
い
う

が
、
翌
日
冷
め
た
の
を
食
べ
て

も
充
分
美
味
し
か
っ
た
。

焼
き
あ
が
る
間
に
お
し
ゃ
べ

り
。
エ
ル
ザ
さ
ん
は
、
10
年
前

に
大
学
を
卒
業
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
来
た
。
先
に
米
国
移
住

し
た
叔
母
さ
ん
が
会
社
を
起
こ

し
て
声
を
か
け
て
く
れ
た
か

ら
。
当
時
は
香
港
が
中
国
に
返

還
さ
れ
て
10
年
目
。
「
そ
の
こ

と
と
と
は
関
係
な
く
、
た
だ
外

の
世
界
を
見
て
み
た
か
っ
た
」

と
言
う
。
２
年
前
に
同
僚
の
紹

介
で
知
り
合
っ
た
国
家
公
務
員

の
テ
リ
ー
さ
ん
と
結
婚
。
テ
リ

ー
さ
ん
は
15
歳
の
時
に
家
族
で

香
港
か
ら
移
住
し
た
。
二
人
は

２
階
に
、
１
階
に
は
テ
リ
ー
さ

ん
の
母
親
と
お
兄
さ
ん
が
住

み
、
毎
日
の
食
事
は
お
母
さ
ん

が
作
っ
て
く
れ
る
そ
う
。
「
香

港
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と

だ
け
言
い
寂
し
そ
う
な
表
情
を

浮
か
べ
る
が
、
お
母
さ
ん
に
会

い
に
毎
年
の
よ
う
に
帰
省
す

る
。
そ
の
途
中
で
、
大
好
き
な

日
本
に
よ
く
寄
る
と
い
う
。

「
そ
う
い
え
ば
、
大
阪
の
大
観

覧
車
で
彼
女
に
プ
ロ
ポ
ー
ズ
し

た
ん
だ
」
と
テ
リ
ー
さ
ん
。

さ
て
、
エ
ル
ザ
さ
ん
の
エ
ッ

グ
タ
ル
ト
の
思
い
出
、
そ
れ
は

猛
勉
強
し
た
子
供
の
頃
の
こ

と
。
「
小
・
中
学
生
の
時
、
放

課
後
の
補
習
が
あ
っ
て
、
い
つ

も
お
母
さ
ん
が
差
し
入
れ
て
く

れ
た
」
。
香
港
中
で
実
施
さ
れ

る
統
一
進
級
試
験
が
あ
っ
て
、

先
生
が
学
校
の
名
声
の
た
め
に

一
丸
と
な
っ
て
放
課
後
の
補
習

を
指
導
し
た
と
い
う
。
「
辛
い

勉
強
の
合
間
に
お
母
さ
ん
が
持

っ
て
き
た
エ
ッ
グ
タ
ル
ト
を
食

べ
る
の
が
本
当
に
楽
し
み
だ
っ

た
。
店
で
買
う
時
も
あ
っ
た
し
、

手
作
り
の
時
も
あ
っ
た
。
お
母

さ
ん
の
は
も
っ
と
甘
か
っ
た
」
。
　

（
小
味
か
お
る
、
写
真
も
）

41 香港
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妻エルザさんの手作りに大満足の夫テリーさん

猛
勉
強
の
時
の
お
や
つ
は
エ
ッ
グ
タ
ル
ト

最
初
は
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
で

材
料

材料と作り方（8個分）

＜クラスト＞
材料：無塩バター70g、菓子用粉砂糖30g、
薄力粉120g、卵L1個。

作り方：柔らかくしたバターと菓子用粉砂
糖をハンドミキサーで混ぜたあと、卵を少
しずつ加えて薄力粉をふるい入れ、ゴムベ
ラでさらに混ぜ両手でよくこねて滑らかに
したら、長方形に整えて、ラップに包んで
冷蔵庫で冷やす。8分割した生地（1個分は
約40g）をバターを塗った型に押し付ける
よう整形し、また冷蔵庫で冷やしておく。

＜フィリング＞
材料：グラニュー糖50g、温水50g、卵L2
個、牛乳120g。

作り方：グラニュー糖を温水に溶かし室温
に冷ました後、卵と牛乳を混ぜ、3回漉す。

＜焼き方＞
冷蔵庫から冷やした型を取り出し、底にフ
ォークで穴をあけ卵液を注ぐ。374℉
（190°C）に予熱したオーブンの下段で8～
10分焼いたあと355°F（180°C）にして
10～15分焦がさないよう、差した串にフィ
リングがつかなくなるまでさらに焼く。

（注意）クラスト、フィリング双方にバニ
ラエクストラクトを入れてもいい。今回の
クラストはバター生地のみだが、バター生
地とウォーター生地とを合わせて作る方法
もある。フランスの練り込みパイと折り込
みパイを彷彿とさせる。

最
後
は
手
で
固
め
る

冷
や
し
た
生
地
を
等
分
に
す
る

指
で
型
に
押
し
付
け
る

フ
ィ
リ
ン
グ
は
３
回
漉
す

中
身
は
こ
ん
な
感
じ

https://www.korin.com/
https://kikkomanusa.com/
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NY生活ウーマン
週刊NY生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

国
際
花
の
あ
る
街
振
興
会

（
Ｉ
Ｆ
Ａ
、
梶
木
敏
巳
代
表
）

は
19
日
、
カ
ジ
キ
ズ
・
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
シ
ョ
ー

「
花
と
芸
術
の
祭
典
」
を
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
シ
ア
タ
ー
・
ロ
ー

で
開
催
し
た
（
記
事
25
面
）
。

舞
台
出
演
し
た
藤
堂
真
弓
さ

ん(

37
、
兵
庫
県
宝
塚
市
出
身
、

東
京
都
在
住
）
は
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
で
、
フ
ラ
ワ
ー
イ
ベ

ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て

い
る
。
今
年
の
夏
、
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
で
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

に
出
た
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
歌

う
の
は
初
め
て
。
日
本
の
童
謡

の
赤
と
ん
ぼ
を
歌
っ
た
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
印
象
は
「
自
由
な

感
じ
で
、
自
分
ら
し
さ
を
発
揮

で
き
る
場
所
」
だ
そ
う
で
、
日

本
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う

思
い
で
熱
唱
し
た
。

山
中
雅
也
さ
ん
（
45
、
兵
庫

県
姫
路
市
出
身
、
東
京
都
在
住
）

は
、
以
前
、
日
本
の
シ
ル
ク
ド

ソ
レ
イ
ユ
で
舞
台
演
出
も
手
が

け
た
こ
と
も
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
。
フ
ラ
ン
ス
に

ア
ト
リ
エ
を
持
ち
な
が
ら
、
現

在
は
東
京
で
車
椅
子
の
女
の
子

達
と
ド
レ
ス
を
作
っ
て
い
る
。

今
回
は
そ
れ
を
舞
台
で
着
て

「
ブ
ラ
ッ
サ
ム
（
花
が
咲
く
）
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
披
露
し
た
。

宮
本
章
太
郎
さ
ん
（
38
、
兵

庫
県
宝
塚
市
出
身
、
大
阪
市
在

住)

は
、
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
。

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、
街
の
感

じ
が
人
間
ら
し
く
て
好
き
だ
。

雑
踏
の
音
や
店
先
に
ス
ピ
ー
カ

ー
が
あ
っ
て
そ
こ
か
ら
古
い
ソ

ウ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
が
流
れ
て

き
て
い
た
り
し
て
街
に
音
楽
が

あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
の
楽
し
さ

を
共
有
で
き
た
ら
」
と
の
思
い

で
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
。

琴
演
奏
者
の
久
さ
ん
（
25
、

愛
知
県
出
身
、
東
京
都
在
住
）

は
、
日
本
で
は
ピ
ア
ノ
と
ド
ラ

ム
も
演
奏
す
る
３
刀
流
の
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
。
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
は
い
ろ
い
ろ
な
文
化
や
人
種

が
混
在
す
る
街
な
の
で
ク
リ
エ

イ
ト
す
る
音
楽
も
『
異
要
素
の

混
在
』
が
テ
ー
マ
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
古
典
と
日
本
の
伝
統
音
楽

の
融
合
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
や

れ
る
の
が
嬉
し
い
」
。
４
人
は
、

混
成
チ
ー
ム
な
が
ら
息
の
合
っ

た
舞
台
を
見
せ
て
い
た
。
（
三
）

花
の
あ
る
街
世
界
へ
発
信

Ｉ
Ｆ
Ａ
が
平
和
の
輪
を
日
本
か
ら

17

１
９
４
９
年
、
鹿
児
島
生
ま

れ
。
医
師
一
家
の
中
、
彼
女
だ

け
子
供
の
頃
か
ら
油
絵
を
描
く

な
ど
芸
術
家
肌
だ
っ
た
。
そ
の

才
能
を
伸
ば
そ
う
と
両
親
が
上

京
を
勧
め
、
中
学
生
で
単
身
東

京
へ
。
そ
の
後
デ
ザ
イ
ン
学
校

に
進
学
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ン
を
学
ぶ
と
同
時
に
ジ
ュ
エ

リ
ー
の
専
門
学
校
へ
も
通
っ

た
。１

９
７
１
年
に
渡
米
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
二
つ
の
学
校
で
本

格
的
に
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
学
び
、

ジ
ュ
エ
リ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し

て
活
動
を
開
始
。
あ
る
日
の
こ

と
、
自
作
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
を
身

に
付
け
、
マ
デ
ィ
ソ
ン
街
の
ジ

ョ
ー
ジ
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
を
散
策

し
て
い
る
と
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
「
そ
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
、
と
て

も
素
敵
で
す
ね
。
」
と
声
を
か

け
ら
れ
た
。
自
作
だ
と
答
え
る

と
、
作
品
を
全
部
見
せ
て
ほ
し

い
と
言
わ
れ
、
と
ん
と
ん
拍
子

に
話
が
進
み
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ

ャ
ン
セ
ン
に
作
品
が
並
ぶ
こ
と

に
な
る
。
米
国
グ
ッ
チ
の
バ
イ

ヤ
ー
か
ら
も
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ

り
、
こ
ち
ら
は
当
時
13
店
舗
あ

っ
た
米
国
グ
ッ
チ
全
店
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
並
ん

だ
。や

が
て
、
よ
り
独
創
的
な
作

品
を
楽
し
み
な
が
ら
創
り
た
い

と
、
個
人
客
向
け
の
制
作
に
シ

フ
ト
し
て
い
っ
た
。
彼
女
が
作

る
繊
細
で
上
品
な
ジ
ュ
エ
リ
ー

に
は
「
エ
レ
ガ
ン
ト
」
と
い
う

言
葉
が
一
番
似
合
う
。
働
く
女

性
が
自
分
で
買
え
る
価
格
設
定

な
の
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

「
ジ
ュ
エ
リ
ー
が
自
己
主
張
す

る
の
で
は
な
く
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
が
引
き
立
つ
よ
う
な
存
在
で

あ
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
身
に
着

け
る
人
の
幸
せ
を
祈
り
な
が
ら

作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
」
。

ジ
ュ
エ
リ
ー
制
作
の
傍
ら
、

20
年
ほ
ど
前
に
オ
イ
ル
パ
ス
テ

ル
と
金
箔
を
組
み
合
わ
せ
た
作

品
を
生
み
出
し
た
。
油
彩
画
へ

も
幅
を
広
げ
、
寝
る
間
を
惜
し

ん
で
描
く
毎
日
を
送
る
。
溢
れ

ん
ば
か
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満

ち
た
絵
、
静
寂
な
絵
、
色
合
い

は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
暗
い
絵
は
一

枚
も
な
い
。
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
も

絵
画
に
も
、
い
つ
も
前
向
き
で

明
る
い
彼
女
の
人
柄
が
現
れ
て

い
る
。
制
作
に
多
忙
な
日
々
の

な
か
、
30
年
続
け
て
い
る
趣
味

の
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
ダ
ン
ス
は
全

米
屈
指
の
コ
ン
ペ
に
米
東
部
地

区
代
表
選
手
と
し
て
４
年
連
続

出
場
、
全
米
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

選
手
権
の
プ
ロ
・
ア
マ
ラ
テ
ン

部
門
で
は
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に

な
る
ほ
ど
の
腕
前
。

昨
年
、
銀
座
三
越
で
開
催
し

た
個
展
「C

O
L

O
R

P
A

S
-

SIO
N

E
L

E
G

A
N

C
E

」
は

大
成
功
を
収
め
、
今
年
、
来
年

と
３
年
連
続
の
開
催
が
決
ま
っ

た
。
今
後
は
カ
ト
ラ
リ
ー
の
デ

ザ
イ
ン
や
彫
刻
、
大
き
な
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
も
手
掛
け
た
い
と
言

う
ま
り
子
さ
ん
は
来
年
70
歳
。

そ
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
源
は

何
か
と
尋
ね
た
ら
「
人
生
何
歳

に
な
っ
て
も
、
い
つ
で
も
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
。N

ev
er too

late

で
す
！
」
。（

東
海
紗
智
子
）

ジュエリーデザイナー

堂園まり子さん

人
生
は
い
つ
も
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

左から久さん、藤堂さん、山中さん、宮本さん

NYでいまの日本の心伝える

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからでも！

生活アンテナＤＸコーナーをご覧下さい！

www.nyseikatsu.com

https://crsny.org
http://www.easeny.com/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
https://crystalflower.jp
http://www.idocenter.com


著
者
は
順
天
堂
医
学
部
教

授
で
日
本
体
育
協
会
公
認
の

ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
、
自
律

神
経
研
究
の
第
一
人
者
と
し

て
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
文
化
人
へ

の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
指
導

に
関
わ
り
、
順
天
堂
大
学
に

日
本
初
の
便
秘
外
来
を
開
設

し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
。

み
そ
を
は
じ
め
と
し
た
腸

内
環
境
を
整
え
る
食
材
の
紹

介
や
ス
ト
レ
ッ
チ
の
考
案
な

ど
、
様
々
な
形
で
健
康
な
心

と
体
の
作
り
方
を
提
案
し
て

い
る
。

本
書
は
お
医
者
さ
ん
が
考

え
た
み
そ
汁
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
そ
れ
こ
そ
ミ
ソ
が
あ
る
。

出
汁
を
し
っ
か
り
き
か
す
、

由
緒
あ
る
料
亭
の
料
理
人
や
、

昔
な
が
ら
の
野
菜
の
香
り
が

立
っ
た
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

み
そ
汁
で
は
な
い
。

お
医
者
さ
ん
が
み
そ
汁
の

本
と
は
、
か
な
り
意
外
性
が

あ
る
。
と
言
う
の
も
、
み
そ

汁
は
長
寿
に
は
ち
ょ
っ
と
結

び
つ
き
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
塩
分
が
多
い
の

で
血
圧
に
は
よ
く
な
い
と
か
、

熱
々
の
み
そ
汁
は
胃
が
ん
の

元
と
か
。
と
こ
ろ
が
近
頃
は

川
柳
で
、
「
ぼ
く
ピ
ロ
リ
特
技

は
潰
瘍
（
か
い
よ
う
）
が
ん

つ
く
り
」
な
ど
と
う
た
わ
れ

る
ほ
ど
、
胃
が
ん
の
原
因
が

ピ
ロ
リ
菌
と
い
う
ば
い
菌
だ

っ
た
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

著
者
は
、
「
み
そ
は
胃
が
ん

を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
り
、

血
圧
上
昇
を
抑
制
し
脳
卒
中

を
予
防
す
る
効
果
が
あ
る
」

と
い
っ
た
広
島
大
学
グ
ル
ー

プ
の
近
年
の
研
究
や
、
「
み
そ

汁
を
頻
繁
に
と
る
中
高
年
の

女
性
は
、
乳
ガ
ン
の
発
症
率

が
低
減
す
る
」
と
い
う
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
調
査

を
紹
介
し
、
み
そ
の
健
康
効

果
が
科
学
的
に
実
証
さ
れ
て

き
て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で

い
つ
も
飲
ん
で
い
る
み
そ
汁

を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
す
れ
ば
、

あ
ら
ゆ
る
病
気
を
遠
ざ
け
、

身
体
の
不
調
を
改
善
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
仮
説
を
立

て
、
試
行
錯
誤
の
う
え
作
り

あ
げ
た
の
が
、
「
長
生
き
み
そ

汁
」
だ
。

被
験
者
と
し
て
２
週
間

「
長
生
き
み
そ
汁
」
を
飲
み
続

け
た
５
人
の
ご
婦
人
に
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
も

示
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
ご
婦

人
の
「
酸
化
ス
ト
レ
ス
度
が

さ
が
っ
て
び
っ
く
り
」
と
い

う
コ
メ
ン
ト
が
印
象
的
。

以
下
は
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し

た
み
そ
汁
の
レ
シ
ピ
だ
。
赤

み
そ
80
グ
ラ
ム
、
白
み
そ
80

グ
ラ
ム
、
玉
ね
ぎ
１
５
０
グ

ラ
ム
（
約
１
個
）
を
お
ろ
し

金
で
す
り
お
ろ
し
た
も
の
、

リ
ン
ゴ
酢
大
さ
じ
１
を
混
ぜ

合
わ
せ
る
。
著
者
は
こ
れ
を

「
長
生
き
み
そ
玉
」
と
名
付
け
、

み
そ
汁
10
杯
分
の
分
量
と
し

て
い
る
。

な
ぜ
こ
の
レ
シ
ピ
に
し
た

の
か
と
い
う
わ
け
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
材
料
の
科
学
的
な
特

性
を
細
か
く
つ
づ
り
、
根
拠

を
示
し
て
い
る
。
基
本
は
長

生
き
み
そ
玉
で
つ
く
る
み
そ

汁
だ
が
、
も
の
足
り
な
い
向

き
に
は
水
の
代
わ
り
に
慣
れ

親
し
ん
だ
出
汁
を
使
う
こ
と

も
す
す
め
て
い
る
。
こ
の
あ

た
り
の
臨
機
応
変
さ
は
な
か

な
か
い
い
。

42
種
類
の
お
い
し
そ
う
な

み
そ
汁
が
カ
ラ
ー
写
真
付
き

で
の
っ
て
い
る
。
単
品
だ
け

の
具
は
な
く
、
２
種
類
以
上

の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
版
、
作
っ
て

み
た
く
な
る
。
疲
労
回
復
、

ガ
ン
予
防
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
、

便
秘
解
消
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、

高
血
圧
予
防
、
食
欲
増
進
、

腸
内
環
境
を
整
え
る
、
ダ
イ

エ
ッ
ト
効
果
、
脳
を
活
性
化

な
ど
、
一
品
一
品
に
主
な
効

果
を
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

凡
百
の
料
理
ブ
ッ
ク
と
違
う

と
こ
ろ
だ
。

（
山
岡
昭
男
／
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
）

■東大首席・ハーバード卒NY州弁護士が実践！ 誰でも
できる完全独学勉強術（山口真由、SB出版）東京大学法
学部を首席で卒業、在学時に司法試験と国家公務員1種試
験に合格、卒業後に財務官僚となり、現在は弁護士。華々
しい経歴を持つ著者の完全独学勉強術「7回読み」の具体
的な実践法を解説する。■波の上のキネマ（増山実、集英
社）安室俊介が父親から引き継いだ経営難の小さな映画館。
閉館の決断に迫られるなか、取材に応じた新聞記事の内容
は事実に反するものだった。ある日、創業者の祖父を知る
男からの問い合わせがはいる。映画館の歴史を調べようと
していた俊介は男から驚くべき事実を告げられる。■スタ
ンフォード式疲れない体（山田知生、サンマーク出版）ス
ポーツ医学の回復知見を全集約。人体の構造に即したスタ
ンフォード大学の究極の疲労予防&回復理論。今ある疲れ
を解消し、明日の疲労は予防する。誰にでも今すぐ出来る
「お腹を膨らませて体内の圧力を高める」究極のダメージ予
防法ほかを公開する。■文字渦（円城塔、新潮社）文字の
起源から未来までを幻視する12篇。本書の「文字」とは、
歴史的な存在としての文字、物理的かつ概念的な文字、生
物のように変化するモノとしての文字とさまざま。日本と
中国大陸を舞台にした漢字を巡る物語。芥川賞作家、円城
塔が文字の歴史的変化と性質を徹底的に思索する。■ウツ
ボカズラの甘い息（柚月裕子、幻冬舍文庫）家事と育児に
追われ、かつての美貌を失った高村文絵。趣味の懸賞で手にしたディナー
ショー会場で見覚えのないサングラスをかけた美女に声をかけられる。一
方、鎌倉の豪邸で殺人事件が発生。刑事たちの聞き込みで、現場を頻繁に
出入りしていたサングラスをかけた女の存在が浮き彫りになる。大藪春彦
賞作家が描く犯罪小説。■母のあしおと（神田茜、集英社）平凡な女性、
「私」（日吉道子）の死から時をさかのぼる。「私」が死んだあとの夫。お葬
式のときに意外と悲しんだ次男。挨拶に来たときの長男の婚約者。人生の
共演者たちの視点で日吉道子の人生をたどる。女であり、母であり、妻で
あり、娘であった道子の人生を周囲の人々のまなざしで描く。（山本真由美）

■書籍データ／資料提供・紀伊國屋書店ＮＹ本店
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BOOKS

完
全
独
学
勉
強
術
「
７
回
読
み
」
の
実
践
法
。
閉
館
寸
前
の
映
画
館
と
祖
父
の
歴
史
。

呼
吸
法
で
心
身
共
に
疲
労
予
防
。
第
43
回
川
端
康
成
文
学
賞
受
賞
作
。
人
間
の
心
の
脆
さ

を
描
く
長
編
ミ
ス
テ
リ
。
家
族
の
視
点
で
逆
か
ら
た
ど
る
平
凡
な
女
性
の
人
生
。

■ 即買える新刊を紹介 ■

レシピと効果を紹介

『ペレのあたらしいふく』

作：エルサ・ベスコフ　訳：おのでらゆりこ

福音館書店　１９７６年

「
見
逃
し
て
た
超
オ
ス
ス
メ
絵
本
」

わ
た
し
、
完
全
に
こ
の
本
見

逃
し
て
ま
し
た
わ
。
す
ご
い
い

い
わ
、
こ
れ
。
う
ち
の
子
が
通

う
週
末
補
習
校
の
図
書
室
で
偶

然
手
に
し
た
ん
で
す
ね
。
縦
24

セ
ン
チ
×
横
32
セ

ン
チ
の
通
常
の
絵

本
よ
り
ひ
と
ま
わ

り

大

き

い

サ

イ

ズ
。
そ
の
デ
カ
さ

が
絵
本
と
し
て
す

ご

く

効

い

て

ま

す
。
絵
と
ス
ト
ー

リ
ー
と
サ
イ
ズ
が
非
常
に
よ
く

マ
ッ
チ
し
て
る
ん
で
す
。

少
年
ペ
レ
は
子
羊
を
１
匹
飼

っ
て
ま
し
た
。
子
羊
が
大
き
く

な
る
と
、
ペ
レ
は

そ
の
毛
で
自
分
の
洋
服
を
作
ろ

う
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
ペ

レ
の
「
羊
毛
↓
洋
服
」
の
旅
が

始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
毛
を
す
い

て
も
ら
い
、
糸
に
つ

む
ぎ
…
と
、
毎
回
ペ

レ
が
何
ら
か
の
お
手

伝
い
を
す
る
代
わ
り

に
い
ろ
ん
な
人
た
ち

が
手
伝
っ
て
く
れ
ま

す
。
羊
毛
は
少
し
ず

つ
洋
服
に
近
づ
い
て

い
き
、
最
後
に
「
あ
た
ら
し
い

ふ
く
」
が
で
き
る
と
。
久
々
の

ヒ
ッ
ト
絵
本
で
す
ね
。

（
竹
永
浩
之
）

▲クリックすると新刊購入サイトへ！

アスコム・刊

小林　弘幸・著

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.jwsnj.org/
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
臼
井
治
久
校
長
）
の
中

等
部
の
生
徒
が
10
月
26
日
、
サ

マ
セ
ッ
ト
に
あ
る
ラ
ト
ガ
ー

ズ
・
ミ
ド
ル
・
ス
ク
ー
ル
を
訪

問
し
た
。
玄
関
で
は
パ
ー
ト
ナ

ー
の
生
徒
た
ち
が
笑
顔
で
出
迎

え
て
く
れ
、
簡
単
な
自
己
紹
介

の
あ
と
、
授
業
に
参
加
す
る
た

め
に
そ
れ
ぞ
れ
教
室
に
向
か
っ

た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
生
徒
た
ち

は
み
な
親
し
み
を
も
っ
て
接
し

て
く
れ
、
す
ぐ
に
打
ち
と
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

午
前
２
時
間
、
午
後
１
時
間

の
授
業
参
加
を
通
し
て
、
ド
ラ

マ
や
ラ
テ
ン
語
の
授
業
が
あ
る

こ
と
、
班
単
位
で
の
活
動
が
多

い
こ
と
、
積
極
的
に
発
表
や
質

問
を
す
る
こ
と
、
留
学
生
が
多

く
校
内
で
自
然
に
国
際
交
流
が

で
き
る
こ
と
な
ど
、
日
本
人
校

と
の
違
い
に
気
づ
き
学
ぶ
こ
と

が
で
き
た
。

ま
た
、
授
業
中
は
学
習
内
容

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
た

り
、
折
り
紙
を
紹
介
し
た
り
す

る
機
会
に
恵
ま
れ
た
生
徒
も
い

た
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
や
自
習
時

間
に
は
、
互
い
に
質
問
し
合
い
、

ラ
ト
ガ
ー
ズ
校
の
生
活
に
つ
い

て
深
く
知
る
と
同
時
に
日
本
に

つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
も
で
き

意
欲
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
。こ

れ
ま
で
に
も
ラ
ト
ガ
ー
ズ

校
を
訪
問
し
た
こ
と
の
あ
る
生

徒
た
ち
は
、
前
回
の
パ
ー
ト
ナ

ー
と
の
再
会
を
喜
ん
だ
り
、
会

話
を
通
し
て
自
身
の
英
語
力
の

向
上
を
実
感
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
た
よ
う
だ
っ
た
。
ま
た
、

初
め
て
訪
問
し
た
生
徒
た
ち

も
、
は
じ
め
こ
そ
戸
惑
い
は
あ

っ
た
も
の
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の

会
話
が
弾
み
、
ま
す
ま
す
英
語

へ
の
興
味
が
増
し
て
い
た
。
別

れ
際
に
は
握
手
を
し
た
り
抱
き

合
っ
た
り
し
て
別
れ
を
惜
し
む

な
ど
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
の
で
き
た
有
意
義
な
活

動
と
な
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
テ
ィ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
小
島
昇
校
長
）
で
は
８

日
、B

ru
n
o
M
.P
o
n
terio

R
idge

Street
School

（
Ｒ

Ｓ
Ｓ
）
の
５
年
生
を
同
校
へ
招

待
し
た
。
目
的
は
、
「
パ
ー
ト

ナ
ー
の
子
と
仲
良
く
な
る
」
、

「
日
本
の
文
化
を
楽
し
く
経
験

し
て
も
ら
う
」
、
「
た
く
さ
ん
の

英
語
を
使
う
」
の
３
つ
で
あ
っ

た
。始

め
に
自
己
紹
介
を
行
い
、

運
動
会
で
踊
っ
た
ソ
ー
ラ
ン
節

を
披
露
、
グ
ル
ー
プ
で
ゲ
ー
ム

を
行
っ
た
。
最
初
は
互
い
に
緊

張
し
て
い
た
様
子
だ
っ
た
が
、

ゲ
ー
ム
が
終
わ
る
頃
に
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
な
っ
て
い
た
。

次
に
日
本
文
化
体
験
を
行
っ

た
。
子
供
た
ち
は
習
字
（
墨

絵
）
・
折
り
紙
・
お
手
玉
・
と

ん
と
ん
相
撲
・
動
物
将
棋
の
５

つ
の
ブ
ー
ス
を
用
意
し
た
。
Ｒ

Ｓ
Ｓ
の
子
供
た
ち
全
員
が
初
め

て
の
経
験
だ
っ
た
と
い
う
習
字

や
墨
絵
で
は
、
日
本
人
学
校
の

子
供
た
ち
が
書
き
方
を
熱
心
に

教
え
て
い
た
。

折
り
紙
で
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

の
友
達
に
折
り
方
の
見
本
を
見

せ
な
が
ら
、
鶴
や
手
裏
剣
、
紙

飛
行
機
な
ど
を
作
っ
た
。
出
来

上
が
っ
た
紙
飛
行
機
を
パ
ー
ト

ナ
ー
と
一
緒
に
飛
ば
し
て
楽
し

ん
で
い
る
姿
が
印
象
的
だ
っ

た
。
そ
の
ほ
か
、
お
手
玉
や
と

ん
と
ん
相
撲
、
動
物
将
棋
を
一

緒
に
楽
し
ん
だ
。

最
後
に
写
真
撮
影
を
行
い
、

次
回
の
訪
問
の
約
束
を
し
て
別

れ
た
。
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た

が
、
５
年
生
は
積
極
的
に
役
割

を
果
た
し
、
主
体
的
に
Ｒ
Ｓ
Ｓ

の
子
供
た
ち
と
交
流
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

現
地
校
児
童
を
招
待

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
（
片

山
隆
校
長
、
幼
児
児
童
生
徒
数

４
８
５
人
）
は
、
10
日
に
中
高

等
部
生
徒
会
主
催
に
よ
る
「
の

み
の
市
」
を
開
催
し
た
。
活
動

を
通
し
て
ク
ラ
ス
や
学
校
全
体

の
団
結
・
連
帯
感
を
強
め
、
地

域
社
会
や
国
際
社
会
に
対
す
る

関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
中
高

等
部
最
大
の
行
事
で
あ
る
。
保

護
者
や
学
校
の
協
力
の
も
と
、

生
徒
た
ち
が
主
体
と
な
り
企
画

運
営
し
、
約
３
か
月
に
わ
た
り

準
備
を
行
っ
て
き
た
。

当
日
は
幼
児
部
と
６
年
生
の

児
童
が
授
業
の
一
環
と
し
て
買

い
物
に
訪
れ
、
ゲ
ー
ム
や
雑
貨

の
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
。
そ
の

後
の
一
般
公
開
で
は
授
業
終
了

後
に
多
く
の
保
護
者
や
生
徒
が

詰
め
か
け
、
身
動
き
も
取
れ
な

い
ほ
ど
の
大
盛
況
と
な
っ
た
。

ク
レ
ー
プ
や
バ
ブ
ル
テ
ィ
ー
、

お
弁
当
や
焼
き
菓
子
な
ど
に
は

ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
を
し
て
食
品

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
う
配
慮
が

施
さ
れ
た
。
手
作
り
ク
ラ
フ
ト

の
販
売
や
手
作
り
ゲ
ー
ム
も
大

好
評
で
、
活
気
と
笑
顔
の
あ
ふ

れ
る
「
の
み
の
市
」
と
な
っ
た
。

本
年
度
の
総
売
上
は
３
０
０

０
ド
ル
を
超
え
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
系
人
会
を
通
し
て
、
す
べ

て
北
海
道
地
震
の
被
災
地
に
寄

付
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｗ
校
で

生
徒
会
主
催
の
み
の
市

ラトガーズ中訪問
NJ日本人学校中等部

意欲的にコミュニケーション

英
語
力
向
上
を
実
感

学
校
訪
問
の
交
流
を

終
え
現
地
校
の
前
で
記

念
撮
影
す
る
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校

と
ラ
ト
ガ
ー
ズ
中
学
の

生
徒
た
ち

http://starchildny.com
http://www.betteratmath.com
http://shidogakuin.com
https://satoricollegeplan.blog.fc2.com
http://villagewellusa.com
http://www.seido.com
http://www.gwjs.org
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寒
そ
う
な
裸
木
を
見
つ
め
て

い
る
う
ち
に
、
潔
い
美
し
さ
に

満
ち
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
人
間
で
は
こ
う
は
い
か
な

い
。
自
ら
の
本
質
だ
け
を
曝
し
、

わ
ず
か
な
光
に
向
か
っ
て
、
懸

命
に
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。
心

を
澄
ま
し
眼
を
閉
じ
て
、
裸
木

の
美
し
い
無
言
に
寄
り
添
っ
て

み
る
と
、
そ
の
内
側
に
か
す
か

な
軋
み
が
聴
こ
え
た
気
が
し

た
。

季
語
＝
裸
木
（
冬
）「
枯
木
」

と
同
じ
。
冬
の
落
葉
樹
の
こ
と
。

葉
を
す
べ
て
落
と
し
、
ま
る
で

枯
死
し
た
か
の
よ
う
に
見
え

る
。
「
冬
木
」
よ
り
も
寒
々
し

い
語
感
が
あ
る
。
関
連
す
る
季

語
に
、
枯
枝
、
枯
木
立
、
枯
木

道
、
枯
木
星
な
ど
。

冬
の
山
は
眠
り
の
な
か
。
全

身
を
布
団
に
潜
り
込
ま
せ
、
朝

も
夜
も
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う

に
、
深
く
眠
っ
て
い
る
み
た
い
。

小
さ
い
も
の
や
大
き
い
も
の
、

何
か
を
失
う
た
び
に
傷
つ
い

て
、
慣
れ
る
こ
と
な
ん
て
で
き

な
い
。
そ
れ
で
も
、
い
つ
か
は

失
う
こ
と
に
平
気
に
な
り
た
く

て
、
わ
た
し
も
冬
の
山
の
よ
う

に
、
深
い
眠
り
に
つ
く
。

季
語
＝
山
眠
る(

冬)

「
眠
る

山
」
。
冬
の
山
の
こ
と
。
葉
を

落
と
し
た
静
か
な
山
の
様
子

を
、
眠
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
と
表
現
し
た
季
語
。（

大
高
翔
）

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１

２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、
ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ルhaiku
grandprix@

gm
ail.com

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w
w
.artofhaiku.org

参

照
。

▼
お
お
た
か
・
し
ょ
う
＝
俳

人
／
京
都
造
形
芸
術
大
学
非

常
勤
講
師
／
北
米
伊
藤
園
新

俳
句
グ
ラ
ン
プ
リ
審
査
員

山や
ま

眠ね
む

る
失

う
し
な

ふ
こ
と
に
慣な

れ

れ
る
ま
で

応募を終了しました

新

俳

句

グ
ラ
ン
プ
リ

大
高
翔
の
俳
句
の
コ
コ
ロ

⑪

12月

師走
しわす

日ひ

へ
と
伸の

ぶ
裸
木

は
だ
か
ぎ

の
内う

ち

軋き

み
つ
つ

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
（
片
山
隆
校
長
、
２
６

４
人
）
は
３
日
、
毎
年
恒
例
の

秋
祭
り
を
開
催
し
た
。

す
し
、
か
ら
揚
げ
、
特
製
ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
、
調
理
パ
ン
、
和

風
ケ
ー
キ
、
日
本
の
飲
み
物
等

を
販
売
し
、
児
童
・
生
徒
や
保

護
者
た
ち
が
舌
鼓
を
う
っ
た
。

買
い
物
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
生
徒

が
日
本
語
を
使
っ
て
店
員
役
の

保
護
者
か
ら
買
い
物
を
す
る
学

習
体
験
を
し
た
。
商
品
は
主
に

日
本
の
文
具
・
お
も
ち
ゃ
・
お

菓
子
等
だ
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
企
業
か
ら
寄
付
さ
れ
た
多
く

の
食
品
等
も
販
売
し
た
。
初
等

部
１
年
の
梅
原
雅
美
さ
ん
は

「
日
本
で
本
当
に
お
買
い
物
を

し
て
い
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な

り
ま
し
た
。
好
き
な
物
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
し
た
」
と
嬉
し
そ

う
に
語
っ
た
。

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
保
護

者
の
応
援
の
も
と
、
児
童
ら
が

鬼
射
的
、
お
手
玉
投
げ
、
ル
ー

レ
ッ
ト
等
、
思
い
思
い
の
ゲ
ー

ム
に
興
じ
た
。
そ
の
ほ
か
法
被

（
は
っ
ぴ
）
姿
の
幼
児
部
に
よ

る
お
み
こ
し
、
ラ
ム
ネ
早
飲
み

大
会
、
ラ
ッ
フ
ル
大
会
、
Ｌ
Ｉ

校
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
ト

ー
ト
バ
ッ
グ
販
売
、
書
道
体
験

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
だ

っ
た
。

同
校
保
護
者
会
秋
祭
り
委
員

会
に
よ
っ
て
企
画
・
運
営
さ
れ

る
秋
祭
り
は
、
全
校
生
徒
が
心

待
ち
に
し
て
い
る
秋
の
恒
例
行

事
。
校
内
は
秋
の
文
化
祭
の
雰

囲
気
に
包
ま
れ
、
今
年
も
大
変

な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

楽
し
い
秋
祭
り

Ｎ
Ｙ
補
習
校
Ｌ
Ｉ
校

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
三
井
知
之
校
長
、
生
徒
数
３

７
７
人
）
は
11
日
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
デ
ー
（
旧
・
秋
祭
り
）

を
開
催
し
た
。
フ
ァ
ン
ド
レ
イ

ジ
ン
グ
の
一
環
で
あ
る
こ
の
行

事
は
、
保
護
者
は
も
と
よ
り
在

米
日
系
企
業
や
商
店
も
参
加
す

る
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
。
協
賛
企
業
・
商
店
に
よ

る
日
本
食
材
だ
け
で
な
く
、
弁

当
、
焼
き
鳥
、
串
カ
ツ
、
す
し

セ
ッ
ト
、
パ
ン
や
オ
ー
ガ
ニ
ッ

ク
野
菜
が
販
売
さ
れ
、
販
売
開

始
と
と
も
に
商
品
が
飛
ぶ
よ
う

に
売
れ
て
い
っ
た
。
子
供
た
ち

は
、
ど
の
商
品
を
買
う
か
目
を

輝
か
せ
た
り
、
ゲ
ー
ム
で
は
勝

ち
負
け
に
一
喜
一
憂
し
た
り
し

な
が
ら
晩
秋
の
ひ
と
時
、
い
つ

も
と
は
違
う
雰
囲
気
を
楽
し
ん

で
い
た
。

地
域
交
流
の
日

プ
リ
ン
ス
ト
ン

日
本
語
学
校

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
（
石
塚
義
昭
校
長
）
」
土
曜

補
習
校
小
学
部
は
10
日
、
小
学

４
年
生
の
司
会
・
進
行
に
よ
る

七
五
三
集
会
を
開
催
し
た
。
　

校
長
か
ら
七
五
三
の
由
来
と

千
歳
飴
の
意
味
が
話
さ
れ
小
学

１
年
生
に
千
歳
飴
が
贈
呈
さ
れ

た
。
小
学
５
年
生
の
生
徒
が
代

表
で
、
「
皆
さ
ん
健
康
で
日
本

語
の
勉
強
を
ず
っ
と
続
け
て
ほ

し
い
で
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉

を
送
っ
た
。
ま
た
、
高
学
年
の

生
徒
が
数
週
間
練
習
し
た
紙
芝

居
を
読
み
聞
か
せ
、
低
学
年
の

生
徒
た
ち
は
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

大
学
進
学
の
豆
知
識

⑰

今
年
に
入
り
、
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド

大
学
な
ど
難
関
大
学
で
も
Ｓ

Ａ
Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
エ
ッ
セ
イ

の
テ
ス
ト
ス
コ
ア
を
要
求
し

な
く
な
り
ま
し
た
。
プ
リ
ン

ス
ト
ン
大
学
も
そ
の
一
つ
で

す
が
、
そ
の
代
わ
り
高
校
の

先
生
が
す
で
に
成
績
を
付
け

た
英
語
か
歴
史
の
ペ
ー
パ
ー

の
提
出
を
要
求
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ウ
ン
大

学
も
ペ
ー
パ
ー
の
提
出
を
勧

め
て
い
ま
す
。
今
後
こ
の
傾

向
が
広
ま
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
よ
い
評
価
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
高
評

価
の
ペ
ー
パ
ー
を
残
し
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

（
伴
里
美
／
サ
ト
リ
・
カ
レ
ッ

ジ
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

satoricollegeplanning.com

）

成
績
評
価
さ
れ
た
ペ
ー
パ
ー
の
提
出

Ｎ
Ｙ
補
習
校
で

入
園
入
学
受
付

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

は
、
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年

度
生
の
入
園
・
入
学
の
受
付
を

以
下
の
日
程
で
開
始
す
る
。

Ｗ
校
は
12
月
８
日
（
土
）
、

15
日
（
土
）
午
後
９
時
よ
り
受

付
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
は
、
幼

児
部
新
年
中
が
午
前
９
時
30
分

か
ら
、
幼
児
部
新
年
長
が
11
時

か
ら
、
初
等
部
新
１
年
生
は
午

後
１
時
30
分
か
ら
。

Ｌ
Ｉ
校
は
２
０
１
９
年
１
月

５
日
（
土
）
、
12
日
（
土
）
午

前
９
時
よ
り
。
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
は
幼
児
部
新
年
長
が
午
前
10

時
10
分
か
ら
、
初
等
部
新
１
年

が
11
時
か
ら
、
幼
児
部
新
年
中

は
午
後
１
時
15
分
か
ら
。

調
査
書
は
事
前
に
提
出
し
、

当
日
は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
前

に
受
付
を
済
ま
せ
る
。
Ｗ
校
は

次
年
度
よ
り
幼
児
部
年
中
組
を

開
設
す
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
９
１
４
・
６
３
６
・
３
７
７

０
ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トw
w
w
.jw
sny.org

を
参
照
。

１
９
８
３
年
設
立
の
海
外

赴
任
経
験
の
あ
る
母
親
た
ち
に

よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
フ

レ
ン
ズ
帰
国
生
母
の
会
」
は
、

実
際
に
学
校
訪
問
等
を
し
て
集

め
た
情
報
を
基
に
作
成
し
た
学

校
案
内
（
首
都
圏
版
）
を
毎
年

９
月
に
発
行
し
て
い
る
。
入
試

情
報
や
帰
国
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
等
、
帰
国
生
受
験
に
役
立

つ
情
報
を
掲
載
。
製
本
版
と
Ｐ

Ｄ
Ｆ
版
が
あ
り
、
価
格
は
ど
ち

ら
も
３
４
０
０
円
（
製
本
版
は

別
途
送
料
が
必
要
）
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
81
・

３
・
３
２
１
８
・
８
４
９
７

（
日
本
）
ま
で
。
注
文
・
詳
細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

w
w
w
.ne.jp/asahi/friend

s/kikoku/book.htm
l

を
参

照
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ

七
五
三
集
会

帰国生受け入れ
首都圏版学校案内
フレンズ帰国生の本

https://america-keitai.com/
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原作・岡田光世  漫画・島本真記子

今週の

フレーズ

● 単行本＝研究社より全４巻 www.kenkyusha.co.jp ● 文庫本＝幻冬舎より全５巻 www.gentosha.co.jp

文庫本シリーズ15万部突破！

例文：Do you want to help with a coat drive tomorrow?
drive

Ｑ

長
女
は
現
地
校
８
年
生
に
な

り
ま
し
た
。
下
に
は
５
年
生
と
３

年
生
の
息
子
が
い
ま
す
。
主
人
の

駐
在
期
間
は
は
っ
き
り
し
な
い
の

で
す
が
、
長
女
が
ハ
イ
ス
ク
ー
ル

を
修
了
す
る
ま
で
滞
在
す
る
可
能

性
は
低
い
よ
う
で
す
。
長
女
は
日

本
の
高
校
進
学
を
希
望
し
て
い
ま

す
。
弟
た
ち
は
ア
メ
リ
カ
の
生
活

に
も
慣
れ
学
校
だ
け
で
な
く
サ
ッ

カ
ー
の
チ
ー
ム
で
も
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
主
人
が
単
身
残
っ
て
私
と

子
供
た
ち
で
帰
国
す
る
の
は
、
主

人
の
生
活
、
息
子
た
ち
の
状
況
を

考
え
る
と
よ
い
選
択
と
は
思
え
ま

せ
ん
。
長
女
の
希
望
を
叶
え
る
に

は
本
人
だ
け
が
帰
国
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
実
家
の
両
親
は
地
方

在
住
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
？

Ａ

そ
れ
ぞ
れ
の
お
子
様
の
状
況

や
家
族
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
た

末
の
お
嬢
様
ひ
と
り
で
の
帰
国
の

選
択
で
す
ね
。

保
護
者
が
海
外
に
い
る
場
合
、

祖
父
母
な
ど
親
戚
に
頼
る
こ
と
が

最
初
に
考
え
ら
れ
ま
す
。
ご
親
戚

は
地
方
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
公

立
高
校
の
場
合
、
都
道
府
県
ご
と

に
帰
国
子
女
枠
の
受
験
制
度
が
異

な
り
ま
す
の
で
、
教
育
委
員
会
な

ど
か
ら
早
め
に
情
報
収
集
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

次
に
寮
に
入
る
選
択
で
す
。
我

が
家
の
娘
は
日
本
人
学
校
中
学
部

を
卒
業
し
て
帰
国
し
、
寮
の
あ
る

高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
寮
と
い

っ
て
も
学
校
に
よ
っ
て
そ
の
形
態

も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
部
屋
が
個
室

か
そ
う
で
な
い
か
は
、
大
き
な
違

い
で
す
。
共
同
生
活
は
大
変
よ
い

経
験
に
な
り
ま
す
が
、
子
供
の
性

格
に
よ
っ
て
は
大
き
な
ス
ト
レ
ス

と
も
な
り
ま
す
。

娘
の
寮
は
４
人
用
の
部
屋
に
３

人
ず
つ
で
、
最
初
は
縦
割
り
で
各

学
年
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
入
る
よ
う

に
部
屋
割
り
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

学
期
ご
と
に
部
屋
替
え
が
あ
り
、

２
学
期
か
ら
は
同
学
年
と
同
室
で

し
た
。
入
寮
初
日
、
ま
ず
先
輩
に

連
れ
ら
れ
て
お
風
呂
に
入
り
ま
し

た
。
事
細
か
に
入
り
方
が
決
め
ら

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
洗
髪
は

「
ざ
る
」
の
上
で
と
い
う
の
に
は

驚
き
ま
し
た
。
寮
内
で
履
く
ス
リ

ッ
パ
は
音
が
し
な
い
も
の
を
、
廊

下
で
は
有
声
音
で
は
話
さ
な
い
、

毎
朝
の
清
掃
な
ど
、
家
で
は
気
に

し
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
周

り
の
人
へ
の
気
遣
い
と
い
う
社
会

で
当
た
り
前
の
こ
と
を
学
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
少
し
極
端
で
大
変
だ

っ
た
部
分
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
今
で
は
笑
い
話
で
す
。

学
校
に
よ
っ
て
は
週
末
閉
寮
と

な
り
帰
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
月
曜
日
の

朝
は
帰
省
先
か
ら
登
校
し
ま
す
か

ら
、
帰
省
先
が
登
校
可
能
な
場
所

で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

長
期
休
暇
中
も
一
定
期
間
閉
寮
と

な
る
学
校
が
一
般
的
で
す
。
部
活

動
な
ど
に
参
加
し
た
い
場
合
に
通

え
な
く
な
る
時
期
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、
休
ん
で

も
や
む
を
得
な
い
と
考
え
る
か
、

ど
こ
か
泊
ま
れ
る
と
こ
ろ
を
探
す

か
の
選
択
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

寮
の
あ
る
学
校
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
帰
国
子
女
教
育
機
関

が
運
営
す
る
寮
と
い
う
選
択
も
あ

り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
保
護
者
代

わ
り
と
な
っ
て
学
校
と
の
連
絡
な

ど
も
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
学
校

が
通
学
圏
内
で
あ
れ
ば
選
択
肢
の

ひ
と
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
暇
中
の
講

習
に
参
加
す
る
場
合
、
寮
に
宿
泊

で
き
ま
す
の
で
、
寮
生
活
の
体
験

を
し
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

多
く
の
学
校
が
保
護
者
の
元
か

ら
通
学
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て

い
ま
す
が
、
学
生
会
館
の
利
用
や

一
人
暮
ら
し
を
認
め
て
い
る
学
校

も
あ
り
ま
す
。
高
校
生
の
一
人
暮

ら
し
は
親
と
し
て
は
大
変
心
配
で

す
ね
。
学
生
会
館
は
食
事
も
提
供

さ
れ
ま
す
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
が

近
く
に
い
る
の
で
そ
の
点
で
は
安

心
か
と
思
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
選
択
を
す
る
の
か

は
情
報
を
集
め
て
精
査
し
、
ま
た

お
子
様
の
性
格
も
加
味
し
て
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
多
少
の

我
慢
は
後
々
良
い
経
験
だ
っ
た
と

言
え
る
で
し
ょ
う
が
、
楽
し
い
は

ず
の
高
校
生
活
が
つ
ら
い
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
あ
た
り
の
見
極

め
が
大
変
重
要
と
な
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
ま
た
、
や
っ
て
み
て

う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
親
の
元
に

戻
っ
て
く
れ
ば
い
い
と
い
う
く
ら

い
の
お
お
ら
か
な
気
持
ち
で
送
り

出
し
て
あ
げ
ら
れ
る
と
よ
い
と
思

い
ま
す
。

「
フ
レ
ン
ズ

帰
国
生

母
の
会
」

で
は
、
帰
国
後
の
学
校
選
択
の
参

考
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
、
毎

年
「
母
親
が
歩
い
て
見
た
帰
国
生

の
た
め
の
学
校
案
内
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

編
入
情
報
を
は
じ
め
、
各
種
教
育

情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
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核
の
被
害
の
な
い
、
平
和
な

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、
非
核

化
は
、
と
て
も
必
要
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

世
界
中
の
人
の
心
に
平
和
を
求

め
る
気
持
ち
が
必
要
で
あ
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。夏

休
み
に
、
ニ
ュ
ー
ス
で
広

島
・
長
崎
の
平
和
記
念
式
典
の

映
像
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
被

爆
者
と
そ
の
家
族
が
イ
ン
タ
ビ

ィ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
途
中
ア
メ
リ
カ
軍
が
撮
影
し

た
原
爆
投
下
後
の
広
島
の
様
子

が
流
れ
ま
し
た
。
け
む
り
が
出

て
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
、
焼
け

野
原
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
被

爆
者
と
そ
の
家
族
は
、
原
爆
の

こ
と
は
絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け

な
い
か
ら
、
後
世
に
ど
れ
だ
け

悲
惨
な
事
が
お
き
た
か
、
世
界

に
う
っ
た
え
続
け
た
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

広
島
市
が
、
こ
ん
な
焼
け
野

原
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、

原
子
爆
弾
に
よ
っ
て
発
生
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
原
因
で
す
。
そ

の
爆
弾
の
い
力
は
、
爆
風
が
五

十
％
、
熱
線
が
三
十
五
％
、
放

射
線
が
五
％
、
残
留
放
射
線
は

十
％
で
し
た
。
こ
れ
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
こ
と
で

す
。
一
番
び
っ
く
り
し
た
こ
と

は
、
爆
風
が
半
分
を
し
め
て
い

た
か
ら
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う

と
、
原
子
力
爆
弾
と
い
う
名
前

な
の
で
、
ぼ
く
は
、
放
射
線
が

一
番
多
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。一

瞬
に
し
て
人
も
町
も
消
え

て
し
ま
っ
た
こ
と
、
ひ
ど
い
や

け
ど
を
負
っ
た
人
、
苦
し
ん
で

町
を
さ
ま
よ
っ
た
人
、
後
か
ら

放
射
線
に
よ
る
病
気
で
苦
し
ん

だ
人
、
そ
う
い
う
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
た
こ
と
を
知
り
、
こ

ん
な
ひ
ど
く
悲
し
い
事
は
、
二

度
と
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

核
を
持
つ
理
由
と
し
て
は
、

一
つ
目
は
、
核
兵
器
を
持
っ
て

い
る
と
軍
事
力
を
ア
ピ
ー
ル
で

き
、
自
国
を
守
れ
る
。
二
つ
目

は
、
原
子
力
発
電
は
、
比
較
的

コ
ス
ト
が
か
か
ら
ず
、
発
電
の

時
に
二
酸
化
炭
素
が
出
な
い
そ

う
で
す
。
資
源
の
少
な
い
日
本

に
と
っ
て
、
大
事
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、

日
本
が
世
界
で
唯
一
の
被
爆
国

だ
と
い
う
こ
と
、
東
日
本
大
し

ん
災
で
起
き
た
、
福
島
の
原
発

事
故
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

安
全
で
平
和
で
あ
る
未
来
の

た
め
に
過
去
の
教
く
ん
を
い
か

し
て
、
核
は
い
絶
を
う
っ
た
え

続
け
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

（
滞
米
１
年
10
か
月
）

十
月
十
三
日
、
ぼ
く
は
ぶ
た

い
で
げ
き
を
し
ま
し
た
。
そ
の

げ
き
の
中
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と

が
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
目
は
、
せ
り
ふ
を
大
き

く
言
う
こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
一

ば
ん
う
し
ろ
の
せ
き
の
人
に
も

聞
こ
え
る
よ
う
に
大
き
な
声
で

言
い
ま
し
た
。
と
く
に
が
ん
ば

っ
た
の
は
、
「
ぼ
く
、
五
七
五

で
考
え
る
の
が
す
き
だ
っ
た
か

ら
が
ん
ば
っ
て
み
る
よ
。
」
と

い
う
せ
り
ふ
で
す
。
ど
う
し
て

か
と
い
う
と
、
「
ぼ
く
」
と
い

う
と
こ
ろ
で
足
を
ド
ン
と
し
な

が
ら
せ
り
ふ
を
言
う
の
で
、
そ

の
音
で
せ
り
ふ
が
聞
こ
え
な
く

な
ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。

二
つ
目
は
、
う
ご
き
で
す
。

何
を
し
て
い
る
の
か
分
か
る
よ

う
に
、
う
ご
き
を
大
き
く
し
ま

し
た
。
と
く
に
が
ん
ば
っ
た
の

は
、
「
か
ん
字
テ
ス
ト
を
が
ん

ば
れ
ば
い
い
の
。
こ
こ
で
。
」

と
い
う
せ
り
ふ
の
と
こ
ろ
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
せ
り
ふ

は
し
つ
も
ん
を
す
る
よ
う
な
か

ん
じ
に
言
う
の
で
、
う
ご
き
も

し
つ
も
ん
を
し
て
い
る
よ
う
な

か
ん
じ
を
出
そ
う
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
声
を
大
き
く

し
た
り
、
う
ご
き
を
分
か
り
や

す
く
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
の
が
、
ぼ
く
の
せ
い
長
し

た
こ
と
で
す
。
来
年
も
こ
の
ち

ょ
う
し
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

（
滞
米
２
年
２
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

九
月
八
日
バ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド

小
学
校
で
大
運
動
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
前
日
ま
で
大
雨
が
予

そ
う
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
日
は

青
空
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
今
年
、
赤
組
応
え
ん

団
の
団
員
に
な
り
ま
し
た
。
ほ

と
ん
ど
の
女
子
が
チ
ア
リ
ー
ダ

ー
に
入
っ
た
中
、
わ
た
し
は
大

き
な
声
を
出
す
自
信
が
あ
っ
た

の
で
、
ま
よ
わ
ず
応
え
ん
団
に

入
り
ま
し
た
。

「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
赤
組
。
が

ん
ば
れ
が
ん
ば
れ
赤
組
。
」
応

え
ん
団
は
、
こ
の
団
長
の
合
図

で
、
両
手
を
広
げ
て
大
き
な
声

で
チ
ー
ム
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま

す
。
夏
休
み
明
け
か
ら
毎
週
昼

休
み
に
練
習
が
あ
り
ま
し
た
。

応
え
ん
の
ふ
り
つ
け
や
か
け
声

を
合
わ
せ
る
の
は
、
と
て
も
大

変
で
し
た
。
だ
か
ら
練
習
の
終

わ
っ
た
後
は
、
い
つ
も
の
ど
が

カ
ラ
カ
ラ
で
体
は
ヘ
ト
ヘ
ト
で

し
た
。

中
で
も
、
一
番
苦
戦
し
た
の

は
ラ
ス
ト
に
お
ど
る
ソ
ー
ラ
ン

節
で
す
。
ソ
ー
ラ
ン
節
は
北
海

道
の
民
よ
う
が
ル
ー
ツ
で
す
。

昔
は
春
に
な
る
と
ニ
シ
ン
が
た

ま
ご
を
う
む
た
め
に
た
く
さ
ん

日
本
海
に
集
ま
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
つ
か
ま
え
る
の
に
、
あ
み

を
投
げ
て
引
き
上
げ
る
作
業
が

と
て
も
大
変
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
リ
ズ
ム
の
あ
る
音

楽
に
の
せ
、
作
業
を
が
ん
ば
る

た
め
に
ソ
ー
ラ
ン
節
は
う
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
ソ
ー
ラ
ン
節
は

お
ど
り
が
と
て
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
音
楽
に
合
わ
せ
て
お
ど
る

の
が
と
て
も
む
ず
か
し
か
っ
た

で
す
。

本
番
で
は
み
ん
な
の
前
で
、

あ
せ
を
た
く
さ
ん
か
い
て
お
ど

り
き
り
ま
し
た
。
団
長
が
最
後

に
相
手
チ
ー
ム
で
あ
る
白
組
の

け
ん
と
う
を
い
の
っ
て
エ
ー
ル

を
送
り
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な

風
が
ふ
い
て
、
と
て
も
ほ
こ
ら

し
く
思
い
ま
し
た
。
今
年
応
え

ん
団
員
に
な
れ
て
本
当
に
よ
か

っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
来
年

も
ま
た
や
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
い
つ
か
団
長
に
な
っ
て
み
ん

な
に
エ
ー
ル
を
お
く
り
た
い
と

思
い
ま
す
。（

滞
米
１
年
２
か
月
）

「
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

せ
い
長
し
た
こ
と
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
２

森
本
　
大
遥
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「
エ
ー
ル
よ
と
ど
け
」

中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
４

久
野
　
蒼
葉

主催:ニューヨーク生活プレス社　後援:全日本空輸株式会社

「
核
の
な
い
未
来
へ
」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
６

牟
田
島
　
南
風

八
月
に
か
ぞ
く
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
ロ
ン
ド
ン
に
、
り
ょ

こ
う
に
い
き
ま
し
た
。
ビ
ッ

グ
ベ
ン
や
タ
ワ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
、

ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
の
え
き
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
ば
し
ょ
に

い
き
ま
し
た
。
一
ば
ん
た
の

し
か
っ
た
の
は
、
じ
ょ
う
お

う
さ
ま
の
お
し
ろ
で
す
。
へ

や
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
き

れ
い
な
で
ん
き
や
ふ
る
い
え
、

ひ
み
つ
の
ド
ア
も
あ
り
ま
し

た
。
す
て
き
な
お
し
ろ
で
、

ま
た
み
に
い
き
た
い
と
お
も

い
ま
し
た
。
り
ょ
こ
う
の
あ

い
だ
、
ち
か
て
つ
や
バ
ス
に

の
り
ま
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
バ

ス
は
あ
か
い
ろ
で
、
二
か
い

だ
て
で
し
た
。
二
か
い
に
す

わ
っ
た
ら
、
ま
ど
か
ら
そ
と

が
よ
く
み
え
て
、
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と

イ
ギ
リ
ス
は
、
ち
が
う
も
の

が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

（
滞
米
１
年
２
か
月
）

□
　
　
□
　
　
□

これまで作文掲載者には掲載紙を１部郵送していましたが、2018年10月よ

り郵送を中止させて頂きます。本紙デジタル版よりPDFをダウンロードし

て頂くようお願い致します。学校単位で応募、掲載された方は学校に郵送

された掲載紙を学校担当者よりお受け取り下さい。別途、掲載紙をご希望

の方は郵送料負担にて個別郵送致しますので編集部までご連絡下さい。

「
な
つ
の
お
も
い
で
」

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
１

中
お
　
あ
り

わ
た
し
は
、
校
外
学
し
ゅ
う

で
り
ん
ご
が
り
へ
行
き
ま
し

た
。前

日
の
夜
に
し
お
り
を
見

て
、
り
ん
ご
が
り
の
時
間
が
一

時
間
だ
け
だ
と
み
じ
か
い
と
思

い
ま
し
た
が
、
行
っ
て
み
た
ら

ち
ょ
う
ど
よ
い
時
間
で
し
た
。

の
う
園
に
は
、
十
四
し
ゅ
る

い
の
り
ん
ご
が
あ
る
そ
う
で

す
。
す
こ
し
か
わ
が
か
た
い
も

の
も
あ
っ
た
し
、
中
が
あ
ま
い

あ
じ
の
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
の
う
園
の
人
に

え
い
語
で
、
ど
れ
が
一
ば
ん
赤

く
な
り
や
す
い
り
ん
ご
で
す

か
？
と
、
し
つ
も
ん
し
ま
し
た
。

の
う
園
の
人
は
、
「
一
ば
ん
赤

く
な
り
や
す
い
り
ん
ご
は
レ
ッ

ド
デ
リ
シ
ャ
ス
で
す
。
」
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
た
ら
、
一
ば
ん
赤

い
り
ん
ご
を
一
つ
リ
ビ
ン
グ
の

た
な
に
か
ざ
り
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
り
ん
ご
を
食
べ
て
み
た

ら
、
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
家

ぞ
く
も
り
ん
ご
を
食
べ
て
お
い

し
い
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

（
滞
米
７
か
月
）

（記載学年は応募時のものです）

■児童生徒作文のページ■

「おいしいりんごたち」
ニューヨーク育英学園全日制小２

三さ川　かれん

http://www.fly-ana.com/
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ローカル

スクランブル

Brooklyn

■
タ
ロ
ー
ズ
折
紙
ス
タ
ジ
オ

認
定
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
講
師

に
な
る
た
め
の
無
料
ガ
イ
ダ

ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
・
イ
ン
・
ブ

ル

ッ

ク

リ

ン

＝
12
月
１
日

（
土
）
午
後
１
時
45
分
か
ら
３

時
ま
で
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と

サ
ン
フ
ラ
シ
ス
コ
に
あ
る
タ

ロ
ー
ズ
折
紙
ス
タ
ジ
オ
の
認

定
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
講
師
講

座
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ダ
ン
ス

セ
ミ
ナ
ー
。
講
師
は
同
ス
タ

ジ
オ
代
表
の
矢
口
太
郎
氏
。

折
紙
に
興
味
の
あ
る
人
だ
け

で
な
く
、
日
本
文
化
を
広
め

た
い
、
日
本
文
化
を
教
え
る

こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
し
た
い
人

が
対
象
。
子
供
連
れ
は
要
事

前
連
絡
。
参
加
無
料
。

場
所
は
パ
ー
ク
ス
ロ
ー
プ

に
あ
る
タ
ロ
ー
ズ
折
紙
ス
タ

ジ
オ
（
７
番
街
95
番
地
２
階
）
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
７
１

８
・
３
６
０
０
・
５
４
３
５
）

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

park
slope@

tarosorig
a-

m
i.com

詳
細
はw

w
w

.tarosoriga-
m

i.com
/certification

-
courses/

花
の
芸
術
も
展
示

ザ
ッ
ツ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

耳
よ
り
情
報

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
最
高
裁
判
所
は
14
日
、

警
察
官
や
法
執
行
官
に
、
連
邦

当
局
の
意
向
に
従
い
不
法
滞
在

の
移
民
を
逮
捕
す
る
こ
と
を
禁

ず
る
こ
と
を
命
じ
た
。

同
判
決
は
、
１
９
９
６
年
に

観
光
ビ
ザ
で
イ
ン
ド
か
ら
入
国

し
た
ス
サ
イ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
さ

ん
が
２
０
１
７
年
、
ロ
ン
グ
ア

イ
ラ
ン
ド
で
飲
酒
運
転
で
逮
捕

さ
れ
た
事
件
に
基
づ
い
て
い

る
。
判
事
は
釈
放
を
命
じ
た
が
、

ス
サ
イ
さ
ん
は
そ
の
後
、
移
民

税
関
捜
査
局
（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）
か
ら

拘
禁
命
令
を
受
け
た
サ
フ
ォ
ー

ク
郡
の
保
安
官
に
連
れ
戻
さ

れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
ス
サ
イ
さ
ん
の

国
外
退
去
を
検
討
し
て
い
た
。
　
　

同
裁
判
所
は
「
法
執
行
官
は

Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
含
む
連
邦
当
局
に
協

力
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
協
力
体
制
が
自
治
の

行
政
に
影
響
す
る
べ
き
で
は
な

い
」
と
し
、
ス
サ
イ
さ
ん
の
拘

束
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
法
の
違

反
で
あ
る
と
い
う
判
決
を
下
し

た
。

不
法
移
民
の
拘
束
は
違
法

Ｎ
Ｙ
州
裁
判
所
が
判
決

ジャパンビレッジ24日オープン

国
際
花
の
あ
る
街
振
興
会

（
Ｉ
Ｆ
Ａ
、
梶
木
敏
巳
代
表
）

は
19
日
、
カ
ジ
キ
ズ
・
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
シ
ョ

ー
「
花
と
芸
術
の
祭
典
」
を

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
タ
イ
ム
ズ

ス
ク
エ
ア
に
近
い
シ
ア
タ

ー
・
ロ
ー
で
開
催
し
た
。

舞
台
の
主
演
は
俳
優
の

千
葉
誠
太
郎
、
ゲ
ス
ト
と

し
て
歌
手
のK

ohei

と
ゴ
ス

ペ
ル
の
仲
間
、
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
女
優
の
西
岡
舞
が
参

加
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
公
演
は
11
回
目
。
代

表
の
梶
木
さ
ん
が
、
日
本

で
活
動
す
る
若
き
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
た
ち
に
世
界
の
芸

術
が
集
ま
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
活
躍
の
場
を
提
供
し

た
い
と
始
め
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
出
演
者
た
ち
に
と
っ

て
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー

た
ち
に
直
に
実
力
を
披
露

す
る
シ
ョ
ー
で
も
あ
る
だ

け
に
熱
気
の
こ
も
っ
た
ス

テ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

舞
台
で
は
「
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
ス
タ
イ
ル
」
の
歌
、

踊
り
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
に
よ
る
フ
ラ
ワ
ー
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
融
合
し

た
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
日
本
か
ら
の
出
演

ア

ー

テ

ィ

ス

ト

、

歌

手

K
ippei

w
ith

C
hizu

の
息

の
合
っ
た
歌
＝
写
真
＝
、

日
舞
、
月
妃
女
と
オ
ペ
ラ

森
恭
子
に
よ
る
「
マ
ダ
ム

バ
タ
フ
ラ
イ
」
、
久
の
箏
と

宮
本
章
太
郎
の
ギ
タ
ー
生

演
奏
、
藤
堂
真
弓
の
「
赤

と
ん
ぼ
」
、
山
中
雅
也
の
ド

レ
ス
シ
ョ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
た
。

ス
テ
ー
ジ
や
ロ
ビ
ー
の

フ
ラ
ワ
ー
装
飾
は
、
Ｉ
Ｆ

Ａ
の
日
本
各
地
の

フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
花
が
集
ま

り
、
ス
テ
ー
ジ
花

監
督
を
Ｃ
Ｆ
Ｄ
ク

リ
ス
タ
ル
フ
ラ
ワ

ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ

の
浅
野
芳
子
理
事

長
が
務
め
た
ほ
か
、

梅
岡
隼
子
（
煌
隼
）

の
書
、
ア
ー
テ
ィ

ス
トM

IZ
U

H
O

の

絵
画
が
展
示
さ
れ

た
。

会
場
入
口
に

は
日
本
全
国
か
ら

の
花
の
作
品
（
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
・
成

嶋
梨
江
Ｎ
Ｙ
代
表
）

が
展
示
さ
れ
た
。

歌と踊りで華やか
IFAのカジキズ・ショー

Ｎ
Ｙ
公
演
大
盛
況

サンセットパークのインダストリーシティー（934 3rd Ave）の

一角、２万平方フィートに日本をテーマにした飲食店や食料品店

が並ぶ。運営は好田忠夫さんと好田卓矢さん。好田さんがマンハ

ッタンで展開するサンライズマート、ラーメン「せたが屋」など

９店舗が入り、手作り豆腐や和州牛、鮮魚の販売コーナーもでき

る予定。アイコの大型壁画作品が目印。www.industrycity.com

https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
http://op-ed.jp
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四
人
組
強
盗
が
現
金
強
奪
の

途
中
に
警
官
ら
に
取
り
囲
ま
れ

全
員
死
亡
。
残
さ
れ
た
妻
た
ち

が
サ
バ
イ
バ
ル
を
か
け
た
後
始

末
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
挑
む
ア
ク
シ

ョ
ン
ス
リ
ラ
ー
。

１
９
８
０
年
代
に
放
送
さ
れ

た
同
名
イ
ギ
リ
ス
の
ド
ラ
マ
を

ベ
ー
ス
に
「12 Y

ears
a

Slave

」
（
そ
れ
で
も
夜
は
明
け

る
、
２
０
１
３
年
）
の
ス
テ
ィ

ー
ヴ
・
マ
ッ
ク
イ
ー
ン
監
督
が

「
ゴ
ー
ン
・
ガ
ー
ル
」
の
原
作
・

脚
本
ギ
リ
ア
ン
・
フ
リ
ン
と
共

同
で
脚
本
を
書
き
上
げ
た
。

舞
台
を
シ
カ
ゴ
に
置
き
換
え
、

政
治
家
と
ギ
ャ
ン
グ
の
泥
仕
合

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
妻
た
ち

が
必
死
の
思
い
で
過
去
を
断
ち

切
ろ
う
と
す
る
決
意
に
迫
る
。

軽
い
ノ
リ
の
「
オ
ー
シ
ャ
ン

ズ
」
風
で
も
な
け
れ
ば
、
少
し

ヘ
ビ
ー
な
女
性
ア
ン
チ
ヒ
ー
ロ

ー
的
犯
罪
ド
ラ
マ
で
も
な
い
マ

ッ
ク
イ
ー
ン
監
督
な
ら
で
は
の

濃
厚
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
だ
。

メ
イ
ン
は
女
性
四
人
。
リ
ー

ダ
ー
格
に
は
「
フ
ェ
ン
ス
」（
16

年
）
で
ア
カ
デ
ミ
ー
助
演
女
優

賞
を
受
賞
し
た
ヴ
ィ
オ
ラ
・
デ

イ
ヴ
ィ
ス
。
演
技
の
幅
の
広
さ

と
役
づ
く
り
で
は
定
評
が
あ
り
、

本
作
で
も
一
段
と
冴
え
る
。

「T
he

F
ast

an
d

the
Furious

」
シ
リ
ー
ズ
（
ワ
イ
ル

ド
・
ス
ピ
ー
ド
・
シ
リ
ー
ズ
）

で
レ
テ
ィ
・
オ
ル
テ
ィ
ス
を
演

じ
た
ミ
シ
ェ
ル
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス

も
家
族
を
守
る
た
め
捨
て
身
で

危
険
な
計
画
に
加
わ
る
母
親
を

ク
ー
ル
に
演
じ
る
。
身
長
１
８

８
セ
ン
チ
の
バ
レ
エ
ダ
ン
サ

ー
・
女
優
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
デ
ビ

ッ
キ
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
カ
ラ

ー
パ
ー
プ
ル
」
で
主
人
公
セ
リ

ー
役
を
演
じ
16
年
、
ト
ニ
ー
賞

主
演
女
優
賞
を
受
賞
し
た
シ
ン

シ
ア
・
オ
リ
ヴ
ォ
も
存
在
感
を

放
つ
。

ベ
ロ
ニ
カ
（
デ
イ
ヴ
ィ
ス
）

は
夫
ハ
リ
ー
（
リ
ー
ア
ム
・
ニ

ー
ソ
ン
）
の
死
で
、
突
如
、
強

盗
犯
の
未
亡
人
と
い
う
衝
撃
的

な
立
場
に
置
か
れ
た
だ
け
で
な

く
、
ギ
ャ
ン
グ
の
ボ
ス
か
ら
夫

に
盗
ま
れ
た
２
０
０
万
ド
ル
を

１
か
月
以
内
に
返
さ
な
け
れ
ば

他
の
妻
と
も
ど
も
殺
す
と
脅
さ

れ
る
。
ハ
リ
ー
が
残
し
た
仕
事

の
計
画
ノ
ー
ト
を
見
つ
け
出
し
、

次
に
ハ
リ
ー
が
決
行
す
る
は
ず

だ
っ
た
強
盗
を
妻
た
ち
４
人
で

遂
行
す
る
こ
と
が
彼
女
ら
に
残

さ
れ
た
唯
一
の
道
だ
と
確
信
。

し
か
し
幼
子
を
抱
え
た
妻
を
含

め
４
人
と
も
今
ま
で
普
通
の
主

婦
と
し
て
生
活
し
て
き
た
女
た

ち
だ
。
一
体
、
ど
う
や
っ
た
ら

強
盗
な
ん
か
で
き
る
の
か
。
し

か
し
途
方
に
暮
れ
て
い
る
時
間

は
な
い
。
４
人
の
死
に
物
狂
い

の
作
戦
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
２

時
間
８
分
。
Ｒ
。
　
　
　
　（

明
）

妻
た
ち
の
レ
ク
イ
エ
ム

動
画
予
告
編
デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

■上映館■

AMC Empire 25

234 West 42nd St.

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX

247 W. 42nd St.

AMC Loews 34th Street 14

312 W. 34th St.

Widows

ベロニカ（デイヴィス、中央）は妻たちに計画を持ち掛ける

P
h
o
to

 :T
w

e
n
tie

th
 C

e
n
tu

ry
 F

o
x
.

Ｃ
Ｒ
Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
４
番

街
１
２
３
番
地
）
で
は
、
12
月

３
日
か
ら
２
月
９
日
ま
で
、
板

東

綾

子

に

よ

る

展

覧

会

「N
ature

in
m

otion
/

移
り

行
く
自
然
」
を
開
催
す
る
。
坂

東
は
大
阪
、
ロ
ン
ド
ン
、
東
京
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ア
ー
ト
を
学

び
、
米
国
、
日
本
、
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
な
ど
で
作
品
を
発
表

し
て
き
た
。
２
０
１
７
年
に
は

東
京
都
美
術
館
で
の
近
代
日
本

美
術
協
会
展
で
ナ
ム
ラ
賞
と
奨

励
賞
を
受
賞
。

ま
た
、
今
年

８
月
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

聖
ペ
テ
ロ
教
会
で
個
展
「
永
久

の
光
」
が
開
催
さ
れ
た
。
坂
東

は
「
季
節
を
通
し
て
み
た
自
然

の
様
子
を
表
現
し
た
。
木
漏
れ

日
や
、
穏
や
か
で
優
し
い
空
、

そ
よ
風
に
揺
れ
る
葉
な
ど
地
球

の
自
然
な
不
思
議
や
地
球
か
ら

届
く
身
体
に
吸
収
さ
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
豊
富
」
と
話
す
。

坂東綾子NY展
CRSで12月３日から

移り行く自然

有
田
焼
陶
芸
作
家
の
小
畑
裕

司
の
展
覧
会
が
チ
ェ
ル
シ
ー
の

大
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
26
丁
目

５
２
番
地
、
電
話
２
１
２
・
６

９
５
・
８
０
３
５
）
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
桜
」
。
桜
は
、
小
畑
が
長
い
年

月
に
わ
た
り
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と

し
て
掲
げ
て
き
た
テ
ー
マ
だ
。

今
回
２
回
目
と
な
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
の
個
展
の
中
で
「
オ
バ

タ
・
ピ
ン
ク
」
と
呼
ば
れ
る
淡

い
桃
色
は
よ
り
艶
や
か
に
輝
き

を
増
し
た
。

小
畑
が
「
桜
」
を
手
掛
け
て

25
年
。
１
９
９
０
年
代
に
そ
れ

ま
で
の
有
田
焼
に
は
存
在
し
な

か
っ
た
桜
の
ピ
ン
ク
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
小
畑
の
作
品
は
一
躍

脚
光
を
浴
び
た
。
現
在
も
年
４
、

５
回
あ
る
国
内
展
で
桜
の
作
品

が
根
強
い
人
気
が
あ
り
支
持
を

受
け
て
い
る
。
「
ピ
ン
ク
な
ん

て
許
さ
れ
な
か
っ
た
世
界
。
時

代
が
変
わ
っ
て
生
活
様
式
も
変

わ
っ
て
受
け
入
れ
て
も
ら
え

た
。
い
い
時
代
に
生
ま
れ
た
」

と
語
る
小
畑
。
今
回
は
こ
の
桜

と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
柿
、
昨
年

挑
戦
し
た
魚
も
出
品
し
て
い

る
。
こ
の
夏
、
イ
ン
ド
の
ニ
ュ

ー
デ
リ
ー
で
も
展
覧
会
を
開
催

し
て
大
成
功
を
納
め
た
。

１
９
８
４
年
に
青
山
学
院
大

学
法
学
部
を
卒
業
後
、
一
旦
は

日
本
の
光
学
機
器
メ
ー
カ
ー
大

手
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
３

年
送
っ
た
が
４
代
目
と
し
て
陶

芸
の
道
に
。
以
来
33
年
。
安
定

感
あ
る
作
風
に
円
熟
味
も
加
わ

っ
た
。
大
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
展

覧
会
で
は
、
こ
の
桜
の
湯
の
み

な
ど
、
小
さ
い
も
の
な
ら
２
０

０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
購
入
で
き

る
。
日
本
の
冠
婚
葬
祭
、
入
学
、

卒
業
式
、
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン

な
ど
に
は
贈
り
物
と
し
て
よ
く

出
る
シ
リ
ー
ズ
だ
そ
う
だ
。
自

分
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
素
敵
な

人
へ
の
贈
り
も
の
と
し
て
も
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
注
目
さ
れ
そ
う

だ
。
今
月
28
日
ま
で
。
（
三
浦
）

有
田
焼
作
家「
桜
色
」

小
畑
裕
司
が
Ｎ
Ｙ
展

http://iwaokadental.com
http://myriverside.net/home
https://www.parkavesinusallergy.com
http://www.ojfd.com
https://www.foxmovies.com/movies/widows


ア
ジ
ア
の
子
供
の
保
健
医
療

向
上
を
支
援
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

フ
レ
ン
ズ
・
ウ
ィ
ズ
ア
ウ
ト
・

ア
・
ボ
ー
ダ
ー
（
Ｆ
Ｗ
Ａ
Ｂ
＝

本
部
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
）
が

12
月
12
日
（
水
）
午
後
６
時
か

ら
９
時
ま
で
、
チ
ェ
ル
シ
ー
の

ハ
イ
ラ
イ
ン
ロ
フ
ト
（
西
26
丁

目
５
０
８
番
地
５
Ｇ
号
室
）
で

第
20
回
写
真
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を

行
う
。

エ
リ
オ
ッ
ト
・
ア
ー
ウ
ィ
ッ

ト
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
マ
ッ
カ
リ

ー
、
細
江
英
公
、
杉
本
博
司
、

井
津
建
郎
（
同
法
人
創
立
者
）

な
ど
著
名
作
家
を
含
む
１
０
０

人
を
超
え
る
写
真
家
が
寄
贈
し

た
作
品
を
競
売
に
か
け
て
、
ラ

オ
ス
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
小
児
病

院
の
運
営
資
金
に
当
て
る
。

今
年
の
芸
術
家
賞
は
ア
ー
ヴ

ィ
ン
グ
・
ペ
ン
（
１
９
１
７
〜

２
０
０
９
）
に
贈
ら
れ
る
。

参
加
費
１
０
０
ド
ル
〜
。
競

売
は
７
時
、
競
売
前
に
カ
ク
テ

ル
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
５

時
か
ら
の
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
参

加
の
場
合
は
１
２
５
ド
ル
〜
。

当
日
参
加
で
き
な
く
て
も
オ
ン

ラ
イ
ン
競
売
に
参
加
可
能
。
詳

細
は
電
話
２
１
２
・
６
９
１
・

０

９

０

９

ま

た

は

ウ

ェ

ブ

w
w

w
.fw

abphotoauction.or
g

を
参
照
。
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EVENT
■第19回ウィンターズ・イブ・アッ
ト・リンカーンセンター・スクエア＝
26日　17:30　Lincoln Center (Columbus
Circle to 70th St) Tel: 212-581-3774　入
場無料　リンカーンセンター周辺の店
舗、レストランなどが公共のスペース
を利用して開催する冬の訪れを祝うお
祭り。ジャグラーやストリートミュー
ジシャンの演奏など家族で楽しめる。
ツリーの点灯式も予定されている。
詳細はwww.winterseve.nyc/
■第86回ロックフェラー・センター・
クリスマスツリー点灯式＝28日 19:00
Rockefeller Plaza (30 Rockefeller Plaza)
入場無料　毎年恒例、巨大クリスマス
ツリーの点灯式。歌やダンスのセレブ
レーション後の点灯カウントダウンは
21:00頃から。NBC放送から生中継され
る。ツリーは来年1月7日まで、毎朝
5:30から23:30まで点灯される。
詳細はwww.rockefellercenter.com
■ブロードウェー・アンダー・ザ・ス
ターズ＝12月10日まで　17:00　Time
Warner Center (2nd Floor Shops at
Columbus Circle) Tel: 212-823-6300　入

場無料　毎週月曜日夕方、ブロードウ
ェー人気ショーのハイライトを披露す
る。26日はファントム・オブ・ザ・オ
ペラ、シカゴなど、12月3日はディア・
イバン・ハンセンなど、10日はミー
ン・ガールズ・ウィックドなど。
詳 細 は
www.theshopsatcolumbuscircle.com

MUSIC
■2018年〜2019年カーネギー・ホー
ル・コンサート＝12月2日まで　時間、
料金はアーティストによって異なる
Carnegie Hall (881 7th Ave) Tel: 212-
247-7800　クラシック、オペラ、リサ
イタル、ポピュラーな軽音楽やジャズ
まど多彩な音楽を紹介する。出演：24
日アーロ・ガスリー・サンクスギビン
グ・コンサート／25日、26日ディステ
ィングイッシュ・コンサート／27日
UN・シンガーズ・ピース・コンサー
ト／28日マスター・ボイス／29日ニュ
ー・マンハッタン・シンフォニア／30
日クリスマス・ウィズ・ティム・ジャ
ニス／12月２日ニューヨーク・ユー
ス・シンフォニー
詳細はwww.carnegiehall.orgr
■ブルーノート＝12月2日まで　開演時
間20:00、22:30　料金はアーティストに
よって異なる　Blue Note（131 W. 3rd
St）Tel:212-475-8592 出演：〜25日デ
ィジー・ギレスビー・オールスター
ズ／27日〜12月２日ジョン・スコフィ
ールド・カルテット他　　　
詳細はwww.bluenote.net/
■バージ・ミュージック・コンサー
ト＝通年で週3日公演　金〜日曜夜　時
間と料金はアーティストによって異な
る　Barge Music（Fulton Ferry Landing
Brooklyn）Tel: 718-624-208　船を音楽
ホールに利用した水上に浮かぶコンサ
ートシリーズ。室内楽をメインに、ジ
ャズ、アメリカのコンテンポラリー音
楽などを演奏。無料コンサートもある。
詳細はwww.bargemusic.org/
■メトロポリタン・オペラ2018年〜
2019年シーズン＝2019年５月11日まで
公演は日曜を除く毎日　時間は公演に
よって異なる　Metropol itan Opera
House (Lincoln Center) Tel: 212-362-
6000 料金：＄30〜＄480　今シーズン
から音楽監督に指揮者ヤニック・ネ
ゼ＝セガンを抜擢。新演出作品はサ
ン・サーンスの「サムソンとデリラ」
現代作曲家ニコ・マーリーの「マーニ
ー」、ベルデイ作「椿姫」、チレア作の

「アドリアナ・ルクブルール」の4作品。
レパートリー作品は「オテロ」「リゴレ
ット」「ドン・ジョバンニ」、「トスカ」

「アイーダ」などのほか、「魔笛」や
「ペレアスとメリザンド」なども上演さ
れる。
詳細はwww.metopera.org

DANCE&THEATER
■Film Society of Lincoln Ceter主催／
是枝監督映画作品上映シリーズ＝29日
まで　時間、内容は曜日によって異な
る　Walter Reade Theatre (165 W. 65th
Street) Tel: 212-875-5601　料金：＄15

（大人）、＄12（学生・シニア）世界的
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広
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ま
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www.nyseikatsu.comで
動画がご覧になれます

www.youtube.com/user/NYSEIKATSUTV1●過去の動画は

■ インターネットに接
続し、デジタル版のア
ドレスwww.nyseikat-
su.comで開いた最初の
扉ページのテレビ画面
をクリックすると動画
ニュースをYouTubeで
ご覧になれます。

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
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w
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.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

聴
け
ま
す

45
回
転
の
名
盤

376

あ
い
つ
と
私舟

木
一
夫

YouTubeで聴く

週刊NY生活TV

2018年11月24日号

❶ IFA カジキズショー
❷ 脊椎損傷患者を支援

ト
ル
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
第

１
話
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
映
像

か
ら
。
高
度
経
済
成
長
時

代
の
恋
愛
ロ
マ
ン
。
歌
は

舟
木
一
夫
、
作
詞
は
丘
灯

至
夫
、
作
曲
は
船
村
徹
。

な知名度を誇る同監督の代表作品で、パ
ルム・ドール最高賞に輝いた「万引き家
族」などを上映中。
詳細はwww.filmlinc.org
■第41回ビッグアップル・サーカス公
演＝2019年1月2７日まで　時間は曜日に
よって異なる　Damrosch Park (62nd St
bet Columbus & Amsterdam Ave)
Tel :212-257-2330　 入 場 料 ： ＄ 29〜
＄175　若いリングマスターのもと、猛
獣は登場しないが仔馬や犬などが愛嬌あ
る演技を披露する。アクロバットやピエ
ロなど、スリルと笑いがあふれるショー。
詳細はwww.bigapplecircus.com

ART
■ドラクロワ展＝2019年1月6日まで
Metropolitan Museum of Art (1000 Fifth
Ave) Tel ：212-535-7710　入場料：＄25

（大人）、＄17（シニア）、＄12（学生）、
12歳未満無料　フランスロマン派の巨匠
ウージェニ・ドラクロワ（1798〜1863）
の作品約150点を集めた北米初の大規模
展示。史実をテーマにした大作の作家時
代、自然をモチーフにした晩年期など、
さまざまな作風が鑑賞できる。
詳細はwww.metmuseum.org
■目に見えない海特別展＝2019年８月18
日 ま で 　 American Museum of
Natuaral History（200　Central Park
West）Tel：212-769-5100　入場料：
＄23（大人）、＄18（学生・シニア）
＄13（２歳〜12歳）海洋生態系の特別展。
海洋探査の最新情報や技術で表層の70％
が海に覆われた海洋惑星である地球の神
秘にとどまらず、科学的な解明を紹介す
る。
詳細はwww.amnh.org

「

あ

い

つ

と

私

」

（
あ
い
つ
と
わ
た
し
）

は
、
『
週
刊
読
売
』
に

連
載
さ
れ
た
石
坂
洋

次
郎
の
小
説
で
新
潮

社
か
ら
刊
行
、
映
画

化
、
ド
ラ
マ
化
さ
れ

た
。
動
画
リ
ン
ク
は

１
９
６
７
（
昭
和
42
）

年
２
月
の
同
名
タ
イ

グ
レ
イ
と
い
う
色
は
、
ど
ん

な
印
象
を
与
え
る
の
だ
ろ
う
。

「
鼠
色
＝
（
白
黒
が
は
っ
き

り
し
な
い
と
こ
ろ
か
ら
）
所

属
・
主
張
・
態
度
の
あ
い
ま
い

な
こ
と
」（
広
辞
苑
）

「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｙ
」
は
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ

Ｙ
」
と
も
つ
づ
ら
れ
る
。
英
国

で
は
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｙ
、
米
国
で
は
Ｇ

Ｒ
Ｅ
Ｙ
が
多
い
よ
う
だ
が
、
こ

こ
で
は
英
国
式
に
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｙ
に

統
一
す
る
。

「
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｙ
＝
（
灰
色
以
外

に
）
し
ら
が
ま
じ
り
の
。
老
人

ら
し
い
。
老
練
。
や
み
取
引
き

に
近
い
」（
英
和
大
辞
典
）

日
英
と
も
に
あ
ま
り
い
い
意

味
は
な
い
。
色
彩
心
理
学
で
は

「
曇
天
の
色

と
し
て
あ
い

ま
い
さ
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ

る
色
」
と
さ

れ
て
い
る
。

世
界
的
に

み
て
も
グ
レ

イ
の
イ
メ
ー

ジ
は
ネ
ガ
テ

ィ

ブ

で

共

通
。
こ
れ
を

良
い
意
味
に

解
釈
す
る
な

ら
ば
、
あ
い
ま
い
＝
中
庸
、
右

で
も
左
で
も
な
い
中
道
。
常
に

片
寄
ら
ぬ
判
断
が
下
せ
る
と

も
。よ

う
や
く
グ
レ
イ
が
身
に
つ

く
年
齢
に
な
れ
た
。
　
　
　

（
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
）

デ
ジ
タ
ル
版w

w
w

.n
yse

ika
tsu

.co
m

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

248：グレイのイメージ

堂
園
ま
り
子

ジ
ュ
エ
リ
ー
＆
絵
画
展

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

日
本
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
西
57
丁

目
１
４
５
番
地
）
は
、
ジ
ュ
エ

リ
ー
作
家
・
画
家
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
堂
園
ま
り
子
の
個
展

を
12
月
６
日
（
木
）
か
ら
12
日

（
水
）
ま
で
開
催
す
る
。
ジ
ョ

ー
ジ
・
ジ
ャ
ン
セ
ン
や
グ
ッ
チ

社
と
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
堂
園

は
現
在
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
カ

ス
タ
マ
ー
対
象
に
ジ
ュ
エ
リ

ー
・
デ
ザ
イ
ン
す
る
傍
ら
絵
画

制
作
に
も
取
り
組
む
。
入
場
無

料
。
開
廊
時
間
は
月
〜
金
が
午

前
10
時
か
ら
午
後
６
時
、
土
曜

は
午
後
５
時
ま
で
。
日
曜
休
館
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・

５
８
１
・
２
２
２
３
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ルin

fo
@

n
ip

p
o
n

-
club.org

ま
で
。
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トw

w
w

.n
ip

p
o
n

-
club.org

Elliot Erwitt
Spain, Valencia, 1952
Gelatin silver print: printed in 2018
17 9/16 x 11 3/4
Signed and titled in pencil on the
verso
Frame courtesy of Museum and
Gallery Services
Estimate $7,500
Donated by the artist
coutesy of Edwynn Houk Gallery

写
真
競
売
で
子
供
医
療
支
援

Ｆ
Ｗ
Ａ
Ｂ
12
日
に
開
催

週刊ＮＹ生活 折込みチラシ承ります！！
時期とターゲットを絞った折込みは、マーケティング手段として確実で効果的です。

☆ 店頭等での設置や直接配達分折込み料金 
レターサイズ（両面、片面、紙質問わず）：1枚７セント

複数ページのもの(レター4Ｐ程のパンフレットなど) ：1枚10セント

タブロイドやカタログなどもお受けします。地方都市のみも可能です。料金はお問い合わせ下さい。

◎地域別の折込も承ります。 ご予算と目的に応じて効率よくご利用下さい。

NJ地域　2500部　　Westchester&Connecticut地域　2100部

Long Island& Queens地域　1100部　　地方都市　1300部

Manhattanとその他（郵送購読者含む）　8200部

合計 (日本除く独自の設置配達分)  15200部　(18年4/1現在)*部数は随時変わります

お問い合わせは：NY Seikatsu Press, Inc.

Phone: 212-213-6069   Fax: 212-213-6451  E-mail: info@nyseikatsu.com

https://www.hondag.com
http://jmart-usa.com/en/
ps://www.youtube.com/watch?v=kZDQxI7hFLk
https://youtu.be/xwwzVoe8ggY
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